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どんな図形の面積も’
早く キモト・プラニは、任意

正確にの白色図形を黒い台紙の上

簡単に繁二圭誰鰯驚美
学的に円筒軸方向に走査しますと、白い図

形部分のみが反射光となって光電管に受光

されます。その図形走査時間を、エレクト

ロニク・カウンターで累種することによっ

て、図形の面穣を平方センチメートルで表

示する高精度のデジタル面祇測定機です。

キモト・プラニは、機構部、独立同期電源

部および、カウンタ一部分よりなっており

ます。

本機は地図、地質調査、土木、建築、農業

土地利用、森林調査等各部門に広く活用で

きます。

キモト･別ラニ

株式会社老もと
本社東京都新宿区新宿2－13TEL354-0361(fO
大阪営業所大阪市南区上本町4-613-3TEL763-0891M,
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云業肥料日

東京都港区芝琴平町35番地4
TEL(･501)9223,922.6,
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林野庁実務担当官による

森林法の解説（仮題）
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依田和夫

丸山正

渡辺宏

林野庁監修著者中島巌

蒲沼満

中曽根武夫
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第16回林業写真

コンクール第三席

「冬の森」
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新しい年代を迎 え て

理事長蓑輪満夫

新年お目出とう存じ童すも今年も会員各位のご多幸とご活躍を念じ，所懐の一端を述べ

させていただき新年のごあいさつといたします。

林業基本法が制定され，森林資源に関する基本計画ならびに重要林産物の需要供給に関

する長期見透しの策定に伴って行政の方針が確定し，政策が進められているが，ここ両三

年，林業界の推移を見ると，国内材の生産が需要の急激な増大に比べて増加どころか下降

傾向を示し，輸入材は補完的というよりもすでに固定した産業の対象と考えられる段階に

なり，国内材生産を主軸にして需給の将来を考えると不安が感じられる。林業振興対策と

して林業構造改善事業や森林施業計画認定制が施行されているが，振興の見通しは暗い。

わが国の経済が未曽有の成長を遂げ国民総生産に鏑いて世界第二位といわれているが，成

長の中心は二次，三次産業で，そのはなやかさのかげに一次産業がとり残されて衰退のま

ま見送られるということがあってはならないと思う。林業の場合その感が特に深い。

林業がなぜこのような状態におぎざりにされたか振り返って承ると，企業としての後進
性と公益性に目かくしされて近代化が軽く見過ごされていたのが原因の一つと思うが，近

代化の支柱の一つである林業技術の不振もまた看過することはできない。一口に林業とい

ってもその幅はきわめて広い。種子の採取から育苗，育林から林木の収穫，造材・搬出・

運材から製材。加工，あるいはクリ・シイタケの栽培まで林業であり，これに付随して林

道開設，運搬，輸送，貯材，治山等諸々の事業がある。一方林業技術も内容は広範囲で，

生物学的職{繍鯏{生態学的,生理学的,遺伝学的}をばじめ,おもだったものでも
気象学，地質学，土壌学，化学，機械，土木学的要素を内容としている。厳密にいうなら

’ぱ同じ林業技術者といいながらその専門は極端に異なっている場合がある。すでに他部門

の科学，技術が日に月に目を見張るような進歩，発展をとげつつある今日，林業に関する

科学，技術にもう一歩の鋭い突っ込承がないとますます立ち遅れるのではなかろうか。

日本の林業のささえ手である林業行政当局および林業家は時局を真剣に見つめ一日も早

く対策をたてるべきであるが，特に行政当局は林業技術の振興に適切な対策を樹立，実施

すべきである。振興の捷径は研究の徹底的遂行，実践に対する追跡，実績の評価さらにそ

の成果の精力的な根強い普及，浸透を図ることである。この際既成の概念にとらわれず新

しい観点から林業技術を見直す勇気が必要であって，それには積極的に思い切って専門の

斜･学者，技術者を起用しその成果を総合結集して技術の革新につとめ，林業振興を図られ

んことを望む。

－1－
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C)造林木の歴史

D)太平洋両岸の差異

E)結び

A)過去の日本に生育した樹木

古生植物の出現状況を見ますと,‘第三紀末には北半球

の欧，亜，米に一様な古生植物が見られます。これば第

三紀の初めごろ極地方にあったものが,.その後の気候変

化で鉱散的に南下したためで,.このようなものを第三紀

極地要素といっています｡それがその後の環境変化で現

在は所灸で，局部的に次のように生き残っています。

1）欧州でなくなり，米，亜に生き残っているもの:§

ショウナンポク属，トガサワラ属，ユリノキ属，ヒシ・

コリー属，フウ属，ヌマミズキ属,，ヒドツバタゴ属

2）過去にほ日本の広い地方で出現しているのに現在

は絶滅しているが，中支以南に生育しているもの：

イヌスギ属(Glyptostrobus),コウヨウザン属，メター

セコイア属，タイワンスギ属，シマモミ属,‘イヌカヲ・

マツ属，ヒッコリー属，ヌマミ､ヅキ属,．トチウ属，ユー

リノキ属，フウ属，セツリミアサガラ属,"オオギリ鳥

3）過去に広く生育していて現在アメリカだけに生き

残るもの：セコイア属

4）日本から知られたもの：ヌマセコイア属(Pro-

tosequoia)

古く出現するものは局部的であるよりも共通している，

のが普通ですbしかるに現在日本だけから知られている

このヌマセコイアについて，さらに述べて象まし聖う.。

ヌマセコイア(Protosequoia)について

この属は最近尾張瀬戸市および多治見地方の木節粘土

層からとれたものにわたくしが名付けたものです。この・

形態は小枝がよく分枝し，それに鱗片葉を斜生し,雌花

や雄花を側枝上につけそのﾀ視がちょっとイブキのよう

にゑえ，葉の表皮細胞が小さくて丈夫な点から判じ，常

伸の常緑樹と判じたものでうち

球果の状況がセコイアに似ているので，その関係をゑ

ますと鱗片葉が撚性し，気孔が中肋に対し不規則に配列ド

する点はセコイアオスギに似ていますbしかし果片の交

走斜列が低次の2：3で，1年で球果が熟する状況など．

の点で差異があります。このような点はむしろセコイア

メスギに似ています。しかし果片の外側が凸出し，その・

うえ気孔があり，苞片の先が短くて鋭く尖らない点，葉

片の発達しない点，ならびに気孔の配列状況などの差が

あります。このような特性は落葉で，葉や球果が十字対

生で雄花が穂状につくメタセコイアとも著しく異なって

います。常緑で葉が斜生するセコイア類から果片の先端

が凹まないで凸出し，夏によく分枝‘した枝も秋には下部

■

■

｡

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
壺
写
一
一
一
一
一
一
】
一
一
一
一
一
一
ｃ
■
一
色
一
『
一
一
一
一
一
一
一
一
一
『
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
二
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
］
一
一
一
一
』
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

Ｊ

茂
殿●学大

木
好ＩＩＪ

三
雌Ｅ

一
』
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
尋
一
『
二
一
】
一

一
一
一
一
｝
一
一
一
『
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

亀
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
戸
一
一
一
一
一
』
一

《
）
Ｉ

ただ今ほ古生植物を研究していますが，過去には盛岡

高農で林学を修めたので，樹木には関心をもっている者

です。京都大学にお世話になっていたころ，京都盆地周

辺の堆積層中にブナ，ナラ，ハマナツメなどの樹木とハ

ス，ヒシなどの水生植物，すなわち過去の山水を支配し

た生食しい半化石状態の植物が含まれているのを見て，

これらを明らかにすることによって，現在の植物群の発

達と，幾らか将来の施薬の指針の手がかりを得られはし

ないかと思い，古生物の調査を始めたものです。

古生物のうちごく古い時代のものは現在の植物との間

に差異が多く，そのうえそれらの材料を採ることも，研

究も容易でありません。しかしわが国にはこのような古

いものは量が少なく，そのうえに保存状態もよくありま

せん。これに反し数百万年前までの､ものは出現量も多

く，保存状態もよく幾分炭化が進む程度でもろくもなく

研究がしやすく，そのうえ現生のものとの連絡もとれ調

べやすいものでする

これらの結果を述べる前に堆積場所と，よく出現する

ものの特性を見ると次のようですb多く出現したものは

種子や果実に木化した丈夫な部分があって，そのうえ浮

かびやすい特性をもっています。これらいろいろのもの

が混じっている点から入江のような所に吹き寄せられた

ものが保存したもの，または泥炭池で堆積したものなど

が残ったようです。またよく出現した種類は大木とな

り，永く同じ地帯を占有したものか，または形は小さい

が環境が不安定である氾濫原に時,々多赴に生育した水湿

地植物の果実または穂子ですも

これから得た材料を次の四つの点に分けて述べたいと

思います。

A)過去に日本に生育した樹木

B)第三紀末からの主林木の変化とその原因
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模式的に示したセコイア類
AヌマセコイアBセコイアメスギ

Cセコイァオスギ

a種子b果片c蕊端

状況から推知することができます。

その後間氷期の地層である西宮市上ケ原にはナギノ

キ，シパニッケイ，アデク，トキワガキ，オガタマノキ

など現在日本南部から琉球に生育する常緑樹を含む地層

があります。特に興味あるのは熱帯から南半球に種類の

多いナギノ･キが初めて出現したことです。このように間

氷期と氷期後の温暖化により過去のものはそれぞれ山上

に避難したことは当然です。その際氷期の温度の低下が

どれほどであったかを本土の広い部分から古生物の出現

したチョウセンゴヨウとそれと伴って出現した針葉樹の

現在分布から計算しますと，当時の海水而での温度低下

は7.4±2.0｡(C)となりました。

本邦からの絶滅が単に温度の変化だけでなく，第三紀

末から第四紀の間の水準面の変化もその一因であること

が次のことから考えられま説所盈に植栽して温度に対

して生育範囲の広いことがわかったメタセコイアがわが

国からなくなったことです｡もし氷期に海水が極地その

他で固定または極の移動などで広い陸地の出現がある

と，新しくできた裸地には当然裸地植物であるメタセコ

イアなどの繁殖が考えられます。さらに暖かくなり前と

反対に海水面が上昇する時はまた島となった本邦などで

は山地も森林におおわれているので，低地に生育した裸

地生のメタセコイアなどは森林内に浸入することができ

ず死滅したものと推定しました。しかし大陸のよう種環

境の多い所では生き残りえたのでないかと推定している

次雛です。

このようなことは第三紀末によく分化したヒシ(水草）

の種類が多くその後絶滅している状況からも考えられま

す。すなわちヒシの果実は成熟すると生育場所で果実が

沈下するので，下流への分布は流されることによって容

易ですが，上流への分布は容易でありません。メタセエ

イアが本邦に生育したころには種類が多いのに，その後

垂

詮

ヌマセコイア噸戸市赤津から得たもの）

A枝条B葉の気孔C一F球果
G種子H雄花のある小枝

に分離層ができて落ちることが，枝の下部が拡大し，切

れ口が平たい点で決定されたのです。このような特性は

南方の水湿地に生ずるイヌスギにも學られます。なおこ

のヌマセコイアと伴って出現する水草にはヒシ，アスナ

極ビシ，オニバス類，ヒシモドキなど夏に生育する1年

生の水草がありますもこの点から夏季には降雨が多くそ

､の時にできた氾濫原に生育し，現在のように冬季は雨が

少なくなり，それに耐えるように水草は一年のものでこ

の木は夏によく分枝した枝を分離層によって落としたも

のでないかと推定しました。

この属の特性の決定がむずかしいのでいままで他地方

から知られていないが，おそらく同じ環境をもった欧米

からも知られるだろうと楽し承にしているものです。

B)第三紀末からの主林木の変化と原因

第三紀の終わりごろまで日本にあったコウヨウザン，

タイワンスギ，ユサン，ショウナンポク，アケポノツガ

が現在北回帰線以南の山地にあるのは，第四紀の気候の

寒冷化により南進したことによりま灸その代わり庭北

方の寒い大陸からチョウセンゴヨウ，アカエゾマツ，エ

ゾマツ，カラマツ類などが渡来したことは日本全土から

古い含有園上に不整合に後者を含む地層が堆積している

《
手

F -
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乳

の属の発達は古いものでないと信じ

ますb実生から成葉になるまでの寒

乾に適応した変態の原因ほ明らかで

ありません。この種の形成は今の科

学では無理ですが，もしショウナン

ポクとヌマセコイアの属間雑種とし

て成り立ったとすれば可能のように

もみえるものです。

2）アカマツ：第三紀の中ごろか

ら末期に生育した日本の松にはオオ
ミツバマツがあります。この木の伸

長と分枝は年1回とは限りません。

現在のアカマツ，ク鱈マツは年1回
伸長し，なお気候が温暖で伸長し，

分枝ができる近畿でも休止します。
このような特性はブナ，ナラなど

の温帯に生育するものの一般的な通

性であり，それらの特性庭古くには

で，夏の生育期間の短い氷期に得ら，
生､爺、かってこの植物の郷土を本田，

■

ザ

『

一
）

チョウセンゴヨウの現在分布（点線の部分）と過去の分布〔黒点）

一一

見られない特性なので，夏の生育期l湖の湿い氷期に侮り，

れた特性と考えられます。かつてこの植物の郷土を本田，
静六博士は，本邦の1,500m内外の山地と推定していま

すが，新条が年1回しか伸びない習性から判じても当を
得たものと信じますbこのようなもの＃ま暖かい地方では

よりよい生育をするのが通性ですから，南への造林が北

へより効果的であると信ずるものです。

3）ヒノキとサワラ：本邦の中部地方ではヒノキは峯

通りに，サワラば谷間に育ち住ふ分けをしています。両

者の形態的特性の差を見ますと次のようです。

麗

可

一:,－－－－－

実生に初

欝鰯
2－3

騨
枝の

樹型ら側
生状

節にある葉の分化度
一一

I
『

《
〉上下と左右で大きさに倒卵型

差がある

上下と左右葉で大きさ
Iの変化はないが，下側円堆型

ヒノキ

Aスギの実生Bショウナンポクの実生
0

〒サワラ15－20
ｌ
’絶滅しているのは海浸があった場合，上への分布が容易

でないために絶滅した点，まったく相似的な関係である

と思われるのです。

C)造林木の歴史

現在造林木としてスギ，アカマツ，ヒノキなどが多く

選ばれております。それらがどのような歴史をたどって

現在に至っているかを古生物の状況から見ますと，次の

ようになります。

1）スギの発達：この木は第三紀末にば古生物の出現

が少ないので，イヌスギから発達したのでないかと思っ

ていたので灸その後中新世にあるように見えました

が，それらば雄花のつき方からヌマセコイアであり，こ

の両側に気孔がある

ヒノキの小枝は等面性で乾燥に耐えるような形態をし

ています。これに反しサワラの枝は下側になった両側に

気孔を作り，両面性となって湿度の多い所に適応した特

性を示しています。

これらの過去の出現状況を見ますと，ヒノキはメタセ

コイアと混じることはまれですが，サワラは混じること・

が多く,かつ本邦の広い地方から出現してし､ます｡また日‘

本以外からヒノキの古生物は知られないのに，サワラば

欧州の第三紀層からも球果の古生物が知られていま．する

これらの染色体はヒノキ科を通じ,2nは(22)なので

染色体からの発達関係は推定ができません。これらに近

－4－



両者を比較しますと，アジア側の特性がよくわかりま

』筆
●

＆
■

す。すなわち

鐵
＝

一巳可

＝

。‐寺畢

一一…ヒョ
需恢P

一 －

アメリカのもの

－一一一モー

アジアのもの｜
－

モミ，ツガ，力‘ラ
マツ，卜ウヒ

ー

トネリコ属の種類
が少ない

ハイノキ属が多い

ｑ
一

葉の両面性のもの

葉の四角形のもの

風媒のもの

虫媒のもの

ツガ，カラ
ト財ピ

コ属の種類

キ属が少な

７

起

渇
溌
癖
鍛
蕊
》
調
《
》
職
癖
》
》
職
・
》
一
》
蝿

０
心

や
四

■
■
里

心

一
錨

モミ，
マツ，
トネリ

が多い
ハイノ
い

÷

アメリカの西側は第三紀の中ごろには現在アジアに見

られるような薄質広葉の樹木がありました。その後気候

の乾燥化により，現在のような乾季が夏になり冬に雨の

降る気候となっています。しかしわが国では鮮新世前後

には夏に雨があり，冬に乾燥する状態であったことはヌ

マセコイア，イヌスギのように，夏によく分枝した梯条

を作り,それらを冬に落とす樹木ならびに夏季1年生の

水草の多かったことからも推定できます。したがってモ

ミ，ツガ底どに単面性のものはなく，広葉樹にしてもト

ネリコ属のように風媒のものはわが国に少なく，アメリ

カに種類が多く，これに反し虫媒であるハイノキ属はわ

が国に種類が多いのにアメリカには1種です。また薄質

の葉をもつシデがアメリカの東岸にただ1種

『

夢己

1
Ｒ
別
彊
松
１
卜

溌
藻
印ﾕ

士 1歳、 穂難

とヒノキ（右側）

C遺体の出
P鮮新世）

模式的に示したサワラ（左側）

A樹型と枝条B実生
現状況(R現生,PI洪積世，

あるがわが国には数種あります。

さらに日本のトガサワラと北アメリカのト

ガサワラとの実生状況を比較しますと日本の

ものは子葉が展開すると，直ちに休止芽を作

るのにアメリカのものは，子葉から休止する

までに10枚内外の葉をつけた後に冬芽を作っ

て休承ます。また日本の第三紀極地要素は北

回帰線内の山地にあるのに，アケボノツガに

似た北アメリカのツガおよびショウナンポク

属も日本よりも北方に分布します。このよう

な差異の原因として，アジア側はアメリカ側

より過去に生育期間の短い状態，すなわち極

がアメリカ側よりアジア側に近くあったとす

歩＝

〃

古生物の出現地Aほヒノキ（上)Bはサワラ（下） れぱ，アジアでセコイアメスギが死滅し，ア

いものはイトスギ属であり，サワラは湿度の多い日本なメリカ側で生き残ることも説明がつくようです。

どで適応して1年で果実が成熟し，枝が両面性となった結び

ものであり，ヒノキはイトスギ属が湿度の少ない所で適 過去の古生物について述べてゑました。その結果古生
応したものから発達し，前者より遅く日本に渡来したの物のうち過去に比べ現在広い分布を示しているものは上
ではないかと見ております。ノキ，カヤのような乾性的特性をもつ植物であります。

D)太平洋の両岸の差異ただ今は日本も工業立国に転じ，今後もその傾向が強く

太平洋の両側，すなわちアメリカの西側とアジアの東なりつつあります。その結果乾燥の傾向がいっそう予想
側の植物は本来北極圏にあったものが南下したものであされるので造林に際しては乾性的特性をもつものを優占
るから，両側のものは兄弟的種属と見られます。そこですることが大切なことではないかと思うものです。

－5－



蕊

年 輪が語る

弥生期の気象

真鍋大覚

〔九州大学・教授〕

§ 庁

竺
口

告らめ家をも名をも。

これは固く凍った白一色の山野に陽光がさし始め；黒

い土の上に春の若草の徽芽が生まれる生命の愉悦を背景

にして，嬉凌と戯れる幼な子の姿に託した歌である。長

い間の冬寵りから開放された歓喜のさまが余すところな

く描写され，太陽の光と熱に森罹万象の起源を改めて知

ったことであろう。万葉とは卑賎貴譜の差なく帝王から

年輪成長速度の時代的変化(mm)

1．序

東京上野にある国立科学博物館三階の陳列室にはスギ

の年輪を示した2個の標本がある。その一つは屋久島産

スギで長径2.29m短径1.78m,空洞中心まで入れて樹齢

1600年，他の一つは天城山スギで長径1.48m短径1.28

mで樹齢702年と推定される。前者は大正3年（1914）

ごろか，明治神宮御造営の献木として伐採され帝室博物

館に寄贈されたもので，これを拝観したA､H.WIIson博

士が屋欠杉を世界に紹介する端緒となった。後者は今か

ら1200年以上筋伊豆天城山が大噴火した時降灰の中

に埋没枯死したものである｡天災の諸記録を調査しても

その正確な年代は未詳であるが，ただ日本書紀巻第二十

六斉明紀6年12月24日すなわち西暦660年に
まさおも

････是歳，百済の為に将に新羅を伐たむと欲ほして，
象ことのりをはう承をのこ

乃ち駿河国に勅して船を造らしむ。己に詰りて繊麻
ほりよのうちへともあひかへ
郊に挽至る時に，其の船夜中に故無くして紬・腿相反

れり。…・

という記事が見られる。耐久建築には阿蘇火山灰土を

含む沼沢に木材を浸潰するという肥後の習慣に徴して，

これは当時海洋気候が異常に高温多湿，熱帯化していた

おりでもあり，耐久性耐蝕性の強籾でしかも莫大な量で

立ち枯れになっている天城杉が目をつけられたのであろ

う。百年ごとの年輪間隔を各世紀にだいたい合わせて両

者を並べると付表が得られ，特に5世紀の後半に古墳文

化にも一転機を画する極端な寒気があった事実を指摘し

ているのである。日本書紀巻第十四雄略紀(A.D.457~

479)，巻第十六武烈記(A.D.499～506)に記述された

幾例もの残虐な行為は，正史には他に類例のないところ

であるが，これらは厳冬と飢瞳に窮迫した民族の生命の

あえぎである。万葉集開巻冒頭に雄略帝の御製が掲載さ

れている。
こ

泊瀬朝倉宮に天の下知らしめしし天皇の代一龍もよ忠
こふくしぶくしをかなっこ

徳持ち，掘串もよ’承掘串持ち，この丘に菜摘ます児，
の

家聞かな告らさね，そほらゑつ大和の国は，おしなべて
ま

われこそ居れ，しきなくてわれこそ座せ，われにこそは

合

|屋久島杉|識山杉|世紀|屋久島杉|天城山杉
IAD1139.2

116．011235．7

89．91338．7

64．31424．9

86‘544．91525．4

91．980．01631．6

75．856．61734．0

55．61829．5

43．21931．0

141．82045．7

紀
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０１

◆Ｄ

世

Ａ

4

‐

今 1

ー百姓までのすべての人類を象徴したものであり，同時に

緑一色の春の草が秋には色とりどりのよそおいとなる夢

を未来に残して，大和文化の開花を秘めていたのではな

いだろうか。

2．装飾古墳

蛇形紋様は縄文土器にも装飾古墳にもある。その発祥

きわめて古く，かつて紀元前1500年～3000年の時代，

黒海から裏海アラル海を経て，天山北路の吐魯蕃窪地一

帯に大帝国を建設していたヒッタイ民族の象徴の紋章で

あったらしい。彼らはすでに内陸地域の砂漠の内に運河

を通し，瀦慨によって農耕可能な沃野を拡張していた。

屋久杉年輪の成長速度で外挿類推すれば，紀元前3,15,

27,39．…各世紀は暖期に属し水鼠さえ確保できるオア

シスがあれば，生活に容易な気候条件に恵まれていた時

代であった。この暖期である紀元前3世紀に支那の黄河
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流域に前漢(B.C.206～A.D.5)後漢(A､D.23～219)

の帝国が出現し，日本には大陸から秦の始皇帝(B.C.
259～210）の圧政をのがれた帰化人の手によって，板付

に最初の農耕遺跡が残された。渦巻状蛇形は龍の象形

として漢の皇室の模様となり，一般に王を代表する記

号にまでなった。〃水を治める者よく天下を制す〃とま
そうりん

でうたわれたころ，人類が多量の収繊を倉裏に満たせば

満たすほどこれを狙う鼠賊の日夜別たぬ襲撃に悩まされ
なければなら画運命にあり，この鼠の天敵が蛇であつ

ぼれぐら

た。今に奄美群島に残る群倉と称する稲の貯蔵庫は自然

木を組糸合わせた高床式で，奈良正倉院，伊勢神宮の建
築の原形と見られ，通風乾燥を備えた屋根製に保存され
た稲束を守るため，鼠がよじ登れぬように柱に円錐形の

鼠返しを添えた時代があったらしい。弥生期の銅鐸文や

土器にこれが見られる。今でも韓国や九州の田舎では旧

家ほど青大将の数匹を蟠踞させ，鼠の駆除に一役買わせ

ている。方言で〃やじら象〃というのを牽強付会すれば

"やしろのおおか象〃ということになる。元弘3年3月

13日（1333年4月27日）博多櫛田神社の拝殿を射た菊池

入道寂阿の矢に二丈余の大蛇が殺されたという伝説が太

平記にある。女性の彫刻と同時に蝮の頭部の細工物が，

今年の夏，埼玉県広谷遺跡から出土した。この年代は有

明海沖積層に貝殻が多数存在する6600年昔に該当す

る。すでに縄文期にも同じような信仰が蝦夷民族にあっ

たらしい。弥生の水稲文化がようやく定着するころ，西

域はアレキサンドPス大王(B.C.356～323)の遠征に

よってバクトリア王国，バルキア王国が成立し，やがて

ローマから何奴に草原の道が謂拓された。ヒッタイ王国

のもう一つの模様である奇怪な三角形は，不思議にも本

邦では蝮の頭の彫刻に該当し，これがあるいは後期古墳

の前方部または玄室に安置される三角錐に相当するかも

しれないが，とにかく土器にいるどられ壁面にきざまれ

たことは，おそらく鼠を避ける呪術的要求としても合理

性があるように思う。ヒッタイ民族が次に来襲した前9

世紀ごろの寒気に離散して東方に移動し，やがて韓半島

を南下して筑紫に渡来して来たとすれば，それはまさに

古事記・日本書紀の神代に該当する。天孫降臨や東征の

神話ばその名残りであろうか伝承であろうか。

有明海底沖積紀厨の色が黒から赤に変わるのがB.C.

966年，赤から黄がB.C､467年，黄から黒がA.D114

年という値が放射性炭素の年代決定結果から判明した

が，これらの時代色は縄文期から弥生期にかけての色調

によく一致しており，また生活様式の一大変革と信仰の
かめ

断層が存在しうることになる。渦巻模様は壷や甕からは

姿を消したが，5～6世紀の装飾古墳の壁画模様に復古

調をかなでるかのごとく旺盛に描かれた。この年代間隔

が不思議にも年輪や地闇の間隔から得られる約10～12

世紀の気候変動周期に合致している。渦巻模様は幾重に

も数を増し，ついには同心円群にまで発展した。この最

も単純な原型は筑後久留米日輪寺古墳にある二重の輪で

あり，太陽神の信仰に基因する金環食に由来しているか

もしれない。海東の山号を有するこの寺のふもとまで3

世紀のころはかつての連比の海（現在の有明海）が波を

寄せていた。もしこの経塚の建造年代を仮りに金環食が

顕現した時とすれば,A.D.316年7月6日に九州を通

過した典型的な例をあげることができるであろう。考古
ざしば

学上の磐紋は皆既食時の彩光（コロナ）ではないだろう

か｡偶然の一致か,卑弥呼の没年,魏の明帝正始9年(神

功皇后48年)A.D.248年8月1日に，東天の曙光とと

もに消えた日食が邪馬台国でも見えたことになってい

る。これは記紀の岩戸隠れの神話の光景を天文学的腱よ

く理解できる日食である。蛇は利殖の神として民俗的信

仰がある。熔鉱炉で巨万の富を獲取した権力者が煙道を

大蛇の胴体に見立てた名残りであろうか。

3‘八大竜王
・しようしよう

春雨が浦燕と降りしきる早春のある日，東京上野の

国立博物館を訪れ弥生期の出土品を観賞した。表慶館の

中には他に一人の参観者もなかった。蛍光灯に照らし出

された勾玉にじっと見入っていると，かつて本土に縄文

文化を残したアイヌ民族の言葉で石狩がピシュカリベツ

と万葉がな化したものであり，迂曲蛇行した河川という

意味であることに気づいて，古代の幻想のちまたから始

めてわれに返った。明治百年にわたって開拓された石狩

の原野に残る沼沢地は，かつての豊葦原の瑞穂国の原形

ではなかっただろうか。天孫とともに降臨した石凝姥命

は太玉命とともに勾玉製作の神と考えられているが，も

し姥を〃ぱ〃と読めば屈曲した河の神であり，太玉と健

巨大な首飾りではなくとり残された三ケ月湖ではないだ
ろうか。

日本書紀成務紀には

五年(A､D､135)の秋九月，諸国に令して’もって国
熟やつこあがたいなきたてほこ
郡に造長を立て，縣邑に稲置を置き，ならびに楯矛を

賜ひてもって表とす。

と天皇の万機親裁から地方分権の制度が明確に励行さ

れた頚実を示している。したがって倭人伝の時代は，当

然群雄割拠ながらも同一国内で地域ごとに小都市国家

が，自治体制を氏族制度に見られる形で保有していたに

相違ない。魏に開港された伊都国を例にあげると，地名
にき(し）しまこ

と地形から察して爾支は能古(残)島，泄謨肌は志摩識
ひここいきりき

柄渠狐は恰土郡，一大率は一貴山という糸島水道を中心

＄
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した辰王がいた。三韓から見れば筑紫は南東（巽,辰巳）
の方向にあたる。あるいは龍蛇の形をした邪馬台国を指
したのかもしれない。豊かな黒潮と強い南風は，玄界灘
の海上交通の輻綾に直結していたのである。

背振山は弁財撤と呼ばれ，天竺すなわち印度サラスバ
ティ河の女神弁財天が祭られ，龍蛇をかたわらに置くと

信ぜられて今に至っている。神の御意のただならぬ時，

河川が氾濫し，蛇行した河道によって沃土は広く堆積し
たつぬけ

大地に生命の新しい息吹がよふがえる。龍抜という集中
豪雨が規則正しい周期で訪れ来ることは，八岐大蛇の神
話にも見られる。八岐大蛇が溥身の力を絞って長尾を捲
き取って昇天する光景，機屋で綿糸が紡車に巻き取られ

る様子と，気象衛星が捕えた台風の渦巻模様が同じであ
ることは，まことに不思議な一致である。

4．弥生の鐸火

にして東西南北の配置ではなかっただろうか。さてこの

論法を宮崎康平氏の邪馬台国に応用すると,艤鳥は島
象めぎ確董かきぬかて
原，弥馬升は野母茂木，弥馬獲支は彼杵(かき)，奴佳提

は高来の四半島に充当され，各中心地は島原，稲佐，蛎

ノ浦，長田と有明海に東面して2港，五島灘に西面して

2港が見られる。邪馬台国とは記紀風に改めれば八岐国

すなわち前述の四半島と，これに隔離された有明海，千

を岩湾，志灸岐灘，大村湾の四江湾を総称したものにほ

かならない。長官名伊支馬は石凝姥命に似ており，卑弥

呼が碗に献上した貢物に〃青大勾珠二枚〃があることを

想起させる。九州本島と三半島を陸路でつなぐ北高来半

島は,中手すなわち中継地であり他に例を求めるならば，

早鞆海峡の長門国，来島海峡の仲渡島がこれであろう。

諌早地峡を中心とした巨大な渦巻状地形は八岐大蛇を連

想させ，遠く内陸アジアに祖先をもつ古代人の雄大な宇

、

’

合

さわやかなる秋風がスス

キの穂をなびかせて吹きわ

たる一日，伊都国の古代熔

鉱炉跡を訪れるために恰土

郡（現在福岡市）今宿焼山

に出かけた。玄界灘の北風

がまともに吹きつける細長

い谷間の奥の北向き斜面

に，秋草に埋もれて炉趾が

あった。出土した燃料の木

炭の残留放射能からA.D

309±30年の時代決定結果

が得られた。時まさに邪馬
えんえん

台国のころである。鋺,々 と

山腹をはい上る長い煙道は

まさに八岐大蛇を連想させ

る。大蛇の尾に当たる炉体

宙観がうかがわれる℃そし

て，もしこの特殊な地理的

環境に集中豪雨が共振を起

こすと，記録的な降水量と

なる。かつて源実朝が金槐

和歌集に詠じた歌一建暦元
ひた

年(1211)七月洪水天を渡す

土民愁歎きせむ事を思ひて
いささか

一人本尊に向ひ奉りて卿

念を致す。云一〃時により

すぐれば民のなげきなり，

八大龍王雨やめたまへ〃は

雨滴を渇仰した砂漠民族の

伝統的悲願が，収盤物の貯

蔽に対する守護神としての

蛇と結合したかも知れな

い。

■

《
〉

い。たと発見者の坂田武彦氏は語る。大蛇の尾に当たる炉俸

宮崎康平氏が懸命に活躍されたと|淵いている昭和32年を裂き難錨撚溌も時が古代人の有頂天の極であ
7月25日の豪雨の時も，長崎と諌早の眼鏡橋は流失しなった°

かつた。建造は寛永11年(1634)および天保9年(1838）玄界灘の朔風は，冬12月から春2月まで昔も今も吹
であるが，古墳の天蓋の技術を応用した架橋様式が奏効き続く。この勢力を十分に吸収させるかのどとく，背後
したものと思う。鄭弥呼の時代は陸化海退がまだ進行せの山は削り取られ炉口の前には急坂が塁み上げられた。
ず，筑肥の平野はなく，有明海や玄界灘すなわち速比海この傾斜は寒風が途絶えて猛毒の一酸化炭素が重たくは

とうとう

も渤海も潜々 たる黒潮が磯に寄せて，気候はきわめてい下るのを助勢し，周囲に拡散させるにも有効と思われ
温暖であった。現在のハワイや中南米の生活様式に似てた。古代人は粉粒の砂鉄は，加熱さえすれば熔融固化す
いたであろう。天然真珠が筑紫の多島海で得られたのもるものと信じていたらしく，莫大な木炭が浪蜜された。

,このためである。また南西の薫風に乗って末臓国，松浦一酸化炭素を大麓に発生させて，還元しなければ鋳鉄が

郡馬渡島を後にすれば,澄明な大気と腰気楼によぢ灘得られぬ原理に到達する霞で,炭火の不完全燃焼による
の現象で一大国（壱岐島)，対馬国（津島)，狗邪韓国非業の最後を遂げた技術諾が何万人あったであろうか。

（任那）と飛石伝いである。筑紫に三韓を潜在的に支配積承て堤と成し築いて陵墓と成るほど，莫大な量の鉱淳

一8－
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に不完全熔融の失敗の歴史が秘められている。掘内にあ

る無蛍山金竣禅寺は,莫大な量の砂鉄が水洗によって無

尽蔵に得られ，一塊の玉匁金に倒れた数多くの人なの冥

福を祈ったものとも考えられるのである。今宿なる地名
の意味を考察するに，今は鋳間（いま）すなわち鋳鉄の

作業場と取引場があたかも後年の江戸の銀座と同じく直

接した所，宿は御所（ごしよ）あるいは琉球古語の宮城

（ぐすく）である。すなわ･ら現代語に翻訳すると"鉄都〃

といったところであろうか。宮崎康平氏が今宿をもって

伊都国の中心と予見したのは今回の無数の炉跡の発見で

このようwこ説明がつけられる。前古に比類なき鋭利な鉄

の剣は，ただ神がその能力を最高度に発揮できる資格あ
kうちよう

るものとして，無言の示威と徹底的隅懲の道具に秘蔵
されていた。

伊都国は昔は，日本譜紀巻第八仲哀帝8年(A.D.199)

に伊聴と書かれ，一今，伊観と謂うは詠れるなり一とあ

るが，ここを背景に神功皇后は最初の平和利用として那
さくたのうなて

珂郷龍紳山麓識岡の裂田溝の開削に一大勇断をもって

当てた。筑紫の民族は三韓征伐の余勢を駆って，溌内大

和平野の開拓に進出し在来の銅鐸文化にとって変わっ

た。伊部国は畿内大和朝延を背後からささえる和戦両刀

の補給源としての基地でもあった。そしてその活力と余

力は筑紫の国をして大陸，朝鮮と外交貿易の拠点にもな

らしめた。おそらく大和朝廷とはまったく別途に自主独

立国家としての様相を呈していたであろう。魏志に見え

る倭人伝諸国の状況(A.D.238～266),鴨緑江畔にある

高勾藤の古都輯安縣に残る星霜経た好大王碑文(A.D.

391)，宋書倭国伝に残る五王（讃・珍・済・典・武）の

動静(A.D.421～478)など，いかに筑紫国が強力であっ

たかを察することができる。権力者の飽くことなき至上

命令によって,伊都は製鉄に狂奔した。かつての昭和18

～22年大東亜戦争終結前後にも市場に出なかったほどの

粗悪きわまる枝炭が掘り出されているのを見為時，利欲

に肢惑された人民の空虚な眼と退廃した人心，濫伐され

た山野の荒廃が蓑ざまざと眼前に浮かんでくる。

雄端帝17年8月(A.D.473),南牟婁郡誌（熊野年代

記）に､ま－八月熊野大風諸木悉倒一という簡潔な記事が

現われる。下屋久営林署にあるスギの円板にはこの時
の台風斑点が歴然として残っており，最大瞬間風速は
76.3m/3ecという空前絶後の値を推定させる。まさに九

国二島を怒涛と泥津のなかに巻き込んだ極超大型台風で

あった。雷山(959m)から猛烈な山潮が起こり，第一波
は沃土を乗せて一気に糸島水道を渡り，対岸の志摩に激
突した。続いて莫大な鐙の砂礫がここを謎の4世紀とと
もに永遠に重たく埋没した。志摩郡は奈良勅に城水田が
開拓されて，南向きの陽光がよ象がえったが，昔の対岸

の恰土は今なお秋落ちの早い痩せた水田が多い。天災は

天が自らの手で回復するが，人災は人が自ら助けねばな

らぬことを赫埼たる秋風は語っていた。

5．結言

弥生後期は巨大な前方後円墳の時代である。かつてエ

ジプI､，ローマ,ギリシヤに承継された豪壮な神殿陵墓偶

像建築の風潮は，西域を経て魏に至り大同県雲崗鑑，洛

陽縣千仏崖の巨大な石像を出した。魏と親交あった倭人

伝諸国には，当然仏教という新思想が潜在して来たであ

ろう。前方後円墳は釈迦の浬薬像かあるいは遠くエジプ
熟いら

卜王の木乃伊の抽象造形芸術であろうか。時あたかも厳

冬の気候が17～18年以上も継続し，丈余の積雪に耐えう

る堅牢な建築が要求される時代でもあった。また蟻一匹

入れぬ後世の土倉のごとく，厚い石壁をもって厳重にわ

ずかな食綴でも保管しなければならぬ世相でもあった。

万葉集巻第六の中にある天平六年甲戌(A.D.734),
あ童の

海犬養宿禰岡麿の歌一
あ

御民われ生ける験あり天地の栄ゆる時に遇へらく恩へ
ぼ一

は，かつての昔語りに聞き知った天変地異の悲惨さを，

春風胎蕩たる当時の気候に比較した感慨無量な心境を述
チペ

ベたものではないだろうか。鳥葬の風習い寮だに残る西
ツト

蔵高原麓を席巻し,古代印度で仏教興国に尽力し惑籍
王(～B､C.237)から約千年を経た飛鳥時代は'南半球の‘

星空も望見しうるほどの熱帯的気候であった。極楽浄土

の五色の彩雲は，今は琉球列島以南でしか見られぬ景観

であるが，これが畿内大和でも法隆寺壁画の美麗さで現

世の掌中にあったはずである。推古帝(A.D.593～628)
とよ熟けかしきやひめのすめら難こと

御名は豊御食炊屋姫天皇，よほどお糸鯉がご趣味の

方と思われるが，このごろは多種多様の新鮮な蔬菜魚貝
が大膳職の手許ににぎわっていたであろう。

ベスビアス山が噴火(A.D.79)しポンペイの街をお

おった灰は，極東にも飛来し景行紀の蝦夷熊襲の反乱を

招来した。前3世紀へレネスティク時代の代表的彫刻と

して名高いガラティア人の瀕死の像や，始皇帝の焼番坑

儒あるいは阿育王の虐殺など，一連の凄惨な事件は和漢

三才岡脅巻之五十六山類富士山の条に見られる

相伝う考鰯帝五年始て見る英，蓋し一夜に地瞬けて大
湖と鯛る°是れ江州め琶湖也。一

の爆発(AD.286)による気象異変の所産であろうか。

天災と生命の葛藤はまだ続くであろう。しかし来る2玉

世紀嫁かつての9世紀と同じく陽光にあふれた時代にな

ることを予想した､､ところである。本文に御高見を賜わ

った作家宮崎康平氏，九州大学工学部鉄鋼冶金学教室坂

田武彦氏に深謝を表明するところである。
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古代日本人の生活と木材 ケ
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〔千葉大学・教

辺2.5mほどの_上に，柱や屋根材と考えられる径10

cm内外の長短の焼けた丸木が散在していた。検鏡の結

果，カヤ，オニグルミ，クリ，コブシ，ネムノキ(？)，

サンゴジュ（？)などで，付近にあった手ごろな材料を樹

種をえらばず使用したと見てよいであろう。後にこれら

の材料はLibby教授のところへ送られて,Clｲによる測

定が行なわれ，4850±270年前という結果が出ている。

考古年代からは純文中期に相当する。

そのほか，縄文時代の低湿遺跡から用材と考えられる

ものが，かなりの数知られているが，いずれも丸木で石

斧で尖らせたり，くぼみをつけたりした程度のものが多

い。ただ是川遺跡(青森)からはスギ，イチイ，ヒノキ，

モミ，オニグルミ，クリなどの割り木が知られている。

弥生式低湿遺跡から出土する建築・椛築・その他機器

の用材類は，縄文遺跡のものとほ比較にならないぼど多

量であり，製材の種類にも富肇，かつ複雑な加工の跡を

とどめている。また用材の性質をよく捕えて，適材を適

所に利用している点には見るべきものがある。どれに割

裂による製材と，丸木のままの利用とがあり，両者はお

のずから樹種を異にしている。

登呂。山木・佐渡の千種遺跡などに特に多いスギ材は

ほとんどが木理がまっすぐで年輪のせまい部分，つま

り，相当の樹径の周辺部を柾目・板目に割って，角柱・

板材・小割材などを作っている。中には老齢部だけから
いとまさ

得られる糸柾材も少なからずある。

これらは住居の柱・周囲の柵，屋根材などに使ﾉMされ

ていることが多い。また登呂では深田のため土を上げて

畔を作ることが困難であったらしく，田を仕切るために

幅15cm内外，長さ1.5mほどの矢板を用いていたが，

発掘されただけでも，その分量は莫大な量であった。

さて，登呂遺跡では丸柱の並び方から高床倉庫と思わ

れるものがあり，その背後にあった森が20株ほどの立

株で残っていた。この森はエノキ，シラカシ，クスノキ

とスギの5種の混蒲林で，周辺にはイヌガヤの数株もあ

って，その森林柵成は現在この地方で見る社鑛を訪佛せ

古い時代の木材その他の植物質が，特別の条件のもと

には現在でも遺存している。日本で一番普通なのは，登

呂その他のいわゆる低湿遺跡のように水浸しになり地下

水の豊富な泥土におおわれた場合と，貝塚などからも普

通発見される炭化した材片や果殻類などである。その他

銅器と共存したため，銅イオンの微生物の成長抑制作用

によって材質が保存される場合もあり，このようなこと

は，銅鏡その他の青銅製品の副葬品のあった木棺にしば

しばその例が知られている。乾燥も材質が保存される条

件であるが，日本の古代遺跡にはこのような遺物は当然

期待できない。

縄文遺跡の数はきわめて多いが，若干の低湿遺跡（真

福寺・加茂・是川など）の他は，材ばほとんどが炭化木

片･という形で残っている。炭による樹種鑑定の困難さも

あり，わたくしの手がけた観察例も少ないため，ごくわ

ずかしか述べることができない。

弥生式の低湿遺跡は，昭和11～12年に奈良県磯城郡
からこ

の唐古遺跡の発掘があって，多量の木器が出土して学界

の注目するところとなったが，そののち現在までに，登

呂・山木（静|淵)，瓜郷・牒束（愛知)，千種（佐渡）そ

の他の発掘が相次いで行なわれ，弥生時代の住居や挫耕

文化に関する知識が急激に増したのであった。ここで

は，これらの遺跡からの出土品を中心にして，日本農業

の曙時代の人々の材選択や製材加工の能力といった面を

主として述べ，これに関連してやや時代の降った歴史時

代のものにも触れて見たいと思う。

構築材料と製材能力について

縄文時代の住居その他の櫛築材料についてのわたくし

たちの知識はきわめて乏しい。比較的低い，枝材や茅な

どでおおわれた屋根組承の下で，炉に薪を燃やす生活様

式から，きわあてしばしば火災を起こしたらしい。焼け

落ちた骨組みは承な丸木であることは知られているが，

その材料の樹種が調査された例ばわたくしの知るかぎり
うば

では，千葉県市川市の姥山貝塚の1例だけである。ここ

では，炉跡を中心として，これをほぼ四角形に囲んだ1

一
）
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しめるものがあった。ところでこの森のスギの立株は根

際から50cmぼどの所で直径が約1xnあったが年輪数は

わずかに60内外であった。近い場所であっても樹木の

成長にかなりの差があることは当然であるが，これらの

遺跡で使用されている材は，相当の樹径をもっていたも

のと考えなくてはなるまい。

周囲にいかに大きな森林があろうとも，これを構築や

木器として用いるためには，それ相応の利器が必要であ

ることはいうまでもない。西暦'00年代と推定される弥

生式後期にあたる登呂は，すでに鉄器時代の初頭でもあ

って，ここから出土する木片には鉄器の刃痕が残されて

いる。

関野党博士の研究によると，刃物として用いた鉄器に

は斧。の承・釿（かんなの一種)，の3種類であるとい

う。いずれも薄刃で刃先が弧状になったもので，斧には

刃幅4.5cm,の承は1.8～4.3cm,釿には4,6.5cm

の2種が知られている。斧はそのもの自身に相当の重量

を必要とする利器であるが，必ずしも厚刃とはかぎら

ず，石などを柄に結束して重量を与えたものとも考えら

れる。斧の柄と考えられる木器の出土も幾例かあって，

この形状から見ても石などの結束は可能と思われる。

このような刃痕は，板や柱の両端，あるいは木組薙の

ためや結束のための孔などの刃痕から推定されたもので

ある。しかしこのような利器で大径の立木を倒伐するこ
とができたであろうか。

登呂から出土した径15cmぼどの丸柱にはこれを切断

するためいかに苦心したかを物語るものがあった。切断

部を中心として前後40cmほどの間に刃痕があり，その

状態はあたかもビーバー（海狸）が木材を切断するにも

似ていたのである。

材をある寸法に切断してからの手法は，関野博士の書
いておられるとおり，手ごろな太さの材ならば，まず半

径面にそって切口三角形のいわゆる〃拳かん割り〃とし，

のちに柾目，板目に創る操作を繰り返したことは明らか

である。しかし大径の材をある寸法に切ること，ことに

立木を伐採するのにはどのような手法を用いたものであ

ろうか。貧弱な利器でわれわれの思いもよらぬ大仕事を

やってのけるのが，未開人種の常で，わたくしもある場

合には蟷螂の斧にも似た利器で切り倒したこともあると

思っている。

後藤守一博士も登呂の報告中に，樹径と利器との関係

から，あるいは焼き切ることによって倒したかも知れぬ

が積極的な証拠をあげることができないと述べられてい

る。わたくしはそれに先立って，当時の原生林の中には

樹心の空洞になった老木や，風倒木がいくらもあって，

これらから比較的容易に材料を得た場合も多かったので

はあるまいかと述べた。この意見は当時東大の林学教室

におられた猪熊教授が屋久杉の老木には空洞のものもか

なり多いという話にヒントを得たものであった。この記

事について後藤博士も，そのような場合もあったと思う

と付け加えておられる。

その後のことであるが，近年の猛台風の一つとされる

あの伊勢湾台風の直後に伊勢と紀州を訪れたことがあ

る。伊勢神宮の美林，その他の多くは大きな被害を受け

たが,倒木などほすでに処理された後であった。しかし

紀州路にさしかかったとき，ある村社のスギの森にその

惨謄たる被害のあとを見た。あるものは根こそぎに，あ

るものは途中から大きく裂けて折れていた。ことに空洞

を生じていたと考えられる径1nlあ霞りの’樹は，自重

と倒れる際の大きな衝撃のためであろうか,10mにも余

る幾すじかの裂目を見せていた。これを見たとき，すぐ

に思い浮べたのは登呂の記事であった。

台風が何年かに一度は猛威をふるうことは今も昔も変

わりあるまい。当時の原生林の中にはそのたびに被害を

受けたこのような倒木がいたるところにあったはずであ

り，当時の人灸はこのような材料から，柱．板．その他

の用材を比較的容易に得ることが多かったとする所信を

ますます深めたのであった。

構築材には丸木の出土例が多い。ことに登呂．瓜郷．

山木などの諸遺跡ではおびただしい数にのぼっている。

圧倒的に多いのはイヌマキで，家屋，ことに高床倉庫の

ささえの柱には径10cm内外のものが多数知られてい

る。また，径4～5cmの丸木の出土数は無数といっても

よいほどで,その用途は家屋組象などいろいろあると考

えられる。またある高床倉庫（山木）の柱にはカヤの丸

木が使われていたが面白いことにいずれも逆柱で，梢を

下にして打ち込んであった。また高倉に昇るための梯子

もある。イヌマキ・スギ・ヒノキなどの丸木に足がかり

の刻承をつけたものである。

農耕その他の器機

（1）耕具弥生式の低湿遺跡からは，その稲作など

を示す農耕具が出土する。平鍬．唐鍬．馬鍬．鋤．つる

はしなどの出土例が多く，大きさや形にかなりの変化が

ああ。また現在堆肥などに用いるフォーク状の木製品も

多く，先端は3～7本に分かれている。代かきや穀粒を

干しひろげるのに使う〃えぶり〃もある。これらの用材

には'イチイガシ’アラカシ，シラカシ,アカガシなど常

緑カシ類の使用が圧倒的に多い。いずれも柾目に木取り
くさび

してあるが，まず樹幹を承かん割りにして切り口が喫形

の板を作り，これにいろいろの工作をしたことが幾例か
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登呂の火切具，上段はタプノキ製，中段はスギ製の火切板，下段は舞錐の弓

の未製品の出土によって知られている。

上記の鍬類や，その他の器具の柄と考えられるものに

鍬幾種かの樹種が知られ，いずれも粘り気の強いものが

選ばれている。斧の柄と考えられるものも多く，マンサ

ク・サカキ・イヌマキ・シラカシなどが知られている。

|臼・杵・木槌などの出土もあり，木槌にはイヌマキ・イ

ヌガヤ・クヌギ・シラカシなどがある。

（2）田下駄登呂遺跡が畔に土盛りできないほどの

深田であったことはすでに述べた。これを証拠立てるよ

うに深田用の田下駄（スギ）が出土している。山木遺跡

からも同じ形式のものが出るが，ここからは長さ40～60

cm,"9～14cm,厚さ1.5～2.5cmの紡錘形の板切れ

(スギ）が数10例も発見された。両端に孔があったり，

くくりがあったり，また中央に3個の緒穴らしいものが

あることから，これも田下駄の一種であると想定されて

駒､た。

この調査に当たった木下忠氏は，これが現在でも幾つ

かの地方で使用されている〃おおあし〃(大足）の1種で

あると考定されたが，そののち同氏は澤田遺跡（沼津）

や墹之上遺跡(伊豆長岡)からも,また上総の熱世跡
の発掘品の中にもその存在を認めた。ところで，木下氏

によればこの大足の用途は現在,"代かきの最終段階に使

用されるのであって，馬鍬であらがきをし，えぶりずり

を済ませた後にこれを用いる〃のであって，使用目的は

緑肥を深く埋めるためだという。従来，弥生時代のよう

な原始農業では無施肥であると考えられていたが，この

ようなことからこの時代すでに施肥を行なった可能性が

あるとしている。まことに興味のあることがらである。

③容器・その他の日常品容器類もなかなか種類

に富蕊，大小・深浅さまざまな鉢・皿・盆．盃，片口，
もるてぷね

槽などがあり，諸手槽といって担架のように前後2本ず

つの把手のあるものには等身大のものもある。杓子もあ

り，また小さなものには匙もある。これらは方食の遺跡

から出土しているが，登呂や山木からも多数に発見され

ている。スギ材の使用が多く，用材の関係もあってその

仕上げには稚拙なものが多い。しかしイヌガヤ，クスノ

キ，トチノキ’サクラなどの製品にはなかなか精巧なも
たかつき

のもある。また高杯も幾例か知られている。登呂や山木

から出土したものはスギやヤマナラシで，あまり上手な

細工とはいえないが，唐古や篠束からのものはケンポナ

シ，サクラ，ケヤキ,クワなどの精巧な〃ろくろ〃細工

で，当時この地方住民た｡らの文化の高さの一端を知るこ

とができる。

その他機織器の部品と考えられるもの，その他使途不

明のものも多い。東海道の遺跡を多く扱っているので，

これをもってすべての地方に共通であると幟いえない

が，割り木はほとんどスギ，丸木にはイヌガヤやイヌマ

キカ涯倒的に多い。

（4）火切具終わりに，日常用品ではあるけれども

やや飛び離れたものに火切具がある。これは低湿遺跡発

掘の大きな収穫の一つである。昭和22年の発掘のとき

初めて発見されたもので，径2.5cmほどの丸木の一面

‐
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日本書記の神代の巻などに舟の良材はクスノキである

という記事があり,~たまたまクスノキを用材とした舟が

発掘されたことから，古代の舟といえばクスノキと考え

た時代もあった。現在では発掘された丸木舟ほ全国を通

じて100例をこえ，その材質もおおむね鑑定されてい

る。クスノキの舟ば，昔の灘波の津を中心とする地域か

ら知られた約5例のほかは比較的例が少ない（千葉・新

潟・愛知・高知)。

全国的に見て例数も多く，その分布が広いのはスギ

で，その他針葉樹にはモミ，ツガ，カヤ，クロマツ，ア

カマツが，広葉樹にはクリ，オニグルミ，ムクノキ，ハ

リギリ，コナラ，ミズブーラ，ハルニレなどが知られてい

る。しかし厳がら，丸木舟は男鹿半島などでは現在も使

用され，近年まで使用されていた地域もいくつかある。

また発掘されたものも，おおむね土器などの伴出がな

く,C14などによって絶対年代の測定された事例も少な

い。ただ形式などによづて製作年代を論じている場合が

多い。

千莱県の北部の下総台地沿いには，九十九里浜側がら

も東京湾に面した側からも，カヤを用材としたほぼ同

一形式の丸木舟が多数発見され，伴出品によって繩文と

されており，そのうちの検見川畑遺跡出土のものは，伴

出した稲のC略測定から3000年内外であることが示さ

れ，考古年代からいえば縄文晩期に相当する。九十九里

浜沿岸には，内陸の丘陵との間に幅5～10km.,ほどの平

野があり，ここにばかって，浅い湖沼や低湿地が連なっ

ていた。一番北端にあった鯖の海は,徳川時代に鉄牛禅

師によって干拓されて干潟の良田と変わり，その他も現

在ではほとんどが田地に変わり‘，わずかに面影をとどめ
もばらやつみ、

ているのが南端に近い茂原・八積間の湿原である。カヤ

の舟が一番出土するのほ，この海岸平野の中央に近い八

日市場の周辺である。これらの舟の織造は船底が平ら

で,舷側はわずかに25～40cm,長さ5～7m,幅50cm

内外ほどのもので，明らかに静かな水面に浮かび，遠浅

の沼での接岸に適した櫛造である。このほか，日本各地

の出土品を見ても，現在までには，古代の作と考えられ

るものには単独で外洋の航行に適したものはないようで

ある。しかしこの時代から大陸や南方からの渡来や漂着

があったはずで，これを材質から証拠づけるようなもの

が出土する可能性は十分にある。

なお古代の擢も20例ほど知られているが，イヌガヤ

が最も多く，このほかにカヤ，クヌギ，トネリコ（？)な

どがある。

木棺

をそいだ平らな面に径15cmほどの焼けこげた半球形

のくぼゑ（火臼）が整然とならび，未使用の部臓見当を

つけるため,の象で作った小さなくぼ承と，そこから側

面に火切杵（あるいは錐）との摩擦でできた焼けこげた

木屑を導くための溝が切ってある。用材はタブノキの若

枝であった。次いで発掘された第2例はスギの糸柾の小

割材の板目に火臼を切り，背面は削り落として丸木状に

しつらえてあった（同様の品が山木からも発見されてい

る)。これらに用いた相手の火切杵の方は登呂からば発

見されていないが，山木からは杵と思われるイヌガヤの

丸棒もあり，登呂には弓と考えられる木器もあり，現在

も伊勢神宮や大国魂神社などに伝わる，郷錐法によって

発火の操作を行なったものと考えられている。

ところで上記二社その他この発火法が伝えられている

，いくつかの神社も，古文献に見る記事も，少なくとも火

切板はヒノキとされているが，弥生式遺跡のものは別樹

種であったことは興味あることであった。

大国魂神社の火切板は幅15cm,長さ60～70cmもある

､ヒノキの厚板で’ところきらわず乱雑に火臼を切ってい

るが,伊勢神宮で現在でも毎日使っているのは5．5×27

．cmほどの厚板で，その両側に，列8個ずつの火臼を切

る。登呂式の火臼は南太平洋の原住民の間にもその例が

．あり，用材はいうまでもなく別の樹種である。わたくし

・は日本に導入された木材による発火法に，少なくとも2

系統があり’現在の伊勢神宮のやり方は，後世に両系統

が接触したものとも考えられるのである。
丸木弓

ことに述べている低湿遺跡からは，縄文と弥生とを問

わず弓が出る。いずれの場合も短弓で，多くは長さが

n.5mたらずのものである。用材はイヌガヤが圧倒的に

多く,その他の樹種としては，イヌマキ（叢呂．瓜郷)，
カヤ（奈良高殿)，イチイ（是川）などの針葉樹である

が，広葉樹ではわずかにクワ（唐古）が知られているに
．すぎない。

もとすえ

これら朧約3cm内外の枝条をとり，元末や腹を若干
fけずって弾力を整え，両端にくくりなどをこしらえた程

疫であるが’樺・桜など樹皮を巻いたものもある。

丸木弓の時代はさらに続いていることが，正倉院の御

物,古い毒社の宝物，古墳の副葬品で知られているが，

これらはむしろ長弓といった方がよい。わたくしの観察
した正倉院，山形漆山衛守塚古墳出土品も（いずれもケ

．ヤキ)'丸木といっても枝条ではなく，かなりの太い樹幹

･から割り木を作り，削って丸木状としたものであづた。
古今要覧稿の弓の部に大安寺や法隆寺の丸木弓につい
種，同様なことが述べてある。

ロ
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支に産するコウヨウザンの1例と，日本特産のコウヤマ

キの約10例を見いだしたのである。同博士のいってお

られるとおり，これは明からに〃棺材のためには莫大な

徴用も惜まない〃という当時の王侯・費族たちの思想の

反映であろう。この事実は，このような大型の木材であ

っても，特別な調背があれば輸出される朝鮮半島との公

的な,しかも大がかりな交流のあったこの時代になると，

これと逆にわが国に木製品のもたらされたものも少なく

なかったはずである。仏像・武器・その他装飾的なもの

には特に多いと思われ，材質の鑑定にも一段と困難を伴

うわけである。

時代ははるかに降って，古墳時代となると木棺の多数

の例が知られている。これらはいずれも巨木をえぐった

もので，製法において槽や丸木舟と通じるものがある。

用材にばスギ(静岡・大阪)，ヒノキ(茨城)，ケヤキ（山

形)，クスノキ（静岡）などの例もあるが，古墳の発掘

例が圧倒的に多い大和を中心とする近歳地方にはコウヤ

マキの例がきわめて多い。この樹種の現在の分布と，樹

径，通直な木理，すぐれた耐朽性など棺材としての適性

から承て当然の選定であったと考えられる。

コウヤマキの木棺については興味ある報告がある。故

尾中文彦博土（京都大学）は朝鮮楽浪の古墳から，中南

刀

･･､･･･････ご･･｡･･･燭･-.･･･‘,･･･….｡-､.…〆･-･劃.…･草･…｡．…鐸.参・.…････-..,’へ｡"･‘，,｡..･･…..･･.･含・鞍･-･‐･ざ･ﾏ､｡‐｡.……･･…､････'･‘,･･･参…'…"'･-…．｡-…･･得｡｡…････雪……-…へ･･－－崎｡｡…今…､｡.･崎.･･･ざ・等.島 ｛
》

。
、
＃
０
◆
届
ヴ
●
名
●
ｙ
Ｃ
９
●
●
迩
凸
ｖ
●
Ｄ
Ｃ
心
も
ｊ
ｐ
ｅ
Ｏ
■
＆
ｑ
ｑ
ｐ
頂
３
４
８
４

と，樹冠が次第に乱れはじめ成長が衰えてきます。土ミ

質は比較的選ばないのですが，塩分に弱いので,海岸I
F

に面した所はさけるべき樹木です。以上のような性質ミヂ
を考えるならば，この樹木を街路樹として使用する場ミ

ダ

合，この樹木の自然形に仕立てずに，思い切って，樹；
高を4~5mぐらいで切り落し,樹幹から芽を出させ《

て卵円形に仕立て枝折れ倒木防止につとめるべき樹木；
§

でしょう。 《

〔街路樹シリーズその24〕

トケナシニセアカシア

》このトケナシニセアカシアは，原木のニセアカシア
1

；を改良したものであり，いわゆるニセアカシァの変種

;です｡この襲うに長､､名諭が付けられてからの歴史ば
；比較的浅い｡このトケナシニセアカシアの原木である
ケ

》ニセアカシアは北アメリカを原産とし世界の各地で，
：

；おもに街路樹として植栽されている樹木ですが，日本

《のように，道路敷の歩道の上に架空線(電話線その他）
；のある所では,街路樹として植栽する場合剪定の容
；易にできる樹木であることが条件になるのと，飼料と
；

；して用いやすいために'とげのないﾆｾｱｶｼｱを作
；り出したものである。

：これに2品種あって,枝が細く分岐してかさ状の樹
：冠を作る｢英国トケナシニセアカシア」と,樹形は原
I種と大差なくてトケを欠く「青島トケナシニセアカシ

；ア」とがそれで表したがって，このトケナシニセア
；カシアを改めて知るには，原木であるニセアカシアに

；ついて,幾分知る必要があり,この樹木の特性を基に
）してトケナシニセアカシアの植栽すべき適地や，維持
；

；管理方法など,考えるべきと思います｡このニセアカ
：シアは豆科であり，昆虫の蜜源植物で,別名ハリエン
：ジュともいわれており，別名の名前のごとくエンジユ
』

；の木に大変よく似ています｡この樹木の特性は,浅根
：性で強風に弱く，枝が付け根から折れやすいことと，

：よく鉄砲虫に犯される木であり,成長が早く早熟,早
く老性で，あまり大きな樹木を見ることができません。
；普通この樹木は幹回り1.8~2.5xnぐらいになります
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･落合和夫（東京都・道路工事部） 》
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は明治の末に「大和説」をとる京大の内藤湖南と「九州

説」をとる東大の白鳥庫吉との間ではげしく議論され，

その後も両説の支持者によって論争が続いている。般近

では一般研究家もこれに加わり，宮崎'6)の「まぼろしの

邪馬台国」原田g>の「邪馬台国論争」などの著掻が出版

され，「水行陸行｣'5>など小説にまで取り入れられてい

る。このように邪馬台国の位隠が論議されるのは，単な

る地理上の問題だけでなく両者のいずれをとるかによっ

て日本国家の成立について大きな相違ができてくるから

である。いま「九州説」をとると「2世紀末の統一国家

としての邪馬台国は九州だけのことで，九州の一小国家

に過ぎず，日本全土は統一されてはいなかった」という

ことになり，「大和説」をとると「この時代には邪馬台

国によって日本の中部・西部は統一され，卑弥呼を中心、

とする大和脚廷が出現していた」こととなる。
さてこのような「邪馬台国論争」を背銀にして本題で

あるその楠生と自然について考えてみよう。

まず「倭人伝」の中からこれに関係する部分を和田の

釈注3Dから拾って象る。

「倭の地は温暖，冬夏生菜を食す。．．…･其の木には
ぽう(む）くす＊き袋う

舞遠･蹴懲臘授･徽蹴蝋騨り。
き上うしょうじょうか

其竹には篠・篝・桃支・塾・橘・椒・璽荷有るも
やだけかつらだけしようがさんし襲う染ようが

以って滋味と為すを知らず」

器那珂博士の説に従えば投を披の誤りとし，すぎ

（杉）とする。

と記戦されている。これらの樹木が構成する森林群落ほ

どのようなものであったろうか？この樹種を示す小数

の漢字からこれを現在の樹種に引きあてること，そのう

えこれらの樹種から成り立っている森林群落を推察する

ことはきわめてむずかしく，大胆な解釈と想像が必要で

ある。そしてこれには常に疑問と議論がつきまとう。こ

こで描かれる「邪馬台国の植生」もわたくしの頭の中に

描かれた「邪馬台国のまぼろしの植生」であるかも知れ

ない。

この「倭人伝」の植生の記述の解釈にあたってば次に

あげるような2，3の前提を用意しなければならない。

その一つはこれらの漢字は倭国の自然植生を記戦したも

ので，倭国の樹木に類似した当時の中国の樹種名を当て

たものである。また文中｢難･橘･椒・或荷有るも，以て滋

や蓄

邪馬
沙
ム
ロ

こぐのしよくせい

国植生考
Ｑ
』

1

昇課苅住

‐
わ

弥生後期の･3世紀ごろの日本(当時倭といわれていた）
ぎしわじんでん

の様子を比較的詳しく記述したものに「碗志倭人伝」が

ある（以下倭人伝という)。倭国については，それ以前
かんじよちりし

にも1世紀ごろ後漢の避固が著わした「漢書地理志」
せんかいきよう

や「山海経」などがあり，そののちにおいても5世紀
はんようしばひ巽う

ごろに宋の萢嘩と晋の司馬彪によって書かれた溺鍵
とういでん

東夷伝」などがあるが，この時代の日本の社会・政治・

経済・風俗習慣・自然などを詳細に書いたものとして

は，この書をおいてほかにない。これは日本歴史の最古

の記録である｡s〕6)31〉
しんちんじゆえら

「倭人伝」は3世紀は晋の陳寿（232～297）が撰んだ

｢三国志｣の中の｢難｣の巻30｢東夷伝｣の｢倭人
とういでんわじんの

胆ようぎよけんぎりやく
条」をいうもので，その大部分は魏の魚秦の「魏略」に

ぎ

よっている。魚秦の生卒年代は明らかではないが，魏・
ごしょくは

呉・蜀の3国が互いに覇を競っていた三国時代（220～

280）の人であるので，陳寿とほぼ同年代の人であろう

といわれている。この点，「倭人伝」はその時の人がそ

の時代の日本の様子を書いたものとして貴重な史料であ

る。この詳しい記録は魏から日本に派遣された役人の実
らくよう‘

地の見聞と報告および日本から蕊の都洛陽へ行った使節

から聞いたことがらを資料としたものと思われる。「倭

人伝」にば当時の日本の分立していた国盈，またこれ
ひ承こやま

らを統一していた「卑弥呼」という女王が治める「邪馬
たいこぐ

台国」についての記述がある。これによれば邪馬台国は

原始的国家形態をなすもので，魏との間にも交渉があっ

たことがしるされている。しかし，その位置の記述につ

いてはきわめてあいまいで,江戸時代以来多くの疑問が

なげかけられ，邪馬台国を北九州だとする「九州説」と
やまと

近畿地方の大和だとする「大和説」の二説にわかれて学

者やその他一般の研究家によって議論がたたかわされ

た5これがいわゆる椰馬台国論争」である。学間的に

エ

ワーテー

日

しかのしま

注カットは天明4年北九州の志賀島から出土した金
かんのわのなのこくおう

印「漢委奴国王」とある

＊林業試験場造林部植生研究室
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､

、

味と為すを知らま」とあるところからすれば，これらの

種類は以前から食用として移入栽培されていたものでは

ない｡これらの樹種は,その地域の優占種であって目立つ

もの，人間の利用に供される生活に結びついたものであ

る。人間がたくさん住んで交通が便利である平坦地ない

しは里山の植物で，海抜高が著しく違って森林帯が異な

るような地域の樹種を併記したものではない。同一環境

区内にあるものである。観察者または記戦者は一般の役
じが

人で特に植物に詳しい人ではなかった。これは｢爾雅｣35）
せつもん

｢説交｣24)などを見ると100種類以上の樹種名があり,｢倭

人伝」の時代にはこれらの種名が用いられていた。また

邪馬台国にも数100種類の樹種があったろうと考えると

この記載は簡単にすぎる。ではこれらのことを前おきと

して植生を組承立てている樹種名を考証してみよう。
だんなん

まず「格」である。これは穂・楠と同じ議朱で楠の古

い字である。これを諸橋'7〕はクスノキ，和田31〕・原田2＞

はクス，藤間4)は山楠（ヤマグス）と注釈している。そ

のあとにでてくる豫樟を和田ら2)31〕はクスノキとしてい

る。この記載からすると，いずれもクスノキ(Cinna-

momumCamphera)ということになる。ただ藤間がい

うヤマグスとはなんであるか明らかでないが，クスノキ

だと解釈すれば上述のようになりイヌグスだと考えれば

タブノキ(MachilusThunbeIgii)となる。ここで梧も豫

樟もクスノキだとすると数語の記載の中に同一種を別な

言葉で書いたこととなる。招と豫樟を対象すると相には

クスノキのほかにユズリハ・タブノキ・ウメ・タマグス

などがあてられているが，豫樟はクスノキの一種しかあ

てられていない。「爾雅の葎木」などを見ても豫樟が現

在のクスノキであることは確からしい。牧野”も植物の

漢名と和名との対照において，樟はクスノキであり，楠

をクスノキとするのは誤用で，楠の真品は日本に産しな

いといっている。また中国の樹木分類学者である陳咲'〉

が古典など各種の文献中の樹木名を検討して樟をクスノ

キに用いているなどからすると，豫樟はクスノキと解釈
なん

できる。では格（楠）はなんの木であるか？疑問が残
ぱい

る。「澤木jに「栴ハ梅ナリ」とあり，「説文」では栴
せきべん

を荊州では梅，楊州では梠，益州では赤権といい豫樟に

似た大木で，山に良材がある。樹皮と葉は豫樟に似るが

牛の耳のようで，先が尖っ江，材は赤く，葉は3～4葉
わかんさんさい

集まってつくといっている。同様な記述は「和漢三才
ずえ

図会｣32)｢大和本草｣"〕にも承られ，樟と楠とは一類二物

であるといっている。また上癖，>はクスノキの総説でク
しんのうぼんざうけい

スノキ類を豫樟といい，楠は「神農本草経｣26〕にナン

タプとしている。また楠は何の種だか不明であるがクス

ノキではないといっている。陳'>は楠をタブノキ属にあ

て，タブノキを紅楠とよんでいる。これは材が赤味を帯

びるからであって，「説文｣･の記戦はほぼタブノキにあ

てはまる。牧野'3)がいうように楠は日本に存在しない樹

木かもしれないが，以上のような記述をたどっていくと

「倭人伝」の中で相といった樹種はタブノキではないか

と考えられる。また楠は中国の温暖な南の地域に広く分

布すると記されているが，これはタプノキの分布とも一

致する。

タブノキは照葉樹林帯の中でも温暖で温度較差の少な

い海に近い低地で優占する常緑の高木でクスノキなどと

ともに樹高は数10mに達し，その樹冠はパラソル型に

広くひろがってクスノキとともに照葉樹林帯下部の典型

的な森林の相観を示すものである。紀元3世紀前後に倭

国に渡ってきた魏の使者が船の上から最初に承たものは

タプノキやクスノキがおい茂った照葉樹林におおわれた

陸地であったにちがいない。
ちよ

さて次は「杼」で各釈注者はトチとしている。本多3）

はトチノキ・クヌギとしているが，トチノキとクヌギで

は生態学的にまったく立地を異にするもので，これをト
く

チと断定するには2，3の問題がある。「羅木」には｢栩
ちよちよくさくれき

ハ杼ナリ」とあり，「説文」でも杼・栩・柞・櫟を薪炭
かしきようさいみんようじつ

用樹種としてあげ，後魏の賀思弼の「斎民要術」には

柞と栩と杼を同じ仲間だとしている。また「爾雅注」で

は将は柞樹であり，義疏でも杼は柞探であるとしるして

ある。諸橋”は将を「つるぱ承」で，どんぐりのき，栩

は「くぬぎ｣，柞は「ははそ｣，櫟は「くぬぎ」だとして

いる。このような言葉の使い方からすると，トチノキと

クヌギ・ナラ類とは樹木の形状・分布などが著しく異な

るので，杼はトチノキ属(AesculuS属）のものではなく

てコナラ属(Quercus属）の樹種だろうと考えられる。

これを「つるぱ難」で「どんぐりの木」だとするとクヌ

ギと考えられるが，網の場合と同じように，その数語下
れき

にクヌギとはっきりわかっている「榧」という言葉があ

ることからすると，将は榧以外のどんぐり類となる。陳

の図鑑L)には瀞という言葉はないが，これを柞だとする
さくじゆ

と柞樹とはモンゴリナラ(Quercusmongolica),柞子

柴とはQ.fabriでいずれもナラ類である。分布ばモン

ゴリナラが黄河流域から蒙古にわたる寒冷地域であり，

Q.fabriが江蘇･漸江から広東・福建におよぶもので

あることからす潟と，この柞はQ.fabriに近縁のもの

で，わが国ではコナラ(Q.serrata)にあたるものであ

ろう。Q.fabriはわが国には分布しない。さきに述べ

たようにトチノキ(Aesculusturbinata)は照葉樹林帯

上部からブナ帯にかけてかなり深い山に分布するもの

で，タブやクスノキとは分布の領域を異にする。ちな象

､
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震;?欝簾潔罵謡篭製窺
れたと思われる。一方コナラは照葉樹林帯の二汰植生と

して広く分布し，その頻度も高いので目立つ樹種であ

‘り，「説文」などの記載か･らしても材は薪炭材として古

’くから利用されていたことがわかる。
ぽう(む）

「棟」,釈注”にはぼけとある。「顛雅注｣では鮴をぽ
もけ

け，木瓜としている。普通,ぼけには｢獄｣の字があてら

れているが,棟と鮴とは同義語で,棟は陳の木瓜(Chae-

enomelessinensis)である。和名でボケといわれるも

のはC.lagenariaで中国では貼梗海裳とよばれるもの

である。この2種は中国原産で，当時これらの種類が移

入されていなかったとすれば，榛にあたる日本の野生植

物はクサポケ(C・japonica)であったろうと推察され
,るoボケは享保年間に中国から渡来したといわれてい

る。「蕊注｣7>に木瓜としてでているが，これがボケであ

るかクサポケであるか不明でああ。これらのことからす

ると紀元2～3世紀にわが国で見られた棟は在来のクサ

ボケと考えた方がよいように思われる。クサポケは暖・

温帯の明るい林床や原野および田畑の畦などに広く分布

し，早春，葉に先だって赤い花を開き，人目につきやす

･く，また実は食べられるなどのため低減木ではあるが

「倭人伝」に記載されたものであろう。
れき

「擁｣｢新撰字罰蕊〕に磯擬は同じであり，「義
くぬぎ

注｣7》には擁（歴木）は久奴岐であるとしている。「稗

木｣35>「説文｣24>には櫟とあって確という字は見当たらな
、れきぽく

'い。牧野'8)ほ雁木はクヌギの古い字であり，これに櫟・

雑（つるぱゑ）をあてている。陳はクヌギ(Quercus

;acutissima)を麻櫟，アベマキを栓皮櫟，ナラガシワを

棚櫟，さきに述べたQuercusfabriを白櫟あるいは瀝

柴としている。これからすると擁・櫟はコナラ属の総称

･で特定の種類を指すものではなさそうであるが，クヌギ

､としても大きな誤りではない。榧の中にはアペマキなど

も賎として含まれたであろう。クヌギ・アベマキ類はコ

ーナラなどとともに暖帯林の二次林ないしは林縁や尾根筋

･などの陽光地に生育するもので，その堅果は食用に供さ

_れた。上山80)は静岡の登呂遺跡や岡山の津島迩跡からド

ングリ・シイの実などがたくさんでてきたことから弥生

時代においても，これらの堅果が食料とされていたと述

一､<，ドングリが日本人の食料の歴史の上で果たした役割
かとう

〃ま大きいとしている。「倭人伝」には人冷は「禾稲を植

え」としるしているように水稲栽培によって主食を得て

恥､たろうが，一方ではドングリやシイの実なども利用さ

れていたことは十分に考えられる。

「投」前記の「倭人伝」の釈注にあるように那珂はこ
ひ

れを披の字の誤りで，杉だとしている。諸橋L力によると
とう

投に似た樹木名に役という字があるが，これは何の種類

であるかわからない｡い§掴の説に従ってこれを彼だ
とする。「稗木」には「被ハ蛾ナリ」としている。また
さんさん

鮎は杉と同じであるとしている。和田の注”にはスギと

ある。牧野によるとスギ(Cryptomeriajaponica)は日

本の特産であるとしているが，陳』)はこれを柳杉として

江南各省亀漸江沿海一帯に分布し,天然林があるとしてい
さんぽく

る。次に杉木と呼ばれるものにコウヨウザン(Cunning-

hamialanceolata)がある。いま彼をスギと解釈すれば

柳杉または杉木ということになるが，当時の倭国にはコ

ウヨウザンは自生していなかったことからすると，この

枝はスギ(CryptomeriajaponiCa)と考えられる。くだ

って日本書紀'9)にはこの字をマキと読ませ，これはコウ

ヤマキ(Sciadopitysverticillata)だとしている20)。そ

のほが披にはシナノキ・カヤなどの意味もある。陳Dに

よれば彼は榧樹・一名野杉(Torreyagrandis)だとし

ている。これは日本のカヤ(T.nucifera)の近縁の種

類である。わたくしは｢倭人伝｣の披を陳がいう榧樹で，

日本のカヤにあてたものだ.と考えたい。陳がしるして

いるように杉はスギ属のものを，波はカヤ属にあてられ
さんさんさん

たものと思う。偏鐸木」に彼は鮎，炎占は杉であるといっ

た言葉はあるが，当時の樹木の種名が100～200であり，

現在1,000種以上あることから考えると当時の分類は未

熟であって一つの種名の中に多くの類似した樹木が含ま

れたことは十分に考えられる。r披ﾊ鮎ナリ」といった

言葉は必ずしも種と種との対応でなくて属と属，属と種

の対応であることも考えられる。人j々はカヤ属とスギ属

の樹木を同じ針葉樹という範鴫で理解していたかも知れ

ないし，カヤ属の中にスギを含めて考えていたかも知れ

ない。

枝をカヤだと考えるもう一つの理由がある。スギは低

地にも成立するが，天然には照葉樹林帯上部に群落を作

るもので，タブやクスなどと同一環境条件では現われに

くいものである。またコウヤマキについても同様なこと

がいえる。カヤは照葉樹林帯に属する針葉樹で材は木理

が細かくて細工が容易でよく水湿条件に耐え，船材や棺

材によく，そのうえ実は食用になる有用な樹種であり，

高地に生育しているスギやコウヤマキよりも手近かに生

育しているカヤを倭人が珍重したことは十分に考えられ

る。

溺釈注にはかしとしている",｡一般にかしとはコ
ナラ属のうちの常緑の樹種（アカガシ｡シラカシ･ツ鍵パ
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写真1クスノキ・タブ・イチイガシ・コジイ
などを主とした南九州の照葉樹林

一
・
〆
》

ネガシ・イチイガシなど）の総称である。この橿がそれ

らの特定の種類をいうものか，総称であるか明らかでは

ない｡カシ類の中国名にi認澪.繕.鶴どの字が用
いられるが，これらの関係は明らかではない。たとえば

半常緑のQuercusspathulataを青橿!,Q・brcniiを橿
子徴アラカシを脊剛櫟，シラカシを青拷あるいは麺祷

としている。極と同様に相も櫟も擢も必ずしも特定の種

を示すものではなくて，属液いしは類似のグループを指

すものかも知れないが栂に種名を与えるとすればタブ・

クスノキなどとともに照薬樹林を特徴づける重要なメン

バーであるイチイガシと考えたい。

「灘｣｢史記.封禅書｣‘"に鋤の木は強靱であって
たわ

弓に用い，烏が枝に止まって飛ぼうとしても枝が焼んで
ごうこ

飛べず号呼するためにこの名があるとある。陳によれば

桑柘臓柘桑で職2戦い‘,､ﾘグﾜ(Cudraniatri-
cuspidata)で日本で柘といわれるものである。これは

ハリグワ属のもので一般にいわれているクワ属ではな

い。トウグワ・ヤマグワなどはクワ属である。「倭人伝」

に競鬘瀦塙などという言葉があるところからす
ると養蚕用の桑と弓に使う腱は区別して,柘を烏號と

そう

したのであろう。両属とも同じクワ科に属し，ハリグワ

写真2写真1の照葉樹林の林内

用される。近畿以西の暖帯林に一般に分布する暖地性のゞ
樹種である。

｢艫r釈注に臓嚇ろらとある"，｡牧野蝿》ばｶﾂﾗの‘
お め

古名はオカヅラで男カヅラはヤプニッケイの女カヅラに

対するものであるといっている。しかし「蕊注｣7)には
メカツラオカツラ

桂を女加都良,.楓を乎加豆良としている。「本草綱目｣23封
かんきょう

に楓香樹とは南方率よび関映にはなはだ多く,.葉に香
あり，実は毬で桑刺があると「集解」の説明をあげてお
り,､これを牧畷はフウ(Liquidamberformosana)だと

している。陳1)も楓香樹とはフウで同属のL.orientaliS
ふう‘こうし

戸曹
竺創

の葉も養蚕に利用でき，クワの代用になるところから桑からの樹脂は香料を取るとし，これを楓香脂とよんでい
柘・柘桑の言葉が用いられたものと思われる。ハリグワるqこれらの記述からすると楓番はカツラやカエデでば
は朝鮮・中国に分布し，日本に自生しないところからすなくて,,壹写サク科のフウ属のフウを示すものである。
ると烏號とはハリグワに最も近縁の同属で日本に自生すこの樹もわが国に自生しないところから葉や木の形が似
るカカツガユ(Cudraniacochinchinensis)ではなかつているカニデ属の樹種に楓香の字をあてたものである．
たかと推察する。烏餓をヤマグヮ(Morusbombycis) う9じょう
だとも零…るが,雪購'ﾜが一般に利用されて桑と『篠｣譜締"朧｢張衡爾綱｣“鰯･幾歳鑿
いう字があてられていたところからすると，烏號は柘にありという句があり，いずれも小竹で鰐は矢榔菰腫

あてられたものであろう。ちな象にカカツガユは中国で笛,,錘憾鞭を作るに適した竹であるとしている。牧野ば
は香港柘樹の名があり，材質が級密･強靭で杖などに利篠は叢生する細竹の総称であるとしている。メダケ属

一一浬,-＝一
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子が似ているシュロ(Trachycarpus

Fortunei)ではなかったかと思われ

る。シュロは九州地方の原産で照葉

樹林帯下部の暖地に自生する。
きよう

「譲」ショウカ(Zingiberffci-

nale)である。牧野13>肱ショウガは

熱帯アジアの原産で古くから栽培さ

れ2,600年以前に波来したとしてい

るが，さきにも述べたように「倭人

伝」に滋味と為すを知らずと記して

いるところを承ると食用として栽培

せず，自生していたものではないだ

ろうか。
きつ

「橘」牧野'8）は橘にクネンポ

(Citrusnobilis)をあて，陳I)はこれ

に柑，橘にC.deliciosaをあてて

いる。C.deliciosaはわが国のキシ

ュウミカンとよばれるもので，柑は

広東・福建・湘江などの南中国に栽

培されて寒さに弱く，橘ば耐寒性が

あって広く中国一帯に分布する。魏

の使者が橘だとしたのはこのキシュ

ウミカン(C.deliciosa)にあてた

ものだろうが，その分布は中国で，

わが国では自生しないことから考え

ﾐどの暖地に自生するタチバナ(C.

《第1図暖かさ②指畿)と三毛作地帯31）

注)斜線は三毫作地壊暖かさの指数とは月平均気温5度以上の
、の妙年積算値である。

I(Amnai"ria)、ササ属.(Sasa)の種類が篠の大部分でると，九ツI(Amnai"ria)、ササ属.(Sasa)の種類が篠の大部分でると，九州・四国などの暖地に自生するタチバナ(c.
0●

.あろうbしのと霧むがこれらの属の特定の種を指すものTachibana)にあてたものであろう。
しようさんしょう

．ではない。 「椒」「爾雅」には椒は山椒とある。脈)も山椒なる
ぜんかん

紬|睡篇｣蝿,に箭篤とあり,矢柄を作る小竹とあ漢名を用いている｡和名ｻﾝｼ蔓ウ(Zantho蕊ylumpi-
,る。前記ゐ篠の中で稗が通直・強靭で矢柄を作るに適しperium)で中国・朝鮮・日本の暖帯林に広く分布する。

じようか

；た細い竹をいうのであろう。日本のヤダケ(Sasajapo- 畷荷｣ミョウガ(ZingiberMioga)で中国から日本に

Inica)などは際に入るものであろう。かけて広く分布し，暖帯照葉樹林のやや湿った林床に自
とうしとうちく

「桃支」釈注にはかづらたけ31)，藤竹鋤などとあるが生する。牧野'8)もミョウガに護荷の漢字をあてている。

燕にをさすものか明瞭でない。諸橋'7)は桃支は桃枝竹で以上「倭人伝」の植物名を考察してきたが，これをと
むしろ

波が赤くて編んで席を作る竹として「葎草｣8”の説明をおしてわたくしなりに注をつけると

あげている。また広州記には広州に桃枝竹ありとある。「その木にはタブノキ・コナラ・クスノキ・クサポケ・

恥ろいろ調べたが，タケ類の中にはこれに相当するものクヌギ・カヤノキ・カシ類・カカツガユ・カエデ類があ

が見当たらない。ただ「古今要覧稿｣'0)に桃枝竹は桃竹．り，竹にはササ類・矢に用いるササ類・シュロがある。

陶竹.桃絲竹でシュロチクだとある。シニ厚チク(Rhapisシ雲ウガ・タチバ‘ナ・サンショウ・ミョウガが有るがそ

humilis)の葉柄の基部は赤色の粗繊維質で皮状を呈し，れらがおいしいたべものであることを知らない｣と齢る。

これを編んで席を作ることは可能である。陳心はこれを次にこれらの植物が構成する森林植生を想像して承よ

鰯としており,桃支なる言葉はない｡ｼﾆﾛﾁｸのわう｡これらの種はいずれもわが国の南部に発達す為暖帯
が国への渡来は江戸時代だといわれており，この時代に照葉樹林植生に属するもので,上木はうっそうとした夕

眉生していたとは考えられないことからすると，桃支とブ・クス・カシ類（ここにはシイノキの記戦がないがこ

記戦したのは葉の形態や赤豊､繊維質の葉柄部分の様れはカシ類の中に含んだとも考えられる）などの照葉樹
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る。いまのような野菜の貯蔵設術や耐寒性品種などが存

在しなかった邪馬台国時代において冬季に生の野菜が食

べられるのほ，ここにも譜いているように相当に温暖な

地域であったろう。いま野菜類の進歩した栽培技術のウ

ェイトを割り引いて冬期野菜が栽培できる地域を推察す

ると，これは三毛作地域21)に相当し，その範囲はさきに

述べた暖帯照葉樹林帯の下部で温度指数120以上の地域

にあたる。前述の樹種の記載から推定した自然条件とこ

のような記述がほぼ一致するのは，観察者がかなり正し

く自然を捕えていることの証明である。

話は少し飛躍するが，前述のような森林植生やこのよ

うな畑地の植生からしても邪馬台国は気候が温暖で冬季

降霜が少ない地域で，さきにも述べたように位置的には

九州地方であったろうと推察される。

「倭人伝」に描かれた植生は現在では神社の境内とか，

開発が遅れた奥地でしかみられない照葉樹林である。

「倭人伝」の記述をとおして，きわめて興味があるの

はマツについての記述がないことである。現在では照葉

樹林のほとんどの地域が，その二次植生であるマツ林に
しる

お翻香われている。「倭人伝」を記した魏の使者が現在の

植生を見たら樹種の記戦の冒頭にまずマツをあげたに違

いない。

邪馬台国から現在にいたるこのような植生の変化は日

本人の社会の発展とこれに伴う自然の破壊を示すもので

ある。現在では公害によってますます自然が破壊され

て，マツさえも生育しないところが増えている。そして

必要以_ピに自然が破壊されつくされようとしている。こ

のように機械文明のプルトーザによゑて押しつぶされた
●｡●●

自然の中で人はあるときふと邪馬台国の自然をとりかえ

したいと思うかもしれない。

ひ
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1．序章

森林植物の調査・採集を目的に，日本中のあちこちを

歩きつづけてきたわたくしであるが，万葉の風土に足を

踏象入れたことはあまりない。やはり，早くから文化の

開けたような所は敬遠して，人のにおいの少ない奥山へ

奥山へと，珍しい植物を探し求めて，分け入ってばかり

いるからかも知れない。

万葉の故地といえば，なんといっても大和が一番であ

る。しかし，大和といっても奈良・飛鳥・吉野地方など

が大部分で，わたくしが何度か訪ねたことのある吉野川

上流の大台ケ原山や，熊野川の支流の北山川などはまっ

たく姿を見せない。吉野へは学生時代に2回行ったこと

はあるが，いずれも修学旅行のあわただしい訪れであっ

たから，万葉の昔を偲ぶ余裕がなかった。というより

も，当時，次のような万蕊の秀歌室わた式しが知ってい

たのやら，心もとないことである。

きさや輩重こぬれ

ゑ吉野の象山の際の木末には

ここだもさわぐ鳥の声かも（山部赤人）
きさ

昔見し象の小川を今見れぱ
さや

いよよ清けくなりにけるかも（大伴旅人）
なっ熟

吉野なる夏実の川の川淀に

鴨ぞ鳴くなる山かげにして（湯原王）

おそらく，小学校の歴史の時間に一生懸命に覚えた

「歌書よりも軍書に悲し吉野山」を胸に，蔵王堂あたり

を俳個したことだろう。あれは中学4年の時だった。吉

野山の宿で谷音が耳に付いて，なかなか寝つかれなかっ

たことを不思議におぼえているし，次の朝早く床を飛び

出して，朝食前に奥の千本から西行庵へ友と2人で往復

したのは，軍書の吉野山に対するそこはかとなき反骨精

神の現われであったろうか｡

大学2年の時は吉野林業見学であったが，今，地図を

開いてゑても，どこをどう歩いたのか記憶が確かではな

い。3月下旬の吉野川沿↓､に，フサザクラの紅花やダン

倉 田悟
〔東京大学・教授〕

コウバイの黄花が真盛りだった｡一晩目は上市に泊まり，

二晩目の宿は吉野山だった。この中一日は旅の荷を肩

に，山道をだいぶ歩かされ,ふうふう，ぶつぶつと一同，

吉野山にたどり着いた。途中，クロソヨゴを採菜したこ

とが，これまた不思趣熱､出される｡この山道は,あ
るいはひょっとして，象山の東を流れる喜佐谷の道では

おほとものたびと

なかったろうか。大伴旅人の心を深くとらえた象の小
だざいのそち

川の北流する谷である。旅人が大宰師となって筑紫へ

行ったのはもう60歳を過ぎていた。

ひさいめ

わが行きは久にはあらじ夢のわだ

瀬にはならずて淵にあらぬかも（大伴旅人）

「筑紫滞在は長いことではなかろう，夢のわだよ，浅

瀬にならず，淵のままでいてくれ」と，切ない郷愁を訴

えられた「夢のわだ」も，象の小川が吉野川へ落ちこん

だ深淵なのだ。

いのち

わが命も常にあらぬか昔見し

象の小川を行きて見むため（大伴旅人）

かく，思慕の情の沸いてやまなかった吉野を，筑紫か

ら大和に2，3年後に帰って来た旅人は，ふたたび訪れ

ることができたのだろうか。大和へ帰って1年も経たぬ

うちに，この大歌人は67歳でこの世を去っている"のだ。

わたくしはいつもこれらの歌を口ずさむごとに，一度

ゆっくりと，すべてのわずらわしさから離れ，象の小川

の植物を訪ねて見たいと思うのだ。万葉人も眼にしたに

違いない喜佐谷の植物を手にしたいと念うのだが。
ひやまひぱら

2，桧山・桧原

万葉時代には，盛んに宮殿や寺院が建てられたが，そ

の用材はヒノキがおもなものであった。したがって，都

に近い大和平野周辺の山地の桧林は大いに伐採利用され

るとともに,植林もされたことだろうし,とにかく大切に
すさのおの熟こと

されていた。「神代紀上」に素菱鳴尊が身体の各部分

から種々の樹を生ぜしめる話があり，抜き散らした胸毛

－21－
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三輪山に参詣する人は桧の小枝を折って，頭に挿したの

だろう。・

た

往く川の過ぎにし人の手折らねば

うらぶれ立てり三輪の桧原は

（人麻呂歌集）

流れ過ぎるように死んでしまった人との思い出に満ちた

桧林のつづいていたこの山の辺の道も，現今ではむしろ

赤松林となっている。やはり，桧の伐出で山が荒れたの

だろう。

ばつせあをはたおさか

隠口の泊瀬の山青幡の忍坂の山は
はしりでいでたちくは

走出の宜しき山の出立の妙しき山ぞ
あたら

惜しき山の荒れまく惜しも

初瀬の谷の南の入口に青左と木を茂らせて，青旗のな

びくようにこんもりと尾を引く美しい忍坂山。「この緑

に包まれた忍坂山が荒れてゆくのは惜しいなあ」と，す

でに万葉にも詠まれている。

藤原宮造営のため，近江の田上山から桧を切り出し，

宇治川から淀川を経て，さらに木津川をさか上る水路を

運搬したことも，藤原の宮の役に立つ民の作る歌に見え

ている。

かむすぎ

3．神杉，その他の針葉樹

スギは万葉には，須疑・須岐之木・椙・杉などとして

11首に現われる。

え

古の人の植えけむ杉が枝に

霞棚引く春は来ぬらし．（人麻呂歌集）

この歌は社の境内の老杉よりも，植栽された杉山の春

景色であろう。ヒノキとともにスギは真木の代表であ

り，古くから植林されたのであろう。

いそのか熟ふるかむ

石上布留の神杉神さびし

恋をもわれは更にするかも（人麻呂歌集）

今の天理市石上神宮の神域の老杉は，万葉人の間に鳴

り響いていたのだろう。「その老杉のように年老いてか

らの恋を今さらにするとは」と自潮し，また，

むら

石上布留の山なる杉群の

思ひ過ぐべき君にあらなくに（丹生王）

「石上の布留の杉群のスギという言葉のように，わた

くしの思う心が過ぎ去って行くような君ではないのに」

と詠われている。

うささけはふり

味酒を三輪の祝がいはふ杉

染ず熟やつく

から桧は生じ，「瑞の宮を為るの材とすべし」とある。

伐採されたヒノキ材は，時には筏を組んで流送され，製

材され，建築に供されていた。

ひまきにふ

斐太人の真木流すとふ丹生の川
こと

言は通へど船ぞ通はい
こ

斧取’て丹生の桧山の木折り来て
主かぢぬ

筏に作り真揖貫き云凌

かにかくに物は思はず斐太人の

打つ墨縄のただ一道に

童きばしら

真木柱作る杣人いささめに

仮躍の為と作りけめやも
まき

真木は杉や桧など，すぐれた木材となる樹を指したも

ので，おもに桧と考えられている。ただし，前述の素釜
誉き

鳴尊の身体からは，杉が蒙溝から，披は尻毛から生じて
まき

おり，この披はイヌマキを指すのだろう｡、

丹生の桧山とは吉野の丹生川上流の桧の山のことで，

丹生の川は五条市で吉野川に注ぐ丹生川と考えられ，そ

の上流には今でも良材を産するが，また，川上村の丹生

川上_と託方面とも，東吉野村の丹生川上中社方面とも言

われる。
ひ

万葉集では9首に詠まれている桧であるが，その中の
こもりくはつせまきむく

6首は隠口の初瀬から三輪・巻向地方といった，大和平

野の東方の浅山の桧原を詠ったもので，この地方に立派

な桧林があったことを示している。

、

丘
七

2

1
一
二
一

1

、

承もろっ

御室齋く三輪山見れば隠口の
初瀬の桧原おもほゆるかも

「神を祭ってある三輪山の桧原を見ると，谷深く同様に

茂っている初瀬の桧原を思い出す」というのである。

●

鼻
》

鳴る神の音の承聞きし巻向の

桧原の山を今日見つるかも（人麻呂歌集）

巻向の桧原は雷鳴のように有名であった。

且

巻向の桧原に立てる春霞
おほこ

欝にし思はばなづみ来めやも(人麻呂歌集）
「巻向の桧原にかかっている春霞のように，うっすらと

思っているく,らいなら，歩きにくい道を疲労をいとわ

ず，来はしないのだ」と，万葉人に親しまれ，

ごと

いにしへにありけむ人もわが如か

三輪の桧原にかざし折りけむ(人麻呂歌集）一
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手触れし罪か君に逢ひがたき
たにはのおほめおとめ

（丹波大女娘子）

「味酒を」は枕詞。「三輪の大神神社の神官がいつき

まつる老杉に，手を触れた罪であろうか，君に逢うこと

のむずかしいのは」となげいているのだが，神杉に対す

る畏敬の中にも，譜誰が感じられる。

熟ぬさはふりいっ

御幣帛取り神の祝が鎮斎く杉原
こほとほと

薪伐り殆しくに手斧取らえぬ

「神杉原を薪に切り，もうすこしのところで見つか

‘り，手斧を取りあげられた」というのだから，神杉の盗

伐にしては軽い剛である。

万葉には針葉樹として，スギ・ヒノキのほか，おみの

､き（モミ)，かへ（カヤ)，このてがしは（コノテガシ

･ワ)，つがのき（ツガ)，まつ（マツ類)，むろのき（ネ

・ズ）などが見える。コノテガシワは中国大陸原産の樹種

であるから，万葉時代に日本に見られたかどうか，疑問
が提出されているが，

このてがしはふたおも

奈良山の児手柏の両面に
ねぢけひと

かにもかくにも俵人の友
せなのぎやうもにのまへつぎ承

（消奈行文大夫）

,と詠われた児手柏は，まさにコノテガシワにぴったりで

ある。おそらく，当時すでに中国から導入植栽されてい

たのだろう。しかし，

ぬほほ

千葉の野の児手柏の含まれど
かな

あやに愛しみ置きて我が来ぬ（防人の歌）

‘の児手柏はカシワかコナラであろう。カシワやコナラの

若葉は，見るほどに本当にかわいらしいものだ。

松の歌としては,鐙郷駕鰈無視された平群女郎
へく・りのいらつめ

が，自身を目立たぬ松の花にたとえた，

松の花花数にしも我背子が

思へらなくにもとな咲きつつ(平群女郎）

が植物学的には注目されるが，なんといっても，

いわしろえ

磐代の浜松が枝を引き結び
まさき

真幸くあらぱ亦かへり見む（有間皇子）

の絶唱がわれわれの心をとらえてやまない。これと好一

対ともいうべきは，大伴旅人が筑紫から大和へ帰る途

中，筑紫で亡くなった妻を忍んでの詠唱である。

わぎもこともむろ

吾妹子が見し鞆の浦の室の木は
とこよ

常世にあれど見し人ぞ亡き（大伴旅人）

4．万葉の春

万葉集の勢頭を飾る，雄略天皇の求婚の歌は難解のも

のとして有名である。

ここふくし

篭もよゑ髄持ち掘串もよ
ぶくし

承掘串持ちこの岡に

菜採ます児家聞かな云,々（雄略天勤
はつせのあさくら熟や

雄略天皇の皇居は泊瀬朝倉宮にあった。初瀬川沿い

のこの付近の丘で，楠を持ちへらを持った若菜つ象の乙

女に名を尋ねてい’る､のである。うはぎ（ヨメナ）でもつ

んでいるのだろう。春のそよ風が無性になつかしい。

石激筋垂水の上のさ蕨の

萠え出づる春になりにけるかも

（志貴皇子）

とともに春の躍動が満‘ら満ちているではないか。

万葉には春の木や草の花がたくさん詠室れているも梅

は1i9首，桜は40数首と，もちろん両横綱であるが,‐

ここには，その他の樹の花を取り上げて見たい。

ももとべ′あしぴさ

三諸は人の守る山本辺は馬酔木花開き
うらべざ

末辺は椿花開くうらぐはし山ぞ

泣く児守る山
かんなぴ

この三諸山は大和の飛鳥にある神奈備山と考えられてい

るが，麓には白いあしび（アセピ）の花穂が垂れ，頂に

は赤い椿の花が咲いているという。生態的には，麓にツ

バキ，頂上にアセピとした方が真実味があるが，そんな

庇理屈はどうでもよい。アセピとツバキの花による装お

いは，まほらまの大和の国の|比《の春景色である。

あしびは馬蝋ら鶴郷･安志批などと'0首に現われおほくの熟めみこ

る。弟君である大津皇子の死をかなしみ，大来皇女が，

うへ

磯の上に生ふる馬酔木を手折らめど

見すべき君が在りといはなくに

（大来皇女）

と詠われているのに，股も心ひかれる。「磯の上」とは
●

岩のほとりの意で，

くさか

おしてる職を過ぎて打ちなびく草香の山
せ

を夕暮れに吾が越え来れば山も狭に咲け

る馬酔木の（以下略）、

とともに，アセピの生態をもよくとらえている。

構は9首に見えるが，落花の状を上手にとらえた，

かどなれ

我が門の片山椿まこと汝
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たびとつ典し承て堂をす

のであるが，万葉の巻五に大伴淡等謹状とて，漢文

で次のように述べている。「この日本琴が夢に乙女とな

って言うには，わたしははるか遠い対馬の高い嶺に根を

下し，幹を輝かしい日光に照らされて立っていました

が，久しく霞におおわれ，山川の間に遊び，遠く風波を

望承，ただ年老いて谷底に空しく朽ち果てることだけを

心配していました。幸いによい工匠にあって用材として

伐採され，小さい日本琴になりました。その音色はお粗

末で，音量も乏しいかも知れませんが，君子の座右にお

かれ，愛用されるようになりたいものです｣。とそれに

続いて，琴の精は，

いかにあらむ日の時にかも声知らむ

人の膝の上わが枕かむ

と歌ったというのである。

対馬に梧桐（アオギリ類）の自生があることは聞かな

いが,1000年以上の昔のことであるから,現在南九州や

豊予海峡沿いに自生の見られるケナシアオギリが分布し

ていたかも知れない。都会地などに植栽されるアオギリ

は中国より渡来したものであるが，日本南部の海岸近く

に点為と，葉裏無毛のケナシアオギリが分布している。

東京近くでは伊豆半島の白浜神社の社叢にたくさん自生

する。

大和本草にほ，梧桐を説明して「佳木なり，園庭に多
きんしつ

く植くし，中華に梧桐を以て琴蚕に作り，器材とす，上

材なり」とあり，また別にイッサキを説明して「葉も木

も梧桐に似て異なり，葉のうらに光あり，梧桐の菜より

うすし，初生て2，3年苗を刈れば雛生す，其後長じた
からむし

るを刈て河水に浸し皮を剥けば苧の如く白し，之を用て

縄と為す，馬具とし瞳を織る糸とす，麻苧を用るがごと
こうぞ

くす，つよし，毎年刈る辨楮の如し，其実は妙て食し
しやうゆ

果とす。又黒大豆と同く豆油にて煮食す，西士の人或は

対馬桐と云」とある。このイッサキは元来，九州に野生

していたケブーシアオギリであったかも知れない。それが

対馬桐と呼ばれることは，結石山の梧桐と関連して，は

なはだ興味深い。

やまひとつ熟のえ

巻三にある仙柘枝の歌三首は，神婚説話の例であ
つ熟

る･吉野川を柘（ヤマグワ）の枝が流れて来て梁にかか
う菫しね

り，味稲という男が取り上げたが，それが女性となっ

て，味稲と同棲し，後に別れて天に飛び去ったという筋

らしい。

企

冬
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込
ロ
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■
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伊豆白浜のケナシアオギリ(Junl967)

つち

我が手触れなな地に落ちもかも

（防人の歌）

が，恋人を残して来た若者の，「自分のものにならない

うちに，誰かの妻になってしまうのだろうか」とL､う不

安を訴えている。

ヤマブキは山振・山吹，その他の用字で17首に見え

る。越中守として赴任し,病気になった大伴家持は山吹
の花を非常に愛しており，一族の大伴池主との間に，山

吹の歌の贈答がなされている。

やまぶき

鴬の来鳴く夜麻夫伎うたがたも

君が手触れず花散らめやも（大伴池主）

山吹の蕊象飛びくく鴬の
とも

声を聞くらむ君は羨しも（大伴家持）

昨春はわたくしもこの家持の気持ちを，いやというほ

ど味わされたが,今春は「山振の立ちよそひたる山清水」

を求めて，学生諸君とともに，浅山丘陵を歩き回りたい

ものである。

ごとうつ熟

5．神仙謹（梧桐・柘）

筑紫にあった大伴旅人は，天平元年（727）10月7日

付けで，大和へ上る使に托して，藤原房前へ日本琴を贈
ゆふし

った。この琴は対馬の結石山の産である梧桐で作ったも

、

】

二
〉

I

ゆふくえだ

この夕柘のさ枝の流れ来ば．
やな

梁は打たずて取らずかもあらむ
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古に梁打つ人の無かりせぱ

此虚もあらまし柘の枝はも
つ象

この柘どいう植物の正体については諸説がある。柳田国

夫先生のように，ヤマポウシと考えることができれば，

この神仙謹がいっそう魅力的になるのだが。
6．終章

序章に念じたように，吉野地方の万葉の故地に森林植

物を求めて，独り旅の歩を進めることができるならば，

独り身のわたくしのことであるから，現代の味稲になら

ぬとも限らない。吉野ばかりではない。対馬の結石山で

は，ひょっとして梧桐の精に会えるのではなかろうか。

磯の上の都万麻を見れば根を延べて

年深からし神さびにけり（大伴家持）

つまま

と歌われた都万麻（タブノキ）

へも行って見たい。そうして，

て，終わりには，柿本人麻呂ズ

山にたどり着くことだろう。

を訪ねて越中の二上山龍
3

万葉の風土を訪ね訪ね

た石見の鴨がこの世を去っ

心

ま

鴨山の岩根し枕けるわれをかも
いも

知らにと妹が待ちつつあらむ

（柿本人麻呂）
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この樹木を選んだ理由は，もちろん公害に強いこと

ぱいうまでもありませんが，交通量の多い，しかも歩

道幅の狭い所である住宅地においては，ただ街路樹と

しての美観でなく，挨止として十分役立つ樹木を植え

てほしいとの要望により，このウバメガシを選んだの
勺

です｡このウバメガシの街路樹としての樹型は，将来

交通の障害にならないように，道路に面している方を

平行して枝幅を薄くするような仕方を行ない，住宅地

用の街路樹として使いたい樹木です。

〔街路樹シリーズその25〕

ウバメガシ

このウパメガシほ常緑小喬木であり雌雄同株で，高

さ10～11m幹回り3m以上にも達し，ヤマモモ同

様，枝数が多く強度な剪定に耐え，思いのままな樹型

を作ることができるが，普通の街路樹として用いる

には樹幹の直立するものが少ないことと成長がきわめ

て遅いことが欠点といえる樹木です。しかし，その他

のことについては移植に耐え，病害虫にはほとんどか

からず，土質を選ばないこと，維持費のかからない点

は長所といえる樹木です｡この樹木は主として，生垣

や，刈り込み庭樹などに使用されていることが多く，

京都地方の庭園には，欠かすことのできない庭樹で，

京都御所の西側土岐上の列植は実に見ごとで灸

この樹木の大木は，香川県小豆島にある氏神荒神社

の高さ11m幹回り3mのものがありますb

このウバメガシの名付けの発端は，芽出しの色が茶

褐色であり，一説によるとこの幼芽にタンニンが含ま

れていて，昔はそれを女の歯に塗り，五倍子の代用と

したので「姥女」の名が付けられ，それからウバメガ

シとなったといわれております｡

この樹木の分布している所は，近畿以西に多く見か

けられますが，四国，九州の沿海方面にも自然樹を見

ることができます｡その中でも特に四国の南側の海岸
に多く産している樹木で，大変塩害に強い樹木であ

り，ヤマモモとその性質がよく似ているところがあり

ますろ
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東京都世田谷野沢

文，写真・落合和夫（東京都・道路工事部）
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日本の文化と木材 ノ

泡

こばら

小 原 郎
〔千葉大学・教授〕

てきた技術が，主として針葉樹を中心として発達してき

たものであり，一方，西洋では広葉樹を対象にして発達

してきたという，伝統の相違に着眼しなければならな

い。こうした点をさらによく理解するためには，われわ

れ日本人が，木材の肌に対してもっている異常なまでに

激しい愛着の由来をさぐることが必要であろう。

●

針葉樹文化と広葉樹文化

日本人が木材に対してもつ愛着の深さと感受性の鋭さ

.とは，他の民族とは比較にならないほど強いものがあ

-る。少なくとも木を取り扱い，木を生かす妙技と，その

･センスにかけては，おそらく日本人の右に出る民族は少

ないであろう。だが，ここで注意しておきたいことは，

それは針藥樹の白木の肌を中心として洗練された特殊な

感覚であって，木材全般についてのものではない，とい

うことである。

木材を針葉樹と広葉樹に大別できることはいうまでも

:ないが，この区別は，単に植物学的な観点においての雛

:ならず，工芸的に木材を使う実際の立場からも，また著

しい相違がある。このことは木材の造形的な性質を考え

ていくうえで，特に留意されなければならない点であろ

う。

たとえば現在，われわれ力群風の室内や家具でその用

・材として使っているのは，ほとんど広葉樹材であり，針

一葉樹は特殊な場合に限られている。一方，和風の伝統的

な建築においては，事情はまったく逆で，すべてが針葉

樹で，広葉樹が用いられるのは，むしろ例外に属する。

このように用材の相違は，造形的な表現にも著しい対

,立をもたらし，材料と形態との間に，きわめて密接な関

連のあったことを示している。いいかえれば，西洋にお

､ける居住環境の構成は，広葉樹を基盤としてできあがっ

･ており，日本においてはj針葉樹を主材として櫛成され

ているということである。

違った材料を使えば，工具もまた変えなければならな

恥､からその結果，生承出される作品がおのずから変わっ

てくるのは当然のことである｡．-とすれば，造形材料とい

う立場から木材をみると，針葉樹の白木の肌を基調とし

た一つの流れを,広葉樹の塗装された木肌を基盤とし
た，もう一つの異質の流れがあることに気がつく。この

ように西洋と日本において，式まいの環境を構成する木

材が，樹種と仕上げに著しい相違のあることは，十分に

注目されてよいことである。

その理由として，従来わが国において’木材を利用し

へ

ー〆

適材適所の使い方

そこで以下に太古時代において，木材がどのような使

われ方をしていたかを推知する2～3の事実について述

べるこ､とにする。そのねらいはそうした古い時代から，

われわれの祖先は木材を材質に応じて使い分けていたと

いうことを理解していただきたいからである。

古事記および日本書記のなかに，どのよう,な種類の樹

木が表われるかについては，大野氏')の研究がある⑤そ

れによると，記紀に書かれている樹種は53種あり，27

科40属に及んでいる。またそれらのなかで,今日有用
と考えられるものには，ヒノキ，マツ，スギ，クスノキ

をはじめとして-卜数種があるということである。

ここでわたくしが特に興味深く思うの朧，日本書紀の

神代の巻において,霊夢鱗労:｢吾児の御さむ国に浮
宝（船）あらずぱよからじとのたまい，溝を抜き散ちた

まえば杉となり，胸毛は桧に，尻毛は披に，眉毛は牒樟

となる。かつそれぞれの用うべきを定めてのたまわく，
染ずの承や

杉，機樟は船材に，桧は瑞宮の材に，披は棺榔に用い

よ」といわれていることである。特に有用な4樹種をあ

げて，それぞれの用途を明示されていることはたいへん
いそたけるの蕊こと

興味がある。また御子，五十猛命はその妃とともに，こ

れらの樹種の播布を図って，紀伊国に渡り給うた，とも

書かれている。

これによると初めてそうした樹種が日本に生えてきた

ようにも考えられるが，すでに八岐大蛇の背には，桧，

柏，槻，糟がはえていたと書いてあるので，これは植林

を意味する,のだろうというのが妥当な見解2)のようであ

る。

さて，さきの記録の中で，と／キが建築用材として，

△
ざ
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太古以来もっとも多く賞用されてきていることは，伊勢

神宮の例をとるまでもなくうなずけることであるが，そ

れ以外の材についても，紀の記録と発掘結果の瓢実とが

一致することはたいへん興味深いことである。

近識地方の古墳から出土する木材を，わたくしは故尾

中博士のお手伝いをしてかなり多く調査したのである

が，そのなかに納められた木棺は，ことごとくコウヤマ

キで作られていることが明らかになった。これもまた紀

の記録と一致するものである。

また紀には，天盤機樟鉛に姪子をのせて順風に放った

とあり，古事記にも同様な記録がある。して染ると当時

はクス舟が，水上交通の重要な役割を果たしていたと推、

察されるのであるが，これまでに,大阪を中心とした地

域から発掘された古墳時代の舟はことごとくクスノキと

判定されている8)。

なお垂仁天皇の御世にスギの船が作られたという記録

があるが，登呂の遺跡から発掘された田舟はスギであ

る。これもまた記録と一致する4)bこれまで古墳から発

掘された各種の埋葬品を調査した結果によると，それぞ

れの器具は，ほぼ一定の樹種によって作られていること

がわかったのである5)。

以上の事実はわれわれの祖先が，すでに神代の昔から

木材の性質についてかなりの知識をもつ･ていて，適材を

適所に使いわける能力をもっていたと考えるに足る資料

といってよいであろう。

東洋における木材の輸送

さて，さきに述べたように，器具ごとに，それぞれ一

定の樹種を使い分けるという事実は，日本の承ではなく

海外でも霞た承られるところである。しかもそれらの木

材は，想像以上に遠隔の地から運ばれていたことが，調

査によって，次第にわかってきた。以下その例をあげて

染よう。

朝鮮の慶州の近くに扶余の陵里山というところがある

が，そこに残っている歴代の百済王の古墳の棺材を調べ

たところ,それらはいずれもｺｳﾔﾏｷで作られている

ことが明らかになった6〕。ところがコウヤマキは世界に

おいて，わが国のみに産する一科一属一種の樹種である

から，そのころといえども朝鮮には産しなかったはずで

ある。とすれば，この棺材は当然日本から運ばれたと考

えなければならないことになる。

前述したように，近議地方の古墳から出土した棺材

は，ことごとくコウヤマキセあったが，海をへだてた朝

鮮においても，同じ材を使って棺を作っているというこ

とはまことに興味深い。

いうまでもなく，コウヤ.Fマキは現在桶用材として第一一

にあげられる木で，特に目立って美しい材というわけで

はない。しかしこの材が水湿に対してすぐれていること

については，すでに東雅や，和漢三才図会にも説いてい

るところであり，わたくしの試験した結果に7)よっても，

土中に埋められる木棺の用材としてはたいへん適してい

ることがわかった。このように考えてくると興味深く思

われるのは，当時の人たちが，どういう根処からこの木

を棺材として選んだかということである。外観の美しさ

や，香りの高いということに重点をおくなら，ほかに適

当な材はいくらでもあったはずだある。

それにもかかわらず平凡にゑえながら，耐水性にすぐ

れたこの木を選んだところに，すこぶる示唆に富むもの・

がある。

コウヤマキのような，平凡で目立たない材の優秀さを・

見わけるということは，木材について，相当な知識をも．

つものでなければできないことである。

しかもそれが，遠く朝鮮にまで，影響を及ぼしている

ことは，文化史上から承てもまことに興味が深い。現在

ではわが国におけるコウヤマキの蓄積は少ないけれど

も，当時においてはその鐙はもっと多かったであろうか・

ら8》，わたくしはこの木は，大和民族が日本にやってき

て，最初に発見したもっとも重要な樹種の一つではなか・

ったかと想像している。

なお，故尾中博士は，朝鮮楽浪の古墳の棺材を調査さ

れて，その木材がコウヨウザン（広葉杉）であると判走

された"。この材はシナには産するが，朝鮮には分布し

ていない。古来シナでは棺を非常に尊んで，その良材を

うるためには千金を惜しまず，また遠隔をいとわずして

運んだようである。

後漢の王符は，その著書「潜夫論」のなかで厚葬をい・

ましあて，「京師貴戚必欲江南糯梓予章梗耕辺遠下士：

競倣倣」「東至楽浪西至敦煙万里之中相競用之」と書

いている由であるが，その記録と合わせ考えて，このコ

ウヨウザンは，鮨そらくシナの四川省産のものであろう

と推定されている。

さらにまた楽浪の古境および，南朝鮮の慶州の金冠塚
から，クスノキが出土されていることも注目されなけれ

ばならないことである'0)クスノキは日本，台湾およびシ′

ナ南部には産するが，朝鮮には分布していない。したが

ってこれもまた，朝鮮以外の地から運ばれた可能性が多

いと見るべきであろう。以上のような事実から考える

と，特殊な用途をもつ木材は典当時，すでに海を越えて

驚くべき遠隔の地まで輸送されていたことがわかる。さ・

きに述べた日本書紀の中でも，五十猛命が高天原からた
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くさんの種子を持って降りられたが，朝鮮は適地でない
おおやしま

といわれ，大八州のうちに播いて，全国をことごとく青

山になしたと記されているから，すでに神代のころか

ら，朝鮮には優秀な木材はあまり産出されなかったのか

もしれない。

古代の人た､らの，墳墓椎築に対する熱意と努力とは，

今日のわれわれの想像をはるかにこえたものがあった。

それは仁徳陵や，ピラミ

レムに建立した寺院や宮殿の莫大な用材を入手するため

に，ヒラムに使いを派遣して，林業技術にすぐれたフェ

ニキア人を，レバノン地方に出向させ，シダーやサイプ

レスを伐採するように懇請し，その代償として，穀物を

送る約束をしたと記されているということである'2)。

フェニキア人は航海術にたけた民族であったから，広

く地中海や紅海の全域にわたって交易し，アラビアの南

部からエルサレムに莫大

が

3

ツドなどの，莫大な作業

力をみても容易に想像さ

れることである。そうし

てふると，良材を遠隔の

地から運んだという想像

はかなり妥当なことと考

えてよいであろう。

な量のAlmugtreeを送

り，これが柱材や，宮廷

の楽器材として用いられ

ていたらしい。Almug-

treeとはおそらく木理の

美しい印度紫檀を指すも

のと考えられている。ア

ッシリアの彫刻にも，木

材を運搬しているフェニ

キアの船の図が彫られて

いるが，これは前記の事

実を裏書きするものであ

ろう。

また，先年ドイツの

VogtlandのRedewisch

付近の古城趾から，弓，

矢，櫛および建築材料な

ど，多数の木製遺物が出

土されたが，それらの中

で，櫛に用いられていた

ツケ材は，地中海産のも

のであることが明らかに

なり，当惑の交易の亦情

を知る資料になったこと

が報告されている'3)。

以上の数例によって

《
》

西洋における木材の

輸送

古代において，このよ

うに貴璽材を遠隔の地か

ら運般した例は，西洋に

おいてもまた染られると

ころである。エジプトで

は，ピラミッドの中から

発見された古代王族の遺

品に棺をはじめとして多

くの木製品がある。

それらは，金，銀，象

牙などとともに，貴重材

を使って精巧な象朕をほ

どこしているが，その材

料はエジプトには産しな

い黒檀・紅木・チークな

どで，やはり遠くインド

◆

§

１
《
》

法輪寺の虚空蔵以上の数例に襲って

も，洋の東西を問わず，

すでに古代において貴重材が遠隔の地から輸送されてい

た事実を知ることができる。このことはまた，当時の文

化の交流を物語るものでもある。

さて，ここで注意されてよいことは，西洋において

は，黒檀や紅木のような見た目の美しい材が珍重された

にもかかわらず，われわれの祖先は，ごく普通の木材の

なかから，目立たぬ優秀さを承つけだして，それを選ん

でいたという事実である。

さきにも述べたように，素蓋鳴尊が平凡な4樹種をあ

げて，それぞれの用途を示されたというようなことは木

どで，やはり遠くインド飛鳥時代の傑伽

方面から輸入していたと

想像されている。

また，ニネヴエその他の発掘によれば，バビロニア，

アッシリアにおいても，エジプトと同じように，多くの

木製家具が用いられていたが，これらもまた，黒檀，チ

ークなどを使用して，象嵌されていたことが知られてお

り，その材料は，はるばる南方から運ばれたものと考え

られている”。

さらに西紀前11世紀には，ソ戸モンとフェニキアの

タイレの王ヒラムとの間でなされた木材供給契約の最古

の記録が残っている。それによると，ソロモンはエルサ

－28－
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材に関する知識の乏しい民族ではとうていなしえないこ

とといわなければならない。したがって，われわれの木
材に対する異常なまでの愛着の強さは，すでに太古時代
にまで，その源をさかのぼると考えてよいであろう。

いうテーマをとりあげた理由なのである。

さて，わたくしが調査の対象としたのは,主として12

世紀以前の彫刻約500体で，地域的には全国にわたるが

ここでは紙面のつごう上，大和を中心とした近畿地方の

彫刻について略述すると次のようである。飛鳥時代に

は，彫刻はもっぱらクスノキが使われていた。ところ

が，平安時代以降になると，それらはすべてヒノキに変

わってしまう。奈良末期から平安の初期にかけては，幾

つかの広葉樹が新しく用いられはじめるが，それもやが

てヒノキの主流のなかに溶けこんでしまって，ついにこ

の時代に，針葉樹を主体とする日本の彫刻用材のあり方

が固定することになるのである。

ところAで興味深いのは，奈良朝にすこぶる盛んであっ

た金属の塑造や乾漆が，平安初期になって木材に変わる

とき,ヒノキの白木の彫刻があらわれて,その木肌の美し

さが，きわめて高く評価されているということである。

'
一
〕

彫刻様式の流れと用材の変化

さてこのように木材に親しゑ，適材を適所に使いこな

す能力をもった基盤のうえに，やがて大陸から新しい文
化が輸入されてくることになる。仏教の伝来とともに，
建築，彫刻，工芸，絵画，その他もろもろの造形技術が
この国に伝えられ，それぞれに華やかな開花の時期を迎

えることになった。そのなかにあって，もっとも重要な
材料の一つである木材は，どのような形で造形にとり入
”られていくことになるであろうか。

この問題を解くには，いろいろな方法があろうが，わ

たくしはこれを彫刻というテーマにしぼって追究して承

た。その理由は次のようである。わが国の彫刻材料には

金銅あり，塑造あり，まれには石造のものもあって多様
であるが，そのうちもっとも多数を占めるものは木材

で，おそらくその数において90％をこえるであろう。

このように木彫が多いということは，世界にその比を

ふないところで，わが国の彫刻史はすなわち木彫史であ

るところに，大きな特色がある。したがって木材の特性

が造形技術のうえにどのように影響を及ぼしたかを研究

するには，彫刻が一つの重要な対象になってくる。しか

も彫刻のように芸術的要求度の高いものでは，材料のも

つ性質が作品に与える影響はいっそう大きく，極言すれ

ば，わが国の彫刻は木材によってその性格が支配されて

いるといってさしつかえない。とすれば，そこに問題を

解く鍵がひそんでいると，予想されたからである。
e

そこでわたくしばわが国の彫刻様式の移り変わりに伴

って，用材の選択がどのように変わってきているかとい

うことを,10年あまりにわたって調べて象た°その結

果，彫刻様式の推移に伴って，材料もまた変化し，様式

と材料の移り変わりとは裏表の関係になって，全体とし

て，一つの流れを形成していることがわかってきた。

それはち袈うど，明治以降の建築の様式の推移が，建

築材料の発展と密接不離の関係をもつ.て変化してきてい

るのとよく似ている。新しい様式が新しい材料を要求

し，新材料が生まれて，新しい様式の建築を発展させて

きたように，彫刻史のうえにも，また同じ関係が成り立

つことがわかってきたのである。そうした木材の取り扱

・いの態度が，意識すると否とにかかわらず，今日もなお

わたくしたちの建築，室内の設計の基盤となっているこ

とを指摘したいというのが，わたくしがここで，彫刻と

凸

鼠

金属から木材へ

さて，奈良朝から平安朝へかけて，彫刻材料がなぜま

ったく変わってしまったかという理由を明らかにするた

めには，次の二つの点について解答を与える必要があろ

う。その一つは，なぜ金属から木材に移行したかという

こと。もう一つは，なぜ広葉樹から針葉樹に変化したか

という理由についてである。それについて，ごく簡単に

私見を述べると以下のようである。

鈍一の問題は，奈良時代には唐文化が吸収同化された

のであるが，その反動として，平安時代には純日本的な

文化が発達した。そうした天平文化から平安文化への性

格の推移が，材料を金属から木材へと変化させた，大き

な原因の一つであると考えることである。いうまでもな

く，平安時代は大陸文化の模倣から脱して，独自の民族

文化を発展させた時代であったから，その文化史のうえ

には，いたるところに民族本来の姿が見受けられる。

こうした民族性の発揚が，仏教を金銅から木材へ移行

させる原動力をなすものであったと，わたくしは考えて

いる。スキ焼をたらふく食ったあとには，お茶漬の味が

恋しくなるが，そうした人間のもつ本質的な欲求が，や

はり文化の性格にも通ずるものなのであろう。

第2の問題は，広葉樹から針葉樹への推移についてで

ある。英国人はオークをもって木材の王者とし，ナラの

雄瀧華腿な木目に，般上の評価を与えている。美が外形

的，表面的で，物質的な傾向をもつ西洋の嗜好から承れ

ば，輝かしく塗りあげられたナラの木理こそは，木材の

なかでもっとも美しいものであるのに違いない。しかし

墨一色で書かれた南画の絵絹の空白に，幾百の色彩を感

〃
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である。

鉱物質に対まる植物質，金属に対する木材，そして広

葉樹に対する針葉樹の対比は，長い歴史を経て，一つは

智と意志との西洋文化を造りあげ，一つは情操と直感の

日本文化を発達させてきたのであった。

日常わたくしたちは，そうした東西の考え方の違いに

は，とくに気がついてはいないけれども実際に材料を取

り扱うときには，おのずからそういう違いがでてくるの

である。考えて承ると木材は日本人にとって，まことに

不思議な魅力をもつ材料があるというほかはない。

この不思議な魅力がどこから生まれてくるかという理

由をつきつめていくと，それは細胞という，かって生命

をもっていたものの遺体の集合であるという点に帰納す

ることができる。いいかえれば木材は生物材料なのであ

る。つまり，それを使う人間が生物だから，その心に通

ずるなにものかをもっているのである。だから無意識の、

うちに，われわれの身近かなところぼど，生物材料を多

く使うことになる。これは他の無機質の材料ではとうて

いまねのできない特性であるといってよい。

そこでわたくしは，造形という立場に立って材料を扱

うとき，木材は「生物材料」という名称のもとに，別な，

枠を設けて区別することを提案したいと思う。そういう

立場から材質の優秀さをもう一度見直す努力が試承られ・

なければ，あたら貴重な天然材が，ただ蛍と値段だけを・

目安にして無機質材と，無駄な競争をすることになって

し菫う。人間疎外のやかましく叫・ばれる時代に，生物材

料こそ，その真価が見直されなければならないのに，い

まのままではいかにも惜しい。なぜなら日本人は，生悔

材料のよさを，一番よく理解できる民族だからである。
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じとることのできる民族には，一見，平凡のように承え

る針葉樹の木肌にも，無限の変化を味わうことができた

のであろう。したがって夫ラの美しさのごときは，むし

ろ下品ですらあったと思われる。．

美しいもののうえにも，さらに美しさをおこうとする

西洋の「多盈ますます弁ずる」主義と，床柱に残.され

た，ただ一輪の朝顔に，万花以上の効果をあげた利久の

含蓄主義とは，全く正反対のものである。炭の上におか

れた伽羅のほのかに香ってくるのを待ちながら，ものの

余韻，たしな承をしぷじ承噛承しめることが，この民族

のもつ本質的なものであったから，われわれの祖先は，

ヒノキの枯淡な肌にこそ，真に心の琴線に触れるものを

見いだしたに違いない。そしてやがて，ヒノキを自在に

使いこなすことによって，模倣時代から脱した，純日本

的な木彫仏を作ることができるようになったのである。

平安時代の文学における和歌，国文学の興隆，建築に

おける寝殿造りの出現という趨勢は，とりもなおさず，

彫刻における金銅仏から木彫仏への推移の方向をさし示

すものであり，そればまた同時に，広葉樹から針蕊樹へ

の材質の移り変わりを物語るものでもあった。要する

に，平安期にいたって日本民族が見いだした木材の美し

さは，主として針莱樹のなかにおいてであったといって

よいであろう。この針葉樹を好象，白木の肌を愛する嗜

好は，長く日本の伝統的なものとなったが，ここに日本

文化の特質，いいかえれば限界ができることになったわ

けである。

餌

五

《
》

生物材料としての木材の再認識

さて以上にわたくしは，日本と西洋との対比を，針葉

樹文化と広葉樹文化という言葉で表わすことができると

書いた。その針葉樹を代表するものはヒノキであり，広

葉樹を代表するものはナラである。

西洋においては，木材で作られたものが，鉄や石とい

っしょに使われることが多かったので，おのずから，広

葉樹によって加工された。その理由は金属的な感覚にマ

ッチするには広蕊樹の塗られた肌のほうが適していたか

らである。あの彫りの深い忍冬唐草の彫刻は，広葉樹に

よらなければ生きてこない美しさなのである。このよう

に，煉瓦と石と，広葉樹のなかに生活してきた西洋の民

族は，やがて神の宮居を建てるときには，大理石と幾何

学とによってさん然たる鉱物質のギリシャの神殿を完成

することになる。

一方，木材とたたゑと障子のなかに住む日本民族は，

「高天原に千木高しり底つ岩根に宮柱太しり立つ」植

物質の，清らな伊勢の神宮を打ち建てることになったの

６
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1．まえがき

昔から日本人が森林に対してどのような関心を示して

きたか。そうして，いつごろからどの地方にまず林業が

始まり森林経営思想がめばえてきたのであろうか，とい

うようなことを考えて承ることにする。

現代のわが国でさえ，人工林は4分の1くらいで，天

然林を伐採利用している場合のほうがはるかに多いので

あるから，古い時代の林業はもちろん採取林業だけで育

成林業はない。商品としての木材を生産するために林業

を経営するようになったのはずっとあとの時代になって

からのことである。しかし，特殊な林産物を利用するこ

とは古くから行なわれている。奈良時代典福寺西金堂内

の仏像に要した漆の価格は堂そのものの建築費と大差が

なかったといわれ，平安時代に入るころにはすでに，朝

廷に紙屋院という紙すき場が設けられている。このよう

なわけで，漆や和紙の原料を租税として徴収することが

律令時代に行なわれていた。風致保存とか水源かん養な

どいわば保安林的目的から森林を保護管理する考も古く

からあったのである。

2．弥生式土器文化時代の日本人と森林

洪積世最後の大氷河期が終わり沖積世に入った約1万

年まえのころ，日本は大陸から分離して，現在のような

列島になった。そうして，やがて新石器時代に入り，数

千年にわたる長い縄文式土器時代を経て，約2千年まえ

から，金属器使用や水田耕作を伴う弥生式時代に入っ

た。第二次大戦後，静岡県登呂の弥生時代遺跡から，い

ろいろな木製品や住居・水田のあとなどが発見された。

当時の水田は沼沢地を排水して作る深田であったから，

木製の田下駄や田舟が使われていた。600坪か400坪に

区画された水田の周囲には，長さ1mあまりのスギ板材

がつらなっていた。こういうものを何万枚も作るには，

たくさんの原木を石器を使って切り出さなければなら

ず，多数の人の共同作業が必要であったのである。

この水田遺跡の西北には森林遺跡がある。樹齢50な

いし300年ほどのスギ・クス・カシ類・イヌガヤなどの

森林で，これは冬季西方からの寒風を防ぐために切り残

されていたものと思われる。

住居は竪穴式である。径10mほどの小判形に地面を

浅く掘りさげ,5,6cm角の割木を10cmほどの間隔に

立てならべ，その内側に，径6,7mに外周と相似形に

板羽目をならべた跡が見られ，4本の丸柱の下には，そ

れぞれ30cm角ほどの厚板が数枚ずつ土台右のように重

ねて置かれていた。その柱は丸木ではなく，径60cm以
しん

上の大木を割って心を去った材である。年輪にそってく

さびを入れ製材する技術はかなり進んだものであったこ

とがわかる。

古事記や日本書紀に述べられている神代の論には金石
うき

併用の弥生時代のことが多い｡スギやクスは丸木舟（浮
たから

宝)に,ﾋﾉｷは殿舎漁瀞に,ｺｳﾔﾏｷは棺にな
ると述べてあるが，当時の人灸が樹種名や木の用途に深

い関心があったことがわかる。記紀より400年ほどまえ

に表わされた中国の魏志倭人伝によ･ると，弥生時代の対

馬や北九州では先に行く人の姿が見えないほど草木が茂

盛しているということであるが，他の地方もたぶん同様

であったことと思われる。

復原された竪穴式住居の内部に入って承ると，入口は

南側に’ヵ所屋根は地表までふきおろされていて昼間で

もかなり暗い。すでに青銅器ができていた時代であるか

ら''000度以上の高温が技術的に可能であり，木炭やう
か蓑ど

イゴの使用が推察されるが，察が炉から分離したのは次

の古墳時代に入ってからのことであるから，住居の中央

にある炉で，採暖はもちろん炊事から照明までやってい

たので，燃材がかなりたくさん使われたであろうという

ことは，現代の北海道の農家の生活などを承ても推察さ

れる。7，8世紀には班田制が行なわれていた関係で，奈

良時代の人口はかなり詳しくわかっており，だいたい全

国で600万～700万くらいといわれているが，弥生時代

にはもちろんこれより少なく，しかも森林は至るところ

に繁茂していたのであるから，木材に不自由を感ずるよ

うなことはあるまいと考えられるかも知れないが，実は
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なお，泉木津がおもな木材集散地で，瀬田や宇治は筏

回漕の基点になっていた。

平城京の人口は20万もあった。当時は万事貴族中心

の社会で，それに奉仕する地方庶民の生活は弥生時代の

竪穴住居生活とほとんど変わらぬ象じめなものであった

から，採取林業の発展といってもそれは畿内だけの話で

ある。律令制時代の文書に出てくる山作所という伐木現

場の労務組織をふると，まるで昭和時代になってからの

木曽御料林などの伐木事業所の組織をその童ま象るよう

な，まことによく確備されたものである。

後世の保安林のような考えは奈良時代以前にすでにめ

ばえている。律令の雑令に定められた際処」としては，

皇室御猟林・要塞地。水源地・官用地林の四つがある。

要塞地というのは軍鄭的なものではなくて，行幸の際な

どに目につくような都付近の丘の森林で樹木を切ったり

損じたりすることを禁じた場所を指し，水源地は田の水

源をかん養する林，官用林は官用木材を伐出する森林で

ある。この禁処を除いた一般の林野は，律令用語のいわ

ゆる「山川薮沢」で，養老の雑令に「山川薮沢の利公私

之を共にせよ」といわれているように，何人でも自由に

立ち入って林野を利用することができるというのが原則

であ･った･

8世紀末，都は平城京から平安京に移り，そののち平

安時代は400年間続くが，初めの100年は社会経済的に

ゑて，むしろ奈良時代の延長と承られる。

4．農業の発達に伴う林野利用の進展

紀元900年ころになると，大陸では唐が滅亡したが，

わが国でも古代幾族国家が没落しばじめる。平安朝も10

世紀に入り藤原氏の摂関時代になると，律令制の根幹で

ある遜田制が次第に行なわれなくなり，中央の幾族や地
方豪族が奴隷民を使って大規模な開墾を行ない，いわゆ

る墾田がふえ，荘園制が発達し，この傾向は次の鎌倉時

代に引き続いていく。平安時代になっても，木材の利用

という点では，前代に比べて格段の発展があったわけで

はないが，農業が進むにつれそれに付随する林野の利用

価値ほ重要さを加えてきた。

従来公私がその利をともにしてきた山川薮沢は貴族に

占有され，公民が柴草も刈れないで困るというような現

象が多くなってきた。王臣家や諸司寺家が山野を占める

ことを禁ずる旨の法令がたびたび出されていることがこ

の事実を物語っている。

この時代の重要な肥料はその原料を山野にあおぐ緑肥

・草木灰・厩肥などであったが，平安末期からは湯草と

称して堆肥が使われ始めた。

律令時代には,社寺や貴族は，現地に用材伐採のため

さきに述べたように用材，燃材の使用は意外に多く，し

かも当時の技術や交通を考え合わせれば，採材は当然住

宅付近に限られるから，もっぱら天然生産物の採取に頼

っていた縄文時代はいざ知らず，弥生時代の人だが森林

を大事にしたであろうことは察せられる。

3．古代における採取林業の発展

わが国における採取林業が盛んになった原因は歴代行

なわれた遷都と仏教伝来後の寺院建築の盛行にあったと

考えられる。6世紀半ごろ仏教が伝来し，7世紀の飛鳥

時代になると，それは政治的，社会的に大きな影響力を

もち，このころから奈良時代にかけて造寺，造塔が盛ん

であった。都は6世紀末の推古天皇以後はだいたい大和

の飛鳥地方に定められたことが多く，元明天皇和銅3年

(710)平城京遷都までは，この地域であちらこちらに都

が移されていた。

皇極天皇2年(643）この地方に建てられ，そのりつぱ
あすかの

なことが当時の人の目を驚かせたと伝えられている飛鳥
いたぶきのにい承や

板蓋新宮はその名の示すと詣り屋根は板ぶきであった

が，それは当時むしろ珍しかったもので，奈良時代にな
ひわだ夢き

ってからの宮殿も桧皮葺が普通であったのである。

持統天皇8年(694)に建てられた藤原宮は主として木

津川上流の伊賀山林の木材が使われたというが，万葉集
たてるた熟

の「藤原宮の役民の作れる歌」という長歌には，近江の
たなか蝋や藍．くれ

田上山から切り出し玉切って蜜柑割りにした樽を，宇治
おく・ら

川などを下して巨椋池に入れ,筏に編んで泉川(木津川）

を舟でひいてさかのぼった有様がうたわれている。

田上山の考謙太上皇の石山院造営のときにも利用され
ならの熟やこ

常に平城京の需要を承たしていた有力な杣山である。
くに

聖武天皇天平12年(740)には，山城国相楽郡恭仁京

に都を定め,翌を年にば近江国甲賀淵蝶議に離宮を造
営し，大仏の鋳造にも着手するなど木材の使用が多かつ

やましろ

た。恭仁京は京都府南部奈良県境にあり，山背川（木津

川下流）に沿っている。紫香楽のある甲賀郡は滋賀県西

部にあって京都府相楽郡に接し，いずれも田上山に近い

所にある。このように，伊賀山林につづいて，それに接

する甲賀山林などが開けたわけであるが，甲強材は筏に

組んで瀬田川を南下し，山背川をさかのぼって，奈良に

近い泉津（木津町）にもっていくこともできた。これら

についで琵琶湖西岸の高島山林が開けるが，高島材もい

ったん琵琶湖に出して同じ水路を運ばれた。

これらの諸地方がわが国林業の発祥地であったといえ

るわけである。丹波の材ば少し遅れ奈良時代後期から利

用されたが，これはむしろ次の平安時代になってから重

要な役割を果たすようになる。
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の「杣」とよぶ山林を指定して材木を徴収していた。と
そまく

ころがのちに，そこで働いていた利江たちがその地に土

着し腱民化していったため，杣山も荘園化し，大修造や

造営の際思うように所要量の材を調達することが困難に

なってきた。そこで平安末期には，一国を指定して，そ

この収入によって造営修築を弁ずる造国制度（寺院建蕊

の場合は進寺国）ができた。さらに転じて，一国の知行

権と国守推挙権とを与えられた知行国主が，それによる

収入をもって，都にいたままで造営に当たる知行国制度

ができた。文治2年(1186)，世界最大の木造建築である

東大寺の再建に際しては，近くの伊賀をはじめ阿波。

ちに徴収されていた。ところが鎌倉時代に入ると農業が

進歩して生産力堵し，加うるに日宋貿易の進展につれて

輸入された中国銭が流通し，農民の附買力は上昇し，領

主も年貢の銭納を要求するようになった。そこで手工業

は領主権力から解放され，幾業から分離し専業化する傾

向が生まれた。銭の普及につれ余剰腱林生産物の商品化

も進んできた。

荘園領主への貢納品の運輸や保管に当たった商人がい
とL，

わゆjる問丸（問）で，木材集散地の木津にはすでに平安

時代から問が発生していたというが，木津川・宇治川な

どが合流して淀川になる重要な港津である淀の津に問丸
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備前・術中などにも材木を求めたが，周防国が東大寺知が発生したのは鎌倉末期になってからである。

行国にあてられ周防杣が成立した。周防はマツ・スギ。中世商工業の独占組織に「座」というものがあるが，
じにん

ヒノキを多く産し，12世紀半ごろからそれらを宋に輸出京都の堀川流域には祇園社神人たちの材木座が，大原に
しているほどである。周防から東大寺造営材を伐出したは竹座があった。木津にも材木座があり，漆・桧物・柴

せき

とき佐波川に堰を造って木材を流送しているが，これがなどの座も象えている。鎌倉の材木座は地名に残ってい

また瀬戸内海海運の開発をうながす一因となり，また，るが，ほかに炭座。紙座などもあった。

採材範囲も瀬戸内海沿岸に広がったのである。鎌倉時代にほこのように材木の遠隔地取り引きが発展
鎌倉時代の初期までは，農民は塩・鉄など特別な品物し，育成林業に先立って木材商業部門が成立している。
を除し､て，一般に自給自足の生活をしてきた。荘園内でまた，これが成立していたからこそ，のちに育成林業が
生産される手工業品，木材その他の林産物，艇業の余剰発生する基盤ができたとも考えられるわけである。
生産物のほとんどすべては京都・奈良に住む荘園領主た鎌倉時代に続く南北朝内乱期は；守溌大名が育って荘

－33－
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で琵琶湖畔の朝妻に運び，そこから船に乗せて湖上運搬

し，あるいは，木曽川から長良川に入れ美濃墨俣で陸揚

げし近江を経て京都に運ばれた。

上に述べたように各地方から都に木材が運ばれたが，
染ようしゆ

これは次のようにして生産されていた。当時の荘の名主

百姓たちは荘園領主から一定の知行をあてがわれ，その

反対給付として，百姓の人夫役で切り出した木材を貢納

していた。こういう関係が中世木材生産の一般的基本的

な形であった。そうして，領主の自家用余剰材が商人に

売り渡され商品化したものが社寺の造営や貴族の大邸宅

建築にも回ったのである。

この時代，農業技術がいっそう進んだとはいうもの

の，まだ未熟な中世のことであり，何といっても大きな

意味をもつものは耕地が広いということであったので水

田の開発が行なわれた。室町初期に94万町歩であった

ものが，戦国末の慶長期には163万町歩にもなった。こ

れにつれて山林の荒廃がめだち洪水の害が著しくなって

きた。一方，領主にとって山林は築城その他建築・武器

の用材供給のため必要欠くべからざるものであったの

画戦国末期からは，山林の保護と植林の奨励が行なわ

れるようになった。すなわち，焼畑を禁じゥまた，森林

の保全のために戦国大名たちは山林奉行や山守を置くよ

うになった。

戦国時代には手工業・林業・水産業などの分化が進

撃，林産物の商品化される量も多くなって，それが盛ん

･に市場に現われ，また，山国荘では惣有林・禁裡御領林

のほかに民有林も形成された。しかし，一般的にいえ

ば，伐出業や育成林業が独立した職業として存在するよ

うになったというわけではない。山国・黒田に材木商人

の仲間が存在したということであるが，それがはっきり

と確認されるのはやはり次の近世に入ってからである。

6．近世における木材需要の急増と採材圏の拡大

安土桃山時代になると安土城・大阪城のような巨大な

城が造られ,慶長(1596～1614)のころになると戦国時代

に焼けた社寺の復興も始まる。木材のおもな需要者はや

はり領主たちであり，市民の家は京の四条五条の繁華街

でも板葺の平屋建がおもで2階建は少なく，当時の小田

原なども，表通りだけには板葺があったが一歩裏に入れ

ば藁葺や草葺の粗末な家が多かったという時代である。

社寺の造営には諸地方から巨材良材を選んできた。秀

吉は方広寺大仏殿を造るとき，その勢力の及ぶ範囲の日

向・土佐・熊野・木曽・富士山などの各地から木材を求

め，秋田のスギさえ使った。文禄年間(1592～5)には,米

代川の材木が能代湊を中心に,北国航路によって敦賀･小

浜方面に積出され大阪に送られた。当時大阪千波の材木

園体制が崩れ，守護領国制が生まれ，次の室町時代にこ

の制度が成長していく基が築かれた時期である。

貴族的荘園制は崩れはじめたが，まだ武家の権力はそ

れに代わるほどには確立されておらず，艇民は自分で自

分を謎らなければならなかったので,神社を中心に｢惣」

という自治的共同組繊を形成するようになった。惣には

惣有林があり，惣民はたがいに規制しあい，その共有山

林原野の入会（この名称は鎌倉末期から見られる）や水

利を共同管理するようになってきた。

5．中世後期における農民の自治的林野利用

室町時代に入り15世紀ごろになると，それまで近繊・

山陽地方に限られていた田の米麦二毛作が関東地方にも

広まり，下層幾民にも行きわたってきた。こうして農業

はますます集約化し安定化して小経営が独立できるよう

になり，戦国時代になるとこの傾向がいっそう進んで戦

国大名の領国制が形成されてくる。しかし，魚類肥料が

一般化するのはのちの江戸時代になってからであるか

ら，肥料はやはり山野にあおがねばならず，林野の境界

争い，共同利用の入会についての争いはますます多くな

ってきた。用水系統を同じくし共通の利害関係をもつ村

が集まって郷を成し，潅漉の自主的管理を行ない，村民
おきて

たちは淀を定めて山林や樹木を保護した。しかし，この

ようにようやく発達しかけた農民の自治活動も，やがて

は領主階級の支配力によって圧殺されてしまう運命にあ

った。

丹波国葛野郡・北桑田郡にまたがる北山地方でば以前

から植伐が行なわれていたというが，室町時代になって
茶室建築が発達するにつれ，その用材として台杉丸太の

需要が多くなり，北桑田郡山国村・黒田村あたりでばス

ギの台木作りがはじまった。

当時，吉野地方にも建築用材が求められている。

尾鷲地方は吉野に隣接し，モミ。ツガ・トガサワラ・

ヒノキ・アカマツの優良林地であり，しかも近くに良港

をひかえているので大阪（明治以前は大坂と誓いた）や

和歌山方面へ多く材を出した。

紀州から阿波・土佐の東海岸にかけての地帯より京都

・奈良へ輸送される木材の量も増大した。

吉野・土佐，あるいは肥後・豊後など現在でも主要林

業地であるこれらの地方が表面に現われてきたのはこの

ころである。

応永28年（1421）鎌倉の円覚寺が焼けたときその再

建用材は木曽山に求められ，桑名から鎌倉へ海上輸送さ

れた。文安4年（1447）南禅寺仏殿造営に当たっては，
っけちいでのこうじ

木曽・裏木曽（美濃付知山・出小路山）・飛騨山の材が

使われたが，木曽川を筏流し尾張一の宮で陸揚げ，馬車
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町には材木問屋も多かった。運送には酒田から北陸各地

にかけての回船業者たちがたずさわり，「太閤様御材木」

ばかりでなく「我等自分之材木」も一緒に運んでいる。

吉野地方は大阪市場に近接し，かつ森林資源に恵まれ

ていたので，畿内各地の建築材需要の急増に伴い，全国

にさきがけて，民有林業の発達を承た。

従来の社寺建築の主材料はヒノキであったが，城は土

壁で塗りこめられるので表に出ない柱もあり，また，そ

の間隔を狭くすれば細いものでもまにあうので，マツ・

サワラ・ヒメコなどを使った城もあり，利用樹種の範囲

も広くなってきた。

各地の森林の中でも，特に中部地方の森林の開発が著

しく進んだ。天正11年（1583）大阪城修築用材は，秀

吉の直轄地のうち特に麓要であった木曽山ほもちろん，

やや遅れて伊那山からも切り出され，天竜川を下し掛塚

湊から船で大阪へ積出された。天竜川流域の美林は伊那
ぽかりではなく，地続きの北遠江一帯にまで及んでい

た｡天竜川沿岸の森林はすでに鎌倉開府のころから手を

つけられてはいたが，戦国末まで肱，用材の供給は北遠

江までの森林で十分まにあったので,上流の深山伊那ま

でさかのぼる必要はなかった。そのため伊那山の開発は

やや遅れていたのである。

以上のように，各地から巨材が捜し求められたたあ木

材の遠隔地輸送が盛んになり，これが刺激になって，運

送経路の開拓や運輸方法の発達がうながされ，やがて諸

国の林業が盛んになる原因となったのである。

江戸時代初期は前代に引き続いて築城が盛んであっ

た。そのほか土木事業の増加，都市への人口の集中，特

に，当時世界最大の人口をもっていた江戸におけるたび

たびの大火などが原因になって，木材の需要は急激に増

大した。

慶長9年の江戸城造営用材はおもに伊豆・駿河・遠江

・木曽・紀伊熊野・土佐などから取り寄せられた。幕府

直轄領としては武蔵西部(青梅・西川）・甲斐・伊豆(天

城山地方）・駿河・遠江（天竜川流域）・大和（吉野）・

飛騨などがあり，木曽は元和元年尾張徳川家に，常陸北

部も水戸徳川家に封与されたが，全国の重要な山林地方

はほとんど幕府に支配されていた。吉野や武蔵西部には

民有林業が発達したが，その他はいずれも明治になって

重要な御料林または国有林になった地帯である。

明暦3年（1657）の江戸大火を契機として，幕府用材

ならびに諸藩の自家用材は，北は弘前・秋田，南は鹿児

島の各藩領地から送られるようになった。大名が遠方の

自領から江戸に木材を取り寄せたばかりではない。広島

・岡山・福岡などの藩領では，マツ材はよいものが得ら

れたが，スギ・ヒノキは大阪から唯入していた。土佐材

などをはじめ大阪に集められた木材はこのようなわけで

また各地に転売された。なお紀州材は黒潮にのって江戸

深川へ運ばれ，秋田材は日本海から下関海峡を通り瀬戸

内海を経て大阪へ(西回海運),あるいは日本海沿岸の諸

港から津軽海峡を通ったのち太平洋岸を南下して江戸へ

（東回海運）運ばれるようになった。

中部地方の森林地帯の開発は前代からすでに手をつけ

られていたが，このころになると河川改修技術の進歩を

取り入れていっそう進承，木曽・裏木曽(美濃)・伊那・

飛騨の山林はむしろ濫伐の状態になってくる。

木曽山は慶長から元和・寛永までの40年間，盛んに

伐採され，水戸・名古屋・駿府・大阪などの高級用材の

大半は木曽から出たといわれている。寛文期(1661～72）

を過ぎるころから伊那も過伐状態になってきた。飛騨は

元禄8年（1695）以後天領になった。この地のヒノキは

室町時代すでに畿内方面に送られているが，このころに

まず北方の山林が富山・金沢方面に切り出され，ついで

益田川による南方の山林開発が，木曽より2～30年遅れ

て盛んに行なわれるようになった。

一般的にいって，元禄から享保(1716～)にかけては，

商工業が重要な産業になってきて町人階級の勢力が増大

した時期であるが，木材需要の急増や流通範囲の拡大に

よる材価の値上りにより，大木材商人の活躍がめだって

きた。江戸時代前期のこのような時勢にあって，各藩は

いっそう森林を重要視するようになった。藩によっては

留山・囲山あるいは御留木・御停止木などの制度を設け

て，特定の林分や樹種を保護管理した。特に弘前･盛岡・

仙台・秋田・中村・水戸・名古屋・和歌山・高知・山

口・福岡・人吉・鹿児島などの諸藩では林政がおおいに

整った。多くは財政機関である勘定奉行の下に御林方な

どをおいて藩有林の管理経営を行なわせ，あるいは民有

林野の監督や林業の指導を行なっている。

吉野・鼓肥のスギ林，尾灘・青梅および西川のスギ・

ヒノキ林などはいずれも藩の奨励による領民の造林事業

が承のったものであるといわれている。

元禄期を中心とした江戸時代前期はまた新田開発が最

も進展した時代で，全国の沖積地帯はほとんどあます所

なく開拓され，耕地面積は慶長年間の164万町歩が享保

年間には297万町歩と8割増，収穫は文禄の1,845万石

から元禄には2,577万石と4割も増している。明治5年

にやっと3,250万石になったのと比べても，元禄年間に

水田開発がいかに進んだかがうかがい知られる。元禄時

代には蝦夷地・東北海岸・九十九里方面で鰯漁が発達

し，干鰯が肥料として出回り，また，油菜が商品作物と

里
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だけを切り離して売買譲渡できるようになる。こうなっ

てその分割集中が始まると私的所有の第一歩が踏承出さ

れる。そうなったときに，林野の別の利用方法，主とし

て植林が始まってくる。この現象は木材商品化が早く始

まった所にまず起こる。また，ハゼ・ウルシ・コウゾ・

茶などの加工原料作物が林野に取り入れられ，これら産

物の商品化を通じて入会地の分割が進むこともある。あ

るいは，耕地の生産物ワタ・菜種・藍・米などの商品化

が進んでI職入肥料が使用されるようになり，従来自家の

林野から刈倣を自給していたのが不要になって，その林

野に楠林するというような場合もある。

このようにして，寛政期（1789～1800）以後になると

造林技術も進歩してくるようになった。

明治になるとドイツの進んだ林学が直訳的に取り入れ

られ，山林学校で営林規法論とか森林設制学などと称す

る講談が行なわれた。また，美林を多く残した幕藩有林

が主体となって成立した国右林･御料林では森林経営が

模範的に行なわれるようになった。しかし，さきに述べ

てきたように，早くから採取林業が始まっていた土地に

は独自の優秀な森林技術も存在しており，一部には世界

に誇るに足る集約林業も行なわれていて，すでにわが国

の各地には，進んだ林業林学を受入れることができるよ

うな基雛が築かれていたのである。

して大規模に作られ油粕が使われるようになって農業生

産が増大したが，肥料の主体は依然として刈敷肥料であ

り，牛馬の飼料も林野に求めなければならなかった。

寛文期（1661～72）を過ぎると開墾による林野面積の

縮小がめだち，立木柴草をめぐる紛争が多く，その解決

策として「山分け」や「割り山」が各地で行なわれるよ

うになる。原始的な鴎族共同体的な入会ではなくて，封
こものなり

建領主に小物成を納める艇民の入会権が確立したのは

17世紀の後半であった。

木材生産も依然として封建領主の自給用材調達中心の

貢租生産が主であることには変わりなく，林野は一般的

にはやはり艇業生産にたいする補助的役割が主になって

いた。

江戸時代後期になると幕府も諸藩も財政的に行きづま

ってくる｡､藩によっては，財政の立て直しを木材にたよ

るほか，和紙・ハゼ蝋・ウルシなどいわゆる「国産」と

いうものを奨励し，その専売を行なうものも多かった。

このころ，挫業も従来と違い，地主手作的経営よりむ

しろ，あまりゆとりのない小作経営が一般的になり，商

業・高利貸資本による金の威力が加わって貧富の差は増

し,豪農や富裕な町人による土地の兼併が起こってきた。

入会における採取林産物の量が決められるようになる

と年貢負担量も決まり，入会地利用権が表示され，これ

ロ
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ら，密接な関係をもち続けたのである。また神代以来，

立派な老木は神霊の濯（カカ）り給うヒモロギであると

され，周囲の樹林を信仰の対象として尊敬する風習があ

った。「森林を邪魔物視し破壊した時代」と薗部一郎博

士がいう（「林業政策」昭和15年）のは，わが国ではおよ

そ7世紀ごろまでと理解するが，このような信仰を埜に

する森林崇拝と，それに伴う縦種，植樹，造林という事

実は，その時代にも確かにあったものである。

最も，このような植樹を日本だけの専売特許と思うの

は誤りで，ペルシャ，ギリシャ，ローマなど先進国の史

実に残るものは少なくない。もちろん経済的林業として

の造林といえないことは，洋の東西とも変わりはない。

2．社寺が中心の造林

部分的に目立つようになってきた森林の乱伐破壊に対

する反省として，森林を消極的ながら保存しようという

思想が生まれてくる。特に文化の進んだ近溌地方あたり

から，その必要が目ざめてくるわけである。大化の改新

（662年）で王政が再興したわけであるが，8世紀ごろ

から山野の伐木禁止の命令が出てくる。目的は風致保護

が多かったが，用材保存（818年）や水源かん義（821年

保安林制度の始まり）という例も現われた。

しかし造林ということになると，この時代でもやはり

神社や，寺院（仏教伝来以後）との関係で現われるもの‘

が大部分であった。神社のなかには，社殿を持たずに森

林そのものが神座とされる例も少なくなかったから，森

林の維持，復旧や増強は欠かすことができなかったので

ある。

そのような中で利根川口に近い鹿島神宮は，20年に1

回行なわれる修築用材を得るために，クリ5,700本，ス

ギ40,000本を近辺の閑地に植えた（866年)。伊勢神宮

の御杣山，高野山のヒノキ，スギ，マツの植栽も用材備

林であった。

こうして平安朝以前の造林は，神社，寺院，墳墓が中

心であったが，風致保護の伐採禁止から後継樹林造成に

進承，また用材備林や献上植林の考え方さえ出てくるよ

うになったのである。

戦国時代(1467-1573年)やそれに続く織豊時代約30

年は，前時代の延長以上ではありえず，造林的に見るべ

きものがなかったのは当然であろう。戦乱の影響を防ぐ

ための竹木伐採禁止命令が社寺を中心にして，ひんぱん

に発せられているのは興味深い。

しかし徳川時代以降の植林思想への芽生えともみられ

る現象はあった｡高野山は引き続き山林育成に心がけた

し，織田信長は行樹（並木）を植えさせた。また豊臣秀

吉や長曽我部元親などによる，植樹将励のいくつかの事
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1．神話にはじまる造林の歴史

木を植え林を造ることは，すでに有史以前のいわゆる

神代からあったということである。荒らぶる神として定
スサノオノミコトイソタケルノミコト

評のあった素誰鳴尊と，その御子の五十猛命たちが，

「山林樹木播殖」に力を尽くされたと，「日本書紀」

(720年）が記している。

しかし遠藤安太郎博士の考証（山林蝉,大正,0年,,，

12月，同11年3月）などによると，植林の起原は五十猛命
シラギ

とゑるべきであるという。命は新羅（今の韓国）からた

くさんの樹木種子を持ちかえって，これを筑紫（福岡

県）からはじめ，大八洲に播殖して青山にした。そのた
イタキソ

め「有功の神」とされ，和歌山県の伊太祁曽神社をはじ

め全国各地に祭られている。その樹種としては，素燕鳴

尊が韓国貿易に力を入れて浮宝（ウキタカラ＝船）の必

要を捕感されたことから造船用材のスギ，クスなどであ

ったとされる。素諜鳴尊はまたヒノキを宮殿用，マキを

棺桶用などいわゆる樹種ごとの用途区分を示したことで
、

知られている。

支那大陸ではすでに森林がなくなり，尭舜禺湯の名君

がひたすら黄河の治水にうき身をやつしていた時代，わ

が国には永くうっ蒼たる森林があり，大きな災害もなか

ったことを物語るものだという。しかしその後国史が始

まってからしばらくの間は大きな造林をしたという記録

がない。

お墓に樹木を植えて清浄と安静を保つことは古くから

行なわれたようで，皇族や貴族の墓について370年ごろ

には知られている。また神社に寄進する例もあって，股

も古いのに，神功皇后が韓国から戦勝帰還の際，福岡市

近郊の香椎宮境内にスギを植えられたというのがある

（200年)。神社と森林は；風致や尊厳の維持という点か

~
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展開されるのである。

4．造林政策のいろいろ

封建社会では領主と領民との関係に，身分的束縛や労

働力徴発などの問題がある。造林政策においても，遂行

への調達労働が，強制的，課役的，義務的なものである

か，または非強制的，自由的，自発的なものであるかと

いうことが重要なポイントになる。そのような観点から

造林政策のやり方を分けて，次に述べてみよう。

（1）公役造林

これば造林に必要な労働力を，夫役（賦役）として強

制徴発して行なうものである。このような労役は貢租の

一種として，村民の当然の義務と考えられていた。江戸

時代初期には全国的に最も普通な造林のやり方であり，

また全期を通じて重要な役割を果たした。

公役は新規造林にも，また「植継」「代植」といった

再造林にも用いられたが，この方法の一種として，割当

植樹の例も少なからず見られる。

長崎奉行所管内の家別植え付けもその一つである。何

の木に限らず春秋2回に2本ずつ，各自の名前を記した

木札をつけて植え付けさせ，根付かなかったら幾たびで

も植えかえさせるというもので，「木数相増し成長せ

り」として，蕪府が各地の代官にも見習うよう令達した

（1775年)。

鹿児島藩の「人別差杉」や，人吉藩の「春定指杉」な

どは，個人または何人か一組の単位で，毎年規定の本数

を植え挿しさせ，成林までの手入れを義務づけたもので

ある。このような制度は；林業藩といわれる諸藩の造林

推進には大いに役立ったが，その反面領民の苦労も少な

からぬものがあった。

（2）科代（カタイ）造林

科代は過料であり，この造林方法は，盗伐や失火など

への森林刑罰の一種として，早くから各藩に見られた。

森林関係以外の軽犯罪に対しても，役人の一方的な判断

で，竹木の植栽が課された。人吉藩はあらゆる「過怠」

を杉，桧植え挿しの理由にしており，庶民だけでなく武

士にまで及ぼしている。

（3）献上造林

この方法は比較的遅れて発達し，中期以降に見られ聯

末期まで続いた。これは領民（武士を含む）が自費で植

え立てて，手入れの終わったころ殿様に献上するもので

ある。一般に官地民地を問わない。東北諸藩にはほとん
ど全部この制度があったようで，特に盛岡藩の「忠信植

立」はその名も知られているが，領内広く行なわれ，ま

た相応の笈与も与えられた。

殿様に対する報恩感謝を表わすもので，自発的なもの

績が知られている（山内倭文夫：日鑑林行政史概説,昭和

24年)。

3．江戸時代造林盛行にいたる背景

やがて江戸時代（1603-1868年）に入ると，日本の造

林活動もようやく開花することになるが，それが行なわ

れる社会的背最，特に基盤となる土地の所有・用益関係

などを承ておく必要がある。

山野の利用については，かなりよく知られているよう

に，「公私共利」が古くからの原則であった。このこと

は王朝時代から引き続き，鎌倉幕府以降の封建時代にな

っても変わっていない。ただその時盈に，地方豪族なり

荘園領主なり，あるいはまた武家なりが，ご都合主義で

農民たちの利用を妨げ，中央政庁から注意を受けたこと

はある。しかし挫民の営挫や生活に必要な最低限の林産

物は，領主として保障してやることが普通であった。

このことは江戸時代になっても同様である。むしろ藩

財政の強化の必要から年貢徴収を多くするため，燃料，

肥料，飼料源としての鍵民の山野利用にば，つとめて便

宜を図ってやった。

一方，燕領，藩領とも，御林や村持山など，所有・用

益関係は次第にはっきりしてはきたが，個人持ち的なも

のはなかなか分化しにくかった。また今日の所有権のよ

うな観念はなく，すべての山野の上に領有権がおおいか

ぶさったような形であるから，腱民たちが自分の使って

いる土地を勝手に処分する権利はなかった。それだけで

なく，村持山や個人の屋敷林のようなところでさえ，良

木については自由な伐採が許されなかったのである。以

上のような状態であるから,農民(人民といってもよい）

の間に造林をする気が起ころうはずがなく，また必ずし

も起こす必要がなかったわけである。

だから民間造林が目立ってくるのは，社会思想や，土

地の支配と用益の関係が徐灸に変化してくる中期以降の

ことであり，しかも地方的に条件のそろったところか

ら，ということになるのである。もちろん国内平穏状態

の持続に伴う経済の発展，木材交易の伸長といった背景

の整備もあずかったことであった。急激にふくれて最盛

時には人口100万（一説に130万）と称され，当時世界

一の大都市であった江戸は，火事が名物で，何度かの大

火がピッシリ並んだ木造家屋をなめつくし，林産経済発

展の大きな契機になった。

とにかく江戸の築城と市街地形成は，木材需要を大い

に開発し，木材が有利な商品であることを教えた。森林

の多い藩が，当時繊烈だった財政充実競争において，木

材に目をつけたのは当然であろう。こうして江戸時代の

造林は，まず各藩の，あの手この手の造林政策によって
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とされるこの制度も，実際は当時の身分関係を反映して

役人からの働きかけや圧力によることが多かった。

（4）部分（プワケ）造林

人民が土地に造林して藩庁に届け，部分林の認可を受

けて垢くと，伐採時には約束した割合で収灘が分けられ

る制度である。その土地は必ずしも藩有地と限らず民地

でもよかったことは，現行制度との大きな違いである。

分収歩合は5：5が普通であり，分配は立木でもまた代

金でもなされた。

この方法は，これまで述べた強制的ないし半強制的な

方法と違い，人民の経済的動機を利用した点で注目され

るものである。日向の妖肥藩でも，一般人民はこの制度

ができるまでは，スギ材を自家用に使うことなどはでき

なかった。この制度は1700年ごろから，東北地方や九

州地方の多くの藩にゑられたが，わたくしの調べたとこ

ろでは，少なくとも全国36藩にわたっていた。

（5）藩蟹造林

造林饗を藩が支出することによって行なわれるこの方

式は，後期になってから多く採用されたのを承る。しか

し，今まで述べた強制的ないし半強制的な諸施策が，東

北や西南の諸藩に多く行なわれたのに対して，中央部の

諸藩にはあまりなかったから，この藩喪造林が比較的早

くから見られたようである。この事実は，東北，西南地

方では林業力蕪として重要な産業であったことと，封建

的な思想や制度が，これら辺境にどうしても根強く残っ

たということであろうかと思われる。しかしそのような

所に美林と称されるものが，明治以降まで残り伝えられ

ることになった。

もっとも藩受造林が直ちに近代的雇用労働によったも

のと考えるのは早計である。それは造林磯が藩の負担を

伴ったというだけで，その全部がまかなわれたとは限ら

ない。むしろ労銀は弁当代程度のものであったり，費用

のかなりの部分を地元で負担したりした場合が少なくな

い。ことに植見付け2，3年後からは，手入保謹が村民
ゐ義務となることが多かった。

「徳川時代林野制度の大要」（林野庁，昭和29年）から

拾うと，戦録される35藩のうち，少なくとも22藩には

藩費造林と認められるものがあり，公役植栽の17藩よ

りも多い。

また実施年代や人夫賃の実例もいろいろあるが，ここ

には省略しよう。

（句その他の造林方策

江戸時代の幕藩の造林は，ほぼ上記の五つのカテゴリ

ーに入る諸方法で推進されたものと承てよいが，ほかに

も補助的な手段が若干あげられる｡それは一般に助長的，

奨励的なやり方が多い。

苗木の交付，免租，御山の用材伐出の末木枝条の下渡

(伐跡地の杉の入念植え立ての代償に)，伐跡地への切り

替え畑作付けの許可などである。福岡藩では荒地植林に

はその土地を「子を孫之まで適わす」旨の証文が下付さ

れた。もっともその場合でも上木伐採は藩の権利であっ

た。

とにかくこの時代の造林政策には,強権的なもののほ

かに，現在見られるような方法もおおかた含董れていた

し，それらのことから各藩のいかに造林に力を入れてい

たかがよくわかるのである。

（7）特に保安造林について

森林に国土保安的機能を認めて，これを保護しただけ

でなく，竹木を植え森林を造成した事実は古くからあっ

たことで，保安造林はむしろ経済造林に先駆したのであ

る。ことに積極的な造成を必要としたのは，水田農業の

成否にかかわる水源かん菱林と，海岸の飛砂防止林であ

った。特に計り知れぬ先人の造成努力は，後者に対して

顕著である。長い長い日本の海岸線のうちでも，冬季西

北風を強く受ける日本海岸の飛砂防止は住民の生存にも

かかわるものであった。

世界的に有名なフランスのガスコニニ海岸砂丘の，プ

レモンチェーによる飛砂鎮定の成功（1786年）は，わた

くしも先年一見して，お世辞抜きに賛辞を呈したところ

であるが，日本にも，それに優るとも劣らぬ海岸砂防の

実績があった。1万haの沃田と5千の人家を保護して

きた，青森県津軽の屏風山は，屏風山松仕立見継（ミツ

ギ）役野呂武左衛門らの何代にもわたる辛苦の賜物であ

った。鹿児島県薩摩の吹上浜は隠見廻役宮内善左衛門ら

の，これも何代かの献身によって成った。

多くの藩では奉行や諸役人の不屈の努力によったとこ

ろが大きいが，名主，庄屋など村役人の名も没すること

ができず，実を結ぶまでの地元住民たちの苦難耐忍がそ

れをささえたのである。砂の猛威に抗して，砂留め緑化

に成功す?るまでにはまた，少ながらぬ創意工夫が必要で

あった。数灸の功労者の名とともに，「郷土を創造せし

人盈」（大日本山林会,昭和9年）がそれを教えてくれる。

5．民営造林

幕藩体制下の人工造林が，封建的強制をテコにして推

進されたことは疑いないところであるが，また地方的時

期的に承るとき，経済的動機特に商品生産を目的とした

領民による造林が，芽生えかつ成長しつつあったことも

否あない。もちろん部分的な現象ではあるが，封建制度

とは相容れないはずのそのような経済行為も，各地にひ

そかにくすぶっていたというだけでなく，領主が認容

含
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前期が造林技術の勃興時代，中ごろが発展時代，後期が

完成時代といってよいとする（『江戸時代の造朴技術の史的

研究｣昭和16年)。植林のことを説く樹芸書が目に触れる

ようになったのは元禄年代で，宮崎安貞の「艇業全蓄」

は元禄10年（1697年）に公刊された。素朴な造林技術

はこの時代に始まって，末期にほ一応の技術段階に達し

えている。挿し木の技術はすでに徳川初年に知られて，

その後九州地方では普通な造林法とされた。山林保続

（当時は相続という）の思想を発展させて輪伐（廻り伐

りという）のような施業技術を説くものも出てきた。

造林経営の技術を進めるに一役かつた先覚者と業績を

拾いあげてゑ･ると，一般に経済学者や艇学者が，林業を

その研究や著述の中に扱ったという形が多い。また家

老，奉行，代官といった役職者が，行政官の立場で，指

導要領として説いたものも少なくない。

前期において渋江政光（秋田藩家老)，松平定綱（伊

勢桑名藩士)，山鹿素行（町学者)，宮崎安貞，貝原益軒

（ともに福岡藩士)，熊沢蕃山（岡山藩士)，中期には陶

山鈍翁（対馬厳原郡藩郡奉行)，察温（琉球の人で大臣

になった。「林政八書」の著者)，田中丘隅，蓑笠之助

(ともに瀞府の代官)，後期になると賀藤景林（秋田藩

士)，佐藤信淵（経済学者でその育林技術は「種樹秘要」

や「草木六部耕種法」によって知られる),大蔵永常(艇

学者)，山口顕喜（仙台藩士)，栗谷川仁右衛門（盛岡藩

士）など多数にのぼる。

育林経営の実行で成果をあげた人にいたっては枚挙に

いとまがない。前期の津軽信政（弘前藩主）は先に述べ

た屏風山造林の推進者であった。後期になると白河藩主

松平定信の83万本の植林，熊本藩山支配役木原才次の

130万本の杉増殖など，スケールも大きくなる。妖肥藩

の野中金右術門も妖肥林業を今日あらしめる立役者であ

った。庄内藩の曽根原六蔵は一領民でありながら240町

の海岸松林の造成をやりとげた。
？

明治'5年の山林共進会は，全国の「山林蕃殖の実績｣0
あるものについて，地方庁からその内容提出を求めた。

出品人員総数実に2,430名，そのうち「有功者」として

558名を選び授賞している。熊沢蕃山が特別一等賞に推

された。蕃山は治山治水に砕身尽力し，日向産のマツを

もってくるなど，良種のマツを繁茂させ，はげ山植林を

実行し，その後200余年間の栽培保誰の周密な恢行を作

ったというのである。

このような人食によってわが国の造林は，江戸時代末

ごろまでに，その技術と成果とのかなりの段階に達する

ことができた。明治以降の日本の育成林業への軌道が敷

かれたのである。

し，かえってそれを税源拡大に利用したことがうかがい

知られる。

確かに蕪が林政に力を入れ，用材独占政簸をとった地

方では，民間の造林はがえって遅れたが，反対の場合は

蕪藩が租税徴収の方に力を入れただけで，林業実践は地

方民にまかせた。近畿の吉野，北山，尾雛東海の天

竜，山陰の智頭や関東の西川，青梅などは，こうして前

期の寛文年代（1661年一）ごろまでに生まれていたので

ある。九州の小国，日田などは，だいたい中期に入って

からである。

以下古い林業地の創始年代を掲げよう。

｡

凸
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名
一
山
竜
野
登
肥
鷲
頭
川
梅
国
田
武

県
一
京
静
奈
石
宮
三
鳥
埼
東
熊
大
千

創始年代

1394～1427

1469

1501

1584

1623

1624

1625

1661

1661

1728

1735

1763

備 考

スギ，（台杉仕立）

スギ，ヒノキ

スギ

アテ（挿木）

スギ（挿木）

スギ，ヒノキ

スギ

スギ，ヒノキ

スギ，ヒノキ

スギ

スギ（挿木）

スギ（挿木）

地
北
天
吉
能
妖
尾
智
西
青
小
日
山

名
一
都
岡
良
川
崎
重
取
玉
京
本
分
葉

《
）

〃

もっともこれら民林業の創始年代の数字には問題があ

る。一応その地方でス孝やヒノキの植え挿しをしたとい
う記録から唱えられる場合もあろうし，ある程度の造林

の実織ができた年代であることもあろう。そのあたり不

明確なことが多いからおよその数字である。いずれにせ

よこれらは途中で消えてしまわず現在まで著名であり，

その技術にも見るべき特徴があることは興味をそそる。

たとえば吉野林業といわれるものが成立するのは，こ

の数字よりもっと後年のことになるはずである。また吉

野林業を特色づけた借地制度は元禄年代（1688-）から

であり，声価を高めた樽丸生産は享保年間（1716-うに

始まる。

以上の造林活動も時代の推移につれて少なからぬ消長

があった。第8代吉宗は歴代中最も造林に関心の深い将
軍であったろうとし､われる。また第11代家斉の天明～

文政の時代（1800年前後）は，諸藩の財政窮乏脱却のた

めの努力が造林面にも反映して，江戸時代中おそらく最

も造林盛行の時期であったろう。造林事業の消長に符節

を合わせて，苗木業のそれも一進一退したという（鳥羽

正雄：森林と文化，昭和18年〕。

6．造林を進めた技術と人

徳川宗敬氏は江戸時代約270年を通覧して，およそ，

.魚］
一

匠■
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1

肝 煎文書よりみた
を

佐竹林政の一断面
■男

長 岐喜代次
〔秋田営林局・管理課〕

おやまもり

し，藩より命じた者の先端は「御山守」であった。御山
きやまかた

守には木山方（現在の営林局級）より命じられた者と，

村落から雇い入れた者との2種類があった。いずれも公

吏的性格を有していたが，村落から雇い入れた者は，身

分も低く，中には一時的な雇用にとどまる者もあって，
ないやまもりない承つぎ

「内山守」または「内見継」といっていた。

木山方より命じた御守山は，その数が91人，見習2人
悪ち

山見継人14人，合計107人であった。一人扶持以上七人

扶持以下（一人扶持は3斗入米年六俵）の給米または，

若干の給金を与え担当区域を定めて常時巡回させた。
どうざん

銅山木山方より任命されたのは6人で，現在の鷹巣，

米内沢，阿仁，上小阿仁営林署管内が担当区域であった

ので，一年に平均して4度ぐらいしか巡回できなかった
まかない

ようである。瀧村ではその都度労力および賄を出して

いる。
おとめやまかたづけやま

寛政6年（1794）6月の御留山ならびに銅山片付山

書上帳によれば，

一
室

1．はじめに

秋田杉が全国的に知られ，その名声を博していること

には，歴史的背景があることを忘れてはならない。

佐竹藩以前の林政の記録はつまびらかでないが,豊臣

秀吉が居城の改修築用材を大量に，長木源（大館市）よ

り出材しているのを承ても，当時すでにうっ蒼たる森林

におおわれていたことがわかる。さらにさかのぼって平
ほった

安時代(800～1100年ごろ）には，スギの角材が払田の柵
くる熟だて

（仙北郡仙北村）および胡桃館（北秋田郡鷹巣町）の埋

没家屋に使用されている。また，近年になって由利郡仁
うもぎ

賀町のたんぽからは，秋田杉の埋れ木が発掘されたが，

これは3000年以前のもの（付近から出土した縄文土器

より推定）とされている。

以上のように，秋田杉の歴史はまことに古いものがあ
よしのぶ

るが，本格的に秋田の林政を行なっ‘たのは，佐竹義宣公

が，常陸から秋田に入封されてからである。秋田入りを

した当時は，手入れの行き届かない原生林でおおわれて

いた。水戸の雄藩から，開発の遅れている秋田に転封さ

れた佐竹藩は，移転による諸経費で藩の財政は窮乏の状

態であったので，財源をこの豊富な天然資源の利用開発

に求めた曇ことは当然のことであろう。

現在の秋田杉は，佐竹林政の保護政策がそのよるしき

を得た所産であることは，あまねく知られているところ

であるが，これは藩の一方的な政簸とは受けとることが
ふもとむら

できない。そこには麓村を主体とした地元民衆との深

いつながりがあることを見直す必要がある。

いま，北秋田郡鷹巣町七日市に伝わっている，膨大な

肝煎文醤の中から珍しい数例をとり上げ，佐竹林政の一

断面をながめてみることしよう。

車ゴ

一銭拾四貫文 右ハ御山守壱ケ年三四度五六度も

廻山致候，平均壱ケ年弐人つつ四度

の積，但壱廻山七夜つつ，昼食酒代

共二壱人壱夜弐百五十文つつ手扶持

（自分持）二而廻山致，惣郷承知候

得共，先年より御賄二御座侭

右廻山日数六日，壱人先立人足三人

肝煎代壱人共二四人つつ，但次村へ

送人足同

右ハ能代御足軽衆弐人，弐三年二壱

度有之候，逗留ハ十三四日廻山致候

此人数弐拾六人，壱人壱夜昼食酒代

共二弐百五拾文つつ十三四日分，御
はたご

旅篭代受留ハ指出申候得共，右銀相

渡不申候b

L

一人足九百六拾人

一銭六百五拾文

2．御山守等の山曲がり

佐竹藩の林務組織は，文化年代において判然と確立

－41－
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下げ停止，年貢米の増徴があったので,輔体の発生を鰔

度に恐れていたのはもちろん，事の次第をるる説明を加

え，できるかぎり表沙汰にならないように，御内聞にし

てくれるようにと懇願をしている。

次に特異なものを2，3紹介することとしよう。

(,）文化元年（'804）子四月能代御役所へ指上候扣よ
おそれながら

り。乍恐口上醤を以て奉願上候御辮

（前略）

一.右徒伐の第一ハ,杉皮はぎ候て其上二伐取申事二御座

候。右皮はぎ御吟味ハ春土用過より六月造の徒二御座

候。右皮はぎ候者ハやに付候てハい力程洗候ても，秋
いたづら

中まて見得申もの二御座候。奥見内沢，坊川沢の徒ハ

南比内中野村並二大巻村，谷地中村，笹館村，八木橘

村，寺崎村，泉沢村，小坪沢村に可有之と存じ奉り候

問兼ねて右村ムエ仰せ付けられ差し臆され，御山守不

時二，拾五歳より六拾歳造の男子，手を改め候はぱ
とがにん

誉人相顕われ申すべくやと存じ奉り候・

（中略）
むきより

当村枝郷御留山向寄の村々も御吟味成し極かされ候様
なた

に成し下され度候。皮はぎの儀ハ青葉山二山刀音もな

き徒二て，日幕より背負出候得（いか様に吟味仕候て
ゆきづま

も見顕申すこと粗成らず候・手を改め候にﾊ行詰り申

すべくと存じ奉り侭皮をはぎ候には，至って能き杉

ばかり二御座偶いケ程出精仕候ても御山の立申事二

御座無く候間，恐を願り歌ず申し上げ奉り候事。

（下略）

文化元年子四月十二日

七日市村肝煎甚助

同村長百姓久蔵

（以下略）

③文化十年（1813）酉五月徒伐過料銭上納日延願

乍恐口上書を以て奉願上候御事

一．当所支郷門ケ沢村，臼沢地の御百姓共八人杉徒伐の
しかり

儀二付，春中より掛り奉り御苦柄候二付，御呵仰付ら

れ恐入罷有候処，当廿四日当人共御免仰渡され，有難

き仕合せに存じ奉り候。然らば春中右並に郷中えも過

料銭上納仰せ付られ候得とも，極窮の御百姓共にて，
さくくえ

作喰も持申さず者共に候得ば，此の節出銭相及び兼ね

候。郷中とても当用相弁じ兼ね候躰に候得ども，不融

通に付，借方も相弁じ兼ね，致すべき様御座無く偶

恐れ乍ら御慈悲を以て当秋新般斑出候節まで日延上納
せんだって

ニ仰付け下され度願上奉り候。先達より願上奉り度
しかり

く存じ候得ども，御呵中故罷上り兼ね，此度願上奉り

候御事。

右ﾊ能代御舗浩人廻山,弐三年＝
壱度有之，逗留十日計り掛申候。賄

含壱人壱夜弐百五拾文，但其人二寄

り御旅篭代昼食二百文つつ相渡候事

も御座候。

いたづらもの

此外不時徒者吟味，野火消人足ハ

年二寄候故，指積不申候。

一銭弐貫五百文

■

（中略）

銭〆三拾七貫文

人足合千七拾六人

（以下略）

r’

とあるごとく，山守は年に数回しか巡回しておらないが

詳細に山を調べたもののごとく，青木（杉，ヒバ等）は

胸高回り1尺(33cm)以上は毎木も調査し，それ以下

は小杉何百本と記入して，各小沢ごとに林帳に記録して

いる。

《
）

とばつ

3．徒伐（盗伐）の記録

佐竹藩の林政は，鉱山と農業に併行して行なわれた重

おじきやまうんじようやま

要政策の一つであった。すなわち御直山，運上山，

その他藩が管理経営する山林の管理，保護は文化十年

(1814）の被仰渡により，勘定奉行が事務を統轄したが，
きやまかた

実際に林務を掌握したのは木山方（久保田町現在の秋

田市にあった)，能代木山方（能代町にあった)，などに
とりたて

腿仕した吟味役であった。この下には林取立役がおり，

山林の取り立て，すなわち，造林ならびに保護取り締ま

りに関する事務を取り扱った。なお村之には御山守をお

き，山林の保護取り締まりや造林に従事させた。さらに
ふもとむら

御直山の保護は麓村にも責任を負わせ，盗伐などの防
まぐきこえぐさ

止はもちろん秣，肥草などの生育をよくさせるため
はやしやく

の，山の地焼きをする場合にも林役に届出させ，厳重

な取り締まりのもとに実施させた。
あおき

青木と称するスギ，ヒバなどの針葉樹はすべて官用に
りょうゑん

供するもので，一般領民の伐採は禁止され，また，薪

材を採取する場合にも針葉樹の損傷を防ぐなど，十分の

保護を命ぜられた。

以上のよ蕊うに歴代の藩主は林野に対して厳重な保護管

理に努めたが，山奥における盗伐は絶えなかった。それ

は零細な営承，貧困な生活をささえるためのものが大部

分であったようである。

森林の保護管理は，麓村に対しての至上命令であっ

た。一件の盗伐が発生すると，それは自村の者であれ，

他村の者であれ徹底的な調査は,麓村の肝煎に義務づけ
られていた。常時における保護管理のための回山を怠

り，盗伐が発生したときなどは麓村に対して薪材の払い

ｇ

△
鑓
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薪伐り登山人別瞥上ケ覚の一部

弘化2年巳3月，横渕村の肝煎長岐堅次，同村長百姓の久四郎，権兵術の連名で，御山守茂一

郎，武助に出された文書である。上段に符号，下段に名前が書いてある。

ゆ

儀仰出され候に付，格別相宥るされ，一村挑い仰付け

られ候・

《）天保二年（1831）秋田，山本二郡排

秋田郡七日市村支郷

黒森村彦四郎

自分儀去る四月中，御直山黒森源二て杉元木弐尺廻より
わかゑづおけ

四尺廻りまで拾本徒伐いたし，若水桶拾五栫え同十二
くそおけかたいた

月中米内沢村市二て売挑い，外で尿桶壱つ，片板五間取
かつぎ

運置候処，擴御山守に見当り訴申出候につき，御吟味成

憧され候処,其方霞鑿島趣き申候｡青木徒伐御制禁の
儀ば心得居りながら，大膿不届の至りに候・依て厳に処

ぢぬし

瞳せらるべく候得ども相宥るされ，其村地主方へ預置さ

れ候片板御引上げ，秋田，山本二郡挑成させられ候。
な重くぴ

青木一本と生首一つの交換であるとの厳重な保謹政策

は，徳川幕府のとった林政の一端であるが，わが佐竹藩

ではその事例がい蓑だに発見されていない。

隣藩である弘前藩では，元禄八年に青森町長兵術が，
たなぶ

青森へ持ってきた材木が，田名部の庄右エ門と申す者の
とが

材木であると偽ったことの科によって刎首されている。

文化年代に，佐竹藩が徒伐などによって処分した刑種

は次のようであった。

(1)臓品引上げ，②遠慮又は叱責（士籍以上祠官，僧

侶に対しては遠臘，農民に対しては叱讃）
つく･ないうえ

(3)過料金徴収，(4)償植（伐木の10倍以上100倍以下）

乍恐右の趣宜様仰上られ，困窮の村居御救下され度

上奉り候。巳上

文化十年酉五日

小野崎武兵衛殿文蔵

久蔵

（以下略）

(3)文化十三年（1816）奥見内沢徒伐二付願書，達瞥，

御叱，その他

覚

七日市村内見継善吉

善四郎

右者当春中門ケ沢において青木徒伐これあり，右徒人
からめとしんろうほ

鰯捕り候刷り，辛労致し候に付，御称めとなじ壱人に

付き銅銭五百文づ呉木山方より下し置かされ候b以上

文化十一年戌十月

林取立役

＠

秋田郡七日市村

枝郷臼沢村

権八

右者御留山奥見内沢の内臼沢において,杉弐尺廻以下
こんやぱいむらかた

五本徒伐いたし，紺屋灰焼出し候段，村方より給米諦

取，内山見継をも相努めながら芳不届の義に付，厳重
よろこび

に仰付けらるべ･く候処，今度江戸表において柵l微の

■
４

，筆
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き義無之候故，此以前も相断り候得共，今以て流木有

之節ハ徒者立廻候様に相聞得候。価て此度猶相断り，

若捕置候はぱ弐貫文の過料指出なすべく候。尤も其上

右過料にて田畑家屋倣斑挑候て不足の節は，郷中より

弁じなし申すべく候。

右過料は徒者捕え候者に呉れ申べく候。
くだなが

一・滑流しの義は一躰御停止のものに候へ共，近年間盈

右徒者有之候。左候得（川の虫御田畑へ上り候と申唱

え亦ハ長雨，洪水等も有之ものよし申唱候。向後秋彼

岸以前に滑流し有之候ハ，左の通過料申付べき事

一・滑流し致し候者壱人より壱貫文づつの過料指出すべ

く候。当人相知れず後日に滑流し致候段相聞え候はぱ

其地形役として家並に弐百文づつ過料差出し申すべく

候。川両向に村居有之処ハ，両村より過料指出申べく

候・
きっと

右之通り急度相守り申べく候為，其印形致書付差上

申侯。以上

寛政三年亥八月

右之通り村,々寄合ひ之を相定め，御百姓共残り無く印

形致し，書付七日市村に指置申候。

以上のように村之が寄り合って，きびしいとり決迩を

なし，御直山に入山して薪を切り，そして滑流しをして

いるが59人もの人数であるので，間違いを起こして粉

争をきたさぬように各人ごとに符号を決め，これを書き

上げて山守に届け出で，薪の断面に刻象つけて川流しを

し，川下の揚げ場で水暢げをするときは，この符号どお

りにえり分けて各自の持分を明らかにしているのであ

る。

前出の写真は，弘化二年(1845)三月に取り決めして，

御山守に届出でした，薪伐り登山人別書上ケ覚である。

⑤村挑い（郷挑い）(6)郡梯い，②国沸い
ノ

4．薪流木についての取りきめ

薪は古くから米につぐ生活の必需品であった。いまか

ら250年ぐらい前までは，公山と私山の区別がなかった

ようであるので，自家焚用の薪も自由に採取できたが，

享保元年（1716）林役湊伊兵衛，豊田弥五右術門の山林

取立に関する意見書が出されてから，公私山の区別がで

き薪の採取は自由にできなかった。青木の取り立て，す

なわち青木の保護撫育が麓村に義務づけられるようにな

ってから，その代償として自家焚用薪は無償で伐採が許

された。しかしそれは一定の区域が定められ，日帰りに
なた

よる斧伐り,男伐り程度のものに限られていたのである。

冬季間伐採をして，川の側に積んでおき，春の雪融け

水，秋の出水等を利用して自分の村まで管流している

が，その流木の申し合わせも非常にきびしいものであっ

た。

寛政三年（1791）の薪流木につき村を申合によると，

定 ，

薪流木の儀ハ，先年定も有之候へども，年久しき事故，

ま雷心得違も有之様に相見得候。薪の儀ハ御百姓身上に

拘り要用の品に侭且つ右取扱について，御百姓趣意等

残し候てハ是又不容易事に候間，猶此末相改め左の通り

定め置き候。

一・薪其村暢げ場通らざる木は，壱丁たり共水揚げ致さ
シ

ず筈，揚げ場通候木は，川下もの村公にて水揚げ致
かわづら

し，人別限り木数相改込，定の川耐旨出申す筈，川上

川下入込流し候節ハ，其節木下しに参候者出渡り水揚

げ致，手前の木に無之分ほ，川面ら無しに相返し申す

筈，揚場不通候ても田畑へ上り候分は其所に積欺置

き，其場所見なし候て川つら請取申す筈，組合の分は

川下も二ても水揚げ川面無之筈。

一・寓黒村より上ミハ，如何程の洪水にても薪へ手を入

申まじく候・万壱薪を揚げ候者見当り亦ハ吟味の上出

候は朧，定の通り行ひ其上迩斗申付くく候

一．右薪村居へ取り運び隠し等致候者は，右薪を背負え
さらし

なし，村盈晒し候上弐貫文の過料申付くく候・若し畑

亦は野山へ隠し候て見当り侯はぱ，其時の家数より壱

軒に付弐百文宛の過料申付くく候・価て洪水の節其村

の地主長名出渡り，出精吟味致すべく候。

一．右の通り相定め候ても，徒者有之間じき事にも無之

候間，床しき処は肝煎地主へ断に及ばず家蔵共に屋さ

がし致すべき事，見当り候得ば前者の通り晒し候上過

料申付くく候・

一．小森村ハ川目通りに御田畑無之候得共，立障り申べ

1■
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5佐竹藩主の地方巡回記録

佐竹藩主は時折り地方へ巡回して，鉱業，農業，林業

の督励をなし，地方領民との融和を図ったようである。

わたくしの郷里北秋田郡七日市村も，地方巡回の際の
J:しただ

拠点であった。四代藩主雛格公が正徳三年（1713）八月

に449人を引き連れて一泊されており，また文化六年
よし

（1809）九月には，中興の名主とうたわれた九代藩主義
まさ

和公が，308人を引き連れ御一泊なされている。

御渡野御用日記によって，その一部を紹介しよう。

（前略）

一・七日市御着ハ七日七つ半頃(午後五時ごろ),暮に及
ちょうちん

び天氣能く，岩脇村上の坂より御提灯也。御案内提

灯五拾程出す。御通拝見の者は，かむり物は勿論敷物
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ならず,年令八拾以上の男女は敷物御免ニて，拝見の
者より進居候様仰付られ候・

（中略）
あさか熟しもわきざし

一．御案内肝煎麻祥，脇指にて股立高く取り，素わら
おとな

じにて村境より村境まで，外に長百姓両人股引杖を突
おともぜい

き，肝煎より少し先き両脇へ立ち，御供勢より五六間

御先へ進承，当所川端より御本陣造，翌日は白坂峠小
もんつき

森境迄，御案内の者衣類は花色紋付，浅搾は花色小

紋，外色は相成らず物のよし心得申すべき事なり。

（中略）
うちごしらえ

一．御座敷内栫に用意候千年杉，中畑村堤谷地より右村
とこの主

御百姓茂左エ門子共見出し候。買求め床間落しがき，

四方柾目釣柱，床縁，地板，障子鎌手,額,戸ぶち等，

柾目能き木は壱寸の内に三拾筋余有之，珍らしき木に

て，木目称見事に候故，右木の内能き所弐丁残し置き

献上仕度段申上候処，右木御座敷栫に有之，御上覧な

し遊ぱされ候間｡鵜臘かり申上候様仰付けられ左に
申上げ候。

一．長六尺五寸，幅弐尺六寸，原七寸壱挺

一．長七尺幅壱尺四寸，厚七寸壱挺

巨木があった当時でも，かような柾目の細かくそろっ

ていたスギは珍しかったと象え，義和公よりお賞めがあ
ぜんばん

ったので，献上方を御膳番を通じて申し上げたところ，
むしろどろ

願の通り献上を仰付けられ，翌春3月6日，花莚に泥
だい

台をつけ，大きいのは6人，小さいのは4人持で秋田ま

で持参している。

（中略）－

－．御賄は兼て仰渡せられ候通り，豆腐汁，塩鮭の類，

切身，塩物に限り申すべく，御供の面盈へ酒一門指出

間叛と仰渡らせられ候得共，御扱慶蔵様御内意にて膳

奉左の通り。

七日夕飯献立

’'せん大根

同にんじん

“鴬“緋|鱸
海老

-腹ら子

｜窪”。平

｜灘"．｛灘：“寝。引而
＆

同八日朝献立

すずき

」Ⅲ鰄の味噌づけ 御汁{
豆腐

山ふき

｛鯉．,“
ちよく・

猪具

さし承

一・御老様へは二の汁御酒肴にも指味，焼魚，御吸物指

上候。其外は御上下差段なしに御賄相勤め候。

一．御前御用御者，青物御買上げ仰付られ左の通り，
はっだけ

一．初茸一．菜少を一．玉子一|‐

－．鮎七つ
ほうちよう

右之通買上御代銭下し置され候・肴は鉋丁入候ては

御用立用さず由，時節の心掛申すべき事。

（以下略）
こんだて

殿様へ差し上げる献立としては，まことに簡素きわま

るものであるが，領民の生活に迷惑をかけまいとの義和

公の御心づかいが忍ばれる。

6．おわりに

かつて無尽蔵を誇っていた秋田杉も，あと10年足ら

ずで文化財的存在となろうとしている。明治25年以降

昨年まで伐採された秋田杉は,2,820万In3の大鉦に及

んでいるのをゑても，社会的に貢献した功績陣まことに

大きいものがある。この豊富な資源は，佐竹林政の善政

と，地元民衆との深いつながりによる所産であった。親

から子へ，子から孫へと受けつがれてきた宝庫をわれわ

れの世代で切り尽くしてしまうのはまことに忍びない。

秋田杉も若い世代へと移り変わりつつあるが，古きをた

づねて，そのよさを取り入れ，よき林政の下に天然杉に

劣らぬ美林を後世に引き継ぐのが，現在のわれわれに課

せられた大きな責務ではなかろうか。
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〃
里

一
、
智

ングなどはその最たるものではないでしょうか。エンジ

ニアリング＝工学と訳されてはおりますけれども．…

□どのような科学的な成果を利用しようが，ある目的を

達成するために最良の手段を行使して成果をうることが

技術であると考えるならば，'60年代の林業技術の進歩

にはやはり大きなものがあったし，この10年とはまた

違った意味において激しい変革が予想される'70年代に

はよりいっそうの進展が画られねばならないと考えま

う･も（八木沢）

鯵編集室から・・葉野繍未龍鰯
な連がりをもって営まれて来たかを，知っておくことも

必要であろうと考え，有史以前のわが国の森林がどんな

状態であったろうかということから，商品生産を目的と

して植樹が行なわれるようになったころまでを，諸先生

にお願いして特集して承ました。

口林業個有の技術は徳川時代以降，今日まで大きな変化

はないではないか，林業には技術といえるものがあるの

だろうか….などという間がしばしばされるように思い

ますbたとえば，伐木・築運材作業の簸近におけるすば

らしい能率の向上は，林業独自のものではなく，いうな

れば機械がよくなったからであって，これは林業外の技

術の成果であり，林業技術の成果とはいえないのではな

いかというような識

ロ近ごろでは,従来の一般的な意味における投術の範ち
ゅうからは承出しているといえるような技術なるものが

脚光を浴びつつあるようですもシステム・エンジニアリ

ユ
」

〆

昭和45年1月10日発行

林業技術第334号

編集発行人装輪満夫

印刷所合同印刷株式会社
ニーーー一一一－一一一一一

発行所社団法人日本林業技術協会

東京都千代田区六番町7（郵便番号102）
砥雷（261）5281〈代)～5
〈振讐東京60448番）
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TEL(01936)2-3333

岩手県下閉伊郡新里村刈屋
TEL(019372一半自動)55･56･75

本社・エ場

⑨足立ベニヤ椎式会粒
宮古エ場

(岩手営業）
刈屋エ場
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昭和45年元旦

’

■

国土をみどりに－

明日の富を育てる
｣~

名古屋営林局
名古屋市中区三の丸2丁目6番1号

TEL(941)6121代表〒460
－
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謹 賀新年＄
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昭和45年元旦

空中写真撮影。空中写真測量
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三井物産称業撚式会社
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本店東京都港区芝琴平町26番地
（第二文成ビル）電話（503）4771

支店北海道札幌市，三重県松阪市

出張所（北海道）旭川，帯広，苫小牧，平取

（三重県）津，紀伊長島
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謹 賀新年
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盃
一

山
曳
ｒ
Ｈ
０
ｏ
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ｂ
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凸

昭和45年元旦

○樹木を大切にしましょう

○火気に注意しましょう

○野鳥を保護しましょう

酌
７
１
宮
も
小
ｊ
附
則
け
る
爵
も
９
９
劇

ｈ
ザ
軒
○
噌
斑
Ｈ
ｈ
１
川
角
員

、
《

大 阪営林局

局長稲

総務部長平

経営部長飯

事業部長秋

０

官

孟

醐

肥

ｑ

ｒ

■ 稲 垣元宣

平井義徳

飯盛文夫

秋葉公

1

～
’
１
１

一

明けましてお目出とうございます

国有林の地図を整備させていただいて22年目の

元旦を迎えることになりました

ますます勉強して林野行政に役立つ

森林図を作る決意でおります

どうか皆様の御指導をお願い申し上げます
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Ⅷ
Ⅶ
１
１
川
州
Ｍ
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昭 和45年元旦

国土地図株式会社
本社東京都文京区後楽1丁目5番3号善隣ビル
電話東京（813）3416（代表)～3418
郵便番号112

工場東京都新宿区西落合2丁目12番5号
電話東京（953）5879．5880
郵便番号161

１

１
１
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森 林調査測量

航空写真撮影

航空写真測量

頚羅,‘耐』k

ボーナスは
貯金の王様

お徳用定期へ

ダ

I

《
一

東日本航空株式会社I
本社埼玉県北足立郡新座町野火止2256
TELO484(71)2555代～9

営業部東京都豊島区西池袋1丁目15番2号
東武会館別館ビル5階
TEL.03(986)1871代～3

営業所札幌，仙台，大阪，九州

貯金は､赤い看板の

I

謹 賀新年
森林調査に最適の基図として

正射写真地図をお椎めします

■

ﾄ

１
１
１
１
日

公

◎豊富な情報をもたらす安定した画像

◎1級図化機とオルソプロジェクターGZ-Iiを

直結した高精度の写真地図
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酢東 洋航空事業株式会社
東京都豊島区東池袋1－25－1日火ビル（987）15副

営業所札幌，仙台，名古屋，大阪，広島，福岡
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謹 賀新年量

昭和45年元旦÷

キ
モ
ト
シ
ス
テ
ム
の
第
二
原
図
は
精
度
が
高
い
Ｉ
″
．●

カラーコピー
ポリエステルフイルムをベースとし,カラフルな感

光届（マゼンタ，シアン，セピア，グリーン，イエ
ロー，ブラック）と図書き性の良いトレース層（サ
ンドマット）を有した新しいダイレクトタイプの第
二原図フイルムです。

ミクロポジ
トレーシング図，ケント紙原図，印刷図などからコ
ピー用の図面を作製する場合トレースを行なわず特
殊な写真法で作製する〃無伸縮で破れないポリエス
テルフイルム〃の第二原図です。

又使用目的に応じてブラック，セピア，ブルーの三
色があります。

ミクロコピー
透明な図面から直接真空プリンターで密着して，ポ
ジポジ法で複製する無伸縮ポリエステルフイルムの
第二原図です。又使用目的に応じてブラ､ソク，ソフ
､トセビア，ダークセピアの三色があります。

|,:参!：蝉総…匙…蕊I感蕊壷譲謬銀§観｜

ダイヤマット
ポリエステルフイルムの表面をサンドマット加工し
た無伸縮トレーシングフイルムです。

ミクロトレース
ボリエステルフイルムの表面をサンドマット加工し，
更にその上に図書き適性の優れた均一微細なスミカ
ルマットを行なった二重マットのトレーシングフイ
ルムです。

クリヤコピー
ポリエステ･ルフイルムをベースとし，表面にはジア

ゾ層光層，裏面には透明度の高いトレース層を施こ
した新しいジアゾフイルムです。

〃
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信
頼』

《

〃
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一
一
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鳳到 き毛と株式会社

本社

大阪営業所

東京都新宿区新宿2丁目13番地TEL(354)0361(代）
大阪市南区上本町4丁目613番3号TEL(763)0891(代）

I
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農林出版株式会社

壷105・東京都港区新橋5-33-2．電話(431)0609,3922．振替東京80543番
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旭川支店

旭川工場

築別工場

札幌営業所

帯広出張所

大阪市南区北炭屋町17番地

旭川市緑町17丁目

旭川市緑町17丁目

苫前郡羽幌町築別

札幌市琴似町発寒707

帯広市西四条南17丁目
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松くい虫その他穿孔性害虫に
駆除予防剤T-7.5乳剤A

強力駆除剤T-7.5油剤2号

誘引剤T-7.5_E

誘殺剤T-7.5_G

鰯井筒屋化学商事株式会社
熊本市花園町108

電話代表熊本局（52）8121番
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同級唯一の130馬力｡新鋭を加えシリーズはさらに充実／

新型ｾドﾘｯｸ新顔壹請!！
スペシャルGL/スペシャル／カスタム／ﾉく一ソナルDx/"<一ソナル／スタンダード／ワゴン／ﾉくンDx/ﾝくン

また、10～15馬力もパワーアップして

2000c,セダン唯一の130馬力(騨争)と

悠々たる<余裕馬力>です。大きく力の

強い車こそより安全で、より気楽一

ｾドﾘｯｸが大型ドﾗｲプを実現します｡

最高の豪華仕様〈パワーインテリア＞

を標準装備した､高級車の中の高級車

くスペシャルGL>、大型オーナーカー

<パーソナルデラックス>、これらの新

鋭を加え新型シリーズはさらに充実／
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東京営林局 東京都品川区上大崎2の24の6

電話（429）9151（代）

局長

総務部長

経営部長

事業部長
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ナマの証言でさぐる'…･…・
祇券投資の新しい情報／

1

芋8－ピ轍凱

経済ざっくばらん
錐l丹撫詮も庵圭0F・唾《弦梯・淌沸穿勺・
一十りだム吟ど．その紬噸で磯離して
・・華〃勿生､加州§しよす.
ぷっくばらん心鮒親”華かから．延継批
迩の緬卜脅蝿ろ出色防飢睡寸．

秒11暇u1k削加－10M㈹0分収賦、ナィ’
2ネル，大殿4チキン＊ル瞳

勘考た醗瞳演脳舟

日本勧業角丸証券
哩旗低中央I“!“鶴蒋1副2－35念f“7浬3，

1

本店東京都中央区日本橋通2丁目3番地

TEL東京(272)5211
一一一色－一一L草■一凸g百一一厘エェ｡，,のーh■ロニーー

－

I

1

財産 づくりの

最高顧問 韓新圏本証券
本店／東京･日本橋江戸橋i-5TELe73)2311
資本金70億円全国68のサービス網

参

率店.東京･日本褐

籍一議鍔
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証 券投資の御相談は
株式・投信・公社債
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本店東京都中央区日本橋兜町2－30

TEL(669)3211全国45ヶ店
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守り育てて

ゆきましょう



風圧け=(LD-III型） 二

〔用途〕

自動1嘩下の下げ木集材の場合の集材機

地形急峻なる自走路線(15．以上）

全草令集材に於ける2トン以上の設計荷重

の路線

〔索道〕

地形急峻なる自走索道路線（平均催蒜斗

10．以上）

《
ｒ〔特1”

峰量：自亟は500kg据付移動が簡単にでき

ます

強カニユ50馬力の制動力に耐えられます

商性能：増連比を合理的に選んでありますの

、で索引力と速度の変化は翼の枚数で

簡単に変更出来ます附属蕊枚数6枚

逆送止め：ワンウェイクラッチ(アメリカ製品）

を使用していますので搬器逆送の場

合は爽が廻転しません

②総 販 一
元 元

北炭農林株式会社
東京都中央区日本橋茅場町1丁目6番地(極東証券ピル）

電話（667）7061～5
〔札幌支店〕札幌市北2条西2丁目15番地

電鰭（24）6641番

鶴‘鶴‘ I
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ベレット1600スポーツ ま＝

蕊鯵
傷だ弊

型
呼

零.樫 必ヤも？‘,/蕊

〆

ワフローリアン

スーパーﾃﾞﾗｯｸｽミレットi60“TR フロヨノァンTS

DOHC120馬力､OHC103馬力･90馬力よ
3つの新しいエンジンを搭戦した高
ベレット、フローリアン新シリーズもい

唾e重璽鮒&F

よりスポーティに、よりジェントルに、
高性能のゆとりカミ高速ドライブの
いっそうの安全をお約束します。

’

いすずは無個性な車はつくらない

ISUZU

②晶獺
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本社

出張所

海外事務所

111

東京
Q

小 樽

ロンドン

マニラ

取締役社長高原武一

%耀灌高原武
旭川市大雪通5丁目Tel代表24-1

製 品で／

〉

安全は林業

口＝
且

シモン

株式会社シモン
本社・東京部文京区鳩胤2－4－4利根川ビル

（近）（812）9121番
東京営業所（竃）束京（812>,3271番
札幌営業所（寵）札幌（24）7017(代）
仙台営業所（逓）仙台（86）7161番
横浜営業所（電）横浜（261)4940-1番
満水営業所（趣）満水（3）1101番
名古屋営業所（電）熱田（882）4441番
大阪営業所（電）（322)1313.1450～1番
広勘営業所（趣）広勘（47）1934.4867番
倉敬出張所（電）倉雌（22）1071番
北九州営業所（近）小倉〈56）2887番
_化陸出張所（近）金沢(61)5501番
千葉出張所（竃）千索（22）8446番
新潟出張所（趣）新潟（“）9414番
甲府出張所（髄）甲府（33）5676番

室繭・熊谷・鹿鵬・津・岸和田・神戸
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サ イズ特長

組立も取はずしもすぐ出来ます

重圧に耐えます

軽いので取扱いがらくです

施工精度が高いコンクリートが
打てます

仕上面がきれいです

耐久力が強く長もちします

材料がいりません

専門工がいりません

保温性があります

経済的です

用途

道路工事一側溝，擁壁
治山治水工事一砂防堰堤，流路工，

護岸

河川工事一堤防

農業土木工事一暗渠排水，貯水槽，
・サイロ

港湾工事一護岸，堤防
一般建築工事一基礎
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附着金具U型模バタ受腕金
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松下ホ杭株式会社
PBS営燕埼玉県川口市領家町1,283番地

TEL(22)3146
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九州銘木市場連合会

会長桑原三良

熊本市南熊本1丁目27号電話0963(62)3514番

､垂 ａ
偽

福岡市木材蕊福岡銘木市場
理事長黒岩寛吾
福岡市那の津1丁目5番18号電話092(77)3372番

けやき

みずめ

たぶ

し嫁じ

はりぎり

さくら

くす

鮭‘鳶

熊本木材株式会社
取締役社長桑原三良
熊本市南熊本1丁目9番27号寵話0963“)5111番＃ 斜

人吉木材市場株式会社
取締役社長上妻進
人吉市中瀞:町404の1電話09662(2)5135番

中

大分県木材協同組合連合会
理事長安心保保
大分市王語町3丁目電話0975②715罐

礎

園･氏

宮崎県木材協同組合連合会
理事長島津久厚
宮崎市橘通1丁目11番1号電話0985の3400番

都城地区製材業協同組合
理鞭長島津久厚
都城市川蕊字南原4938の2砥話0986(2)3755番

鹿児島県木材銘木市場協同組合
組合長大隣松次郎
鹿児島市東開町3髄話0992(68)5131番

九州銘木市場連合会事務局長
福田則雄

、
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涌匡大
合板建材・プレハブ住
宅から住宅機器の生産

販売－永大は「住」
の総合企業として，た
えず躍進に躍進を続け

ています。

写真は永大山口工場
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永大産業株式会社

大阪市住吉区平林南之町33
審（672）1101大代表
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T-50形ロギングトラクタ

重量：5．9t出力:73PS
…W瀞ガム遮L耐漸F…緬D論彊二…理密盈名……e…恥裁…”盲…魂稀口迅婦…虚…墾塞夕…輻

集材用として

規用履帯式
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地質調査・印刷

補償物件調査
（建物・立木・登記・その他）

土地価格の鑑定評価

●

瞳 ■
室

Ｉ
ｌ
Ｕ
屯
Ｊ
ｂ
Ｈ
０
Ｋ
７
ｐ
Ａ
‐
ｐ
佃
山
ｌ
と
弓
Ｊ
イ
の
－
６
Ｐ
Ｆ
可
３
Ｆ
Ｉ
Ｉ
ｌ
。
１
日
蛆
回

蕊協立コンサルタンツ
《
『

代表取締役足 進
ーし

｣上

本 社

大阪営業所

名古屋出張所

宇都宮出張所

東京都大田区矢口2の13の6．電話東京

大阪（731）0054・静岡出張所

名古屋（962）30'81・仙台出張所

宇都宮（33）7813

(759）7721（代表）

三島（75）3706

仙台包8）5602
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謹 賀新．年
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昭和45年元旦

北見営林局
局長鈴木敏

総務部長細江恒

経営部長塚田順

事業部長奥菌

管内各営林署長

男

二

●

栄

⑰ 謹賀新年

北海航測株式会社

代表取締役矢橋温郎

札幌市北4条西20丁目（北西ピル内）

TEL.61-3225～6

東京営業所東京都墨田区横綱2丁目5番地9号万栄ピル内

TEL.(622)2453番
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△林木苗畑用堆肥作 り

△ノコクズ、パーク堆肥作 り
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取締役社長松尾一二

港区芝西久保八幡町7

電話（432）1321～5
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カリマンタン森林開発協力株式会社

浦辰

水克

本正次

隅清

雄
隆
郎
示

一
一
一社 長

副社長

常務取締役

常務取締役

清
橋
大

本社東京都港区芝虎ノ門一番地

電話東京（503）2471（代表）
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③ 蕊瀧蹴
昭和測量工業株式会社

代表取締役社長本島照雄
本社東京都北区上中里1丁目11番6号TEL(910)7111大代

鶏'陛蕩要零腎暑j腰耐､幽鯏悪f蝋_篭L65,:
東大宮出張所大宮市砂町2025TELO486-84-8343
熊谷出張所熊谷市大字熊谷1188TEL0485･--21-0234
春日部出張所春日部市大字粕壁5012|TELO487-52-4287

。 大昭 和 製紙

一

社長斉

本社静岡県
電話吉

東京支社東京都中

爺．藤了英

県富士市今井133番地
吉原（33）0811番（代表）
I中央区日本橋通2丁目2番地

（朝日生命館）
東京（272）3721番（代表）電話

謹 賀新年

山を造り人をつくる

昭和45年元旦

福島県林業会議

会長沢田源次

福島市中町5番18号電話（22）0368

Ⅱ
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謹 賀新年
●

昭和45年元旦
町

札 幌営林局

札幌市北2条西1丁目
一
一

士
ロ木

池
佐

村晴

田芳

々木承

川数

局長

総務部長

経営部長

事業部長
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栄軍

グ、、、
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賀 正

森林開発公団
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長
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〃
〃

理
理
監
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松

東京都千代田区平河町2－7（塩崎ビル）

電話（262）6206代
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⑪
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伊藤組木材株式会社
ワ

取締役社長伊藤義郎

札幌市北3条東8丁目5番地

＝-

兆三菱自動車販売株式会社特約販売店

憩館三菱富動車販篝補孟蕾斌
本社函館市万代町22番20号
営業所函館市松風町19番11号

電話代表51-2131番

電話代表23-6251番

－

’昭和ボード・昭木Lパーツ・合板・輸出吋材

製材・原木・フローリング・木材乾燥＄』丘

駒昭和木材有限会社
本社旭川市2条通23丁目

電話（旭川0166）23-4781番代表

郵便番号070

出張所東京都江東区深川平野町4丁目

電話（641）4525番468，3番

士別工場士別市西4条12丁目
電話（士別016522）2807番代表

I



顎ば:職陛い性能廷機構本機は、双眼写真特に航空

写真の判読を目的として製

作されたもので､18om×24om

の写真を一度に実体視し見

られ、附属の視差測定桿を

併用して土地の高低や施設

建物、樹木の高さを測るこ

ともできます。又装脱可能

の双眼鏡(3倍)と常時取付

と ⑳反射鏡式実体鏡

○大きさ…44×'8×'4.6”

○重量…………･…･…245ﾙ？

、双眼鏡(3倍）

○大きさ;…．．…………･…．

．………13.7×12.7×9.2cm

○重量．．…･…･･……052吟

⑳マイクロメーター

○大きさ･……･…………･…

〃

③P N
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けられた左右拡大鏡により、

判読の目的に応じて倍率と

視察範囲を変られます。

･･･…･…･36．｜×4．5×3．4cm

○重量･…･…･･･"…･…0.5#

東京光学機械株式会社
③営業部
東京都港区西新橋2丁目16－2

(全国たばニセンタービル）
Tel東京(433)0141(大代表）

一
巳

●本社・エ場

東京都板橋区蓮沼町75
⑫営業所

大阪・名古屋・福岡･*L幌

－

森 査､航空写真測量
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測量図面・精密器具。機密文書
の完全保管に－
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囲広い庫内図強力な耐火力函確実な二重施錠式

《お問合せ》

社団法人日本林業技術協会六写

一一

聯‘ 東京都千代田区6番町7番地

遜話（代表）261－5281

東洋最大の金庫メーカー

e熊平金庫
株式会社東京熊平金庫店
東京都中央区日本橋ボ町1の21.電大代270←4381

蕊蕊議謹

OS-53D型

《JISi時間耐火･耐衝撃》
■有効内寸法、

耐133lxⅢ1q871｡×黒嫡00(%)
三句dG

miin5Rg
109,000(似しjmild･熊掛は別途申し受けます）

今珊'一‘,'謹賀新年-･011卿一I”
空からはかる………

-営業種目一

航空写真測量

地上測量

水路測｡＝、雲

設･計管理

地質．調査

計算業務

砂
耀

多彩な情報の源泉

＝

韓一

灘蕊禦謬
樋

ア ジア航測株式会社

鰯※…穂悪輔織馴川代”
営業所所在地札幌･仙台・新潟･千葉・名古屋･大阪.広島．福岡．山鹿．調布

〃
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｢－－與林靴と與林革軍手
ご注文の節は種類とサイズ（文数）をはっきりお諜き

下さい。尚ご注文品にキズが有ったり足に合わなかっ

た場合はお取祷致します

山で働く人の足と手の災害防止にノ

形もよく丈夫で価格も安い

革は上質ボックス
（送料込み）

底は特種合成ゴム底
剥
か

I

I

No.3半長靴¥2,900

オートバイ用に好適
No.2編上靴¥2,4"

登山，山林鑑査に好適
No.1短靴¥2,200

通勤，作業兼用
革軍手￥200

No.6興林樋i勤靴
￥2,200

No.5脚絆付編上靴(綴上バンド付）
山林踏査，オートバイ用¥2,9"

No.4長編上靴(縞上スパッツ）
山林踏査，オニトン§イ用￥2,900

底の構造



ススキ防除の特効薬

リ
汀

人手のないとき大助かり・・・・・・・・・・・・・・・・・・

1回の処理で2年も効きます。

〈ん煙殺虫斉ﾘは……③キルモス筒
員シ・ダニ恨治に…エカチンTD粒剤アブラムシ

⑳
北海三共株式会社

九州三共株式会社
三共携裁書就
農薬営鋲部来京都中央区銀座3－10－17

支店世窒研仙台･名古殿･大阪･広島･海樫
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○ デントロメーター（日林協測樹器）

形 式用遥

高サ125mm 童量2709 1.ha

幅45mm 1.水

長サ106mm l.樹

1V.傾
概要

V.方
この測樹器は従来の林分胸高断面積測定方法の区画測

量，毎木調査を必要とせず,ただ単に林分内の数ケ所で，

その周囲360oの立木をながめ，本器の特徴であるプ

リズムにはまった立木を数え，その平均値に断面積定

数を掛けるだけで，その林分の111a当りの胸高断面積

合計が計算されます。

機能

プリズムをのぞくだけで林分胸高断面積測定，水平距

離測定，樹高測定，傾斜角測定が簡単にできます。

磁石で方位角の測定もできます。

プリズムの種類
ネK=4壮令林以上の人工林，天然林，水平距離測定，樹
湯

高測定

K=2幼令林，薪炭林，樹高測定

(水平距離設定用標板付）

価格22,500円（〒込）

途

ha当りの林分胸高断面積測定

水平距離測定

高測定

社団
法人 日本林業技術協

（振替・東京60448番）

東京都千代田区六番町7
電話（261局）5281（代表）～5

会
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CP55型CP70型CPU25型

振動を取り去りました
｜

侭 マッカラー独創の無振動チエンソー

(CushionedPower)はハンドルグ!ノ

ッブよりエンジンの振動を絶縁しま

した。手に伝わる振動を取り去り、

快適なお仕事ができます。

米国マッカラー社日本総代理店

豪而A株式宮商一で五会社

本社・小樽市稲穆2丁目I喬1号電話0134(411311(代）
水罰･東京翻中央区日本橘1丁目6番地（北海ビル）電雪03（273>7841(代）
営業斎・小樽市穏喜ZT目l書1号電話0134(4)13II(代）
盛岡市開運橋通3番41号（第一ビル）電話0196(23)4271(代）
郡山市大町1丁目14f4号電話02492(2)5416(代）
東京都江東区東阻2T目4番2号電話03("5)7151(代）
大阪市北区西垣川町18番地（高橋ピル粟館）電麗06-362-8106ｲ代）
福岡市赤填1丁目15番地4号(菊隠ビル）電藍092(7515095(代）

カタログ進呈・酷名ご配入下さい。
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S-25トラコン 単式¥14,000

遊標複式¥15,500
《牛方式5分読帰零式》
（オーバック装慨）

i

定
価
百
三
十
円
送
料
六
円

●望遠鏡12×，明るさ抜群

②トラコンの水平分度は帰零式

●操作性と信頼度の商い牛方式
●S･25¥24.500S-27¥21､500S-28¥19,000S･32¥14.000

I壺洵…■-…秀一

’
|心牛右商会

詳姻カタログ
ご入用の節は
ご用命下さい。

東京都大田区千鳥2－12－7

〒(145)ETEL(750)0242代表
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